
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授  業         計         画  
＜ 2 0 2 1年 以 前 の 入 学 生 用 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 4年 度 （ 2022年 度 ）  

 

駒 沢 看 護 専 門 学 校  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

目　　　　　　次

１． 教育理念 p.1

２． 教育目的・目標 p.2

３． 目指す看護師像 p.3

４． 学年別到達目標 p.4

５ ． 教科外活動（学校行事） p.6

６． 教育課程（一表） p.7

７． 科目運営時間 p.8

８． 教育課程進度表 p.11

９．科目の授業概要 p.12

１０． 授業科目と講義概要

   １）　基礎分野 p.24

   ２）　専門基礎分野 p.34

p.106

  10）　看護統合 p.112

   ３）　基礎看護学 p.54

   ４）　成人看護学

   ５）　老年看護学 p.77

   ６）　小児看護学 p.84

１１. 複数教員が担当する科目の配点表 p.133

　11）臨地実習 p.118

p.67

p.97

   ７）　母性看護学 p.91

   ８）　精神看護学

   ９）　在宅看護論



教 育 理 念 
 

 

本校は駒澤大学の建学の精神に基づき  信、誠、敬、愛  の校是を掲げ、豊かな

情操と透徹した知性によって、行学一如  の実践に努める円満な人間形成を教育

の理念とする。  

 

 

   当科は、建学の精神の実践を通して人間形成を目指す。  

 

 

信    とは、かけがえない真実の自己に対する確認と他の生命の尊厳性を認め、 

互いに信じあうこと。  

 

誠    とは、至誠の心をもって学業に精励し、正しい自己形成の道を限りなく

ひたむきに歩むこと。  

 

敬  愛  とは、慈悲の営みであり、主体性を確立しながら共同体として、人間社会

の連帯感に目覚め、互いに奉仕しあい慈しみあうこと。  

 

 

 

 

 

 この建学の精神に基づき、将来の看護を担う世代として、多様な健康概念を持

ち変化を続けている社会の中で生活をしている人々を、かけがえのない個人とし

て捉え適切な看護を提供する実践者の育成を目指す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

教育目的  

 

 仏教的人間観を 基盤 として、社会におけ る 看護の役割を認識 し、科学的思考による 学習 体験をと

お し て 看 護 実 践 能 力 を 修 得 し 、 人 間 の 健 康 と 幸 福 に 貢 献 で き る 人 材 を 育 成 す る 。  

 

 

教育目標  

 

１ ． 自 ら を 含 め て 豊 か な 人 間 性 と 、 生 命 の 尊 厳 を 認 識 し 統 合 的 に 対 象 を 理 解 す る 能 力 を 養 う 。  

 

２．様々な場で生活 を 営んでいる人々の 生活 及び健康の段階を 理解 し、対象に応じた科 学 的根拠に

基 づ く 看 護 実 践 能 力 を 養 う 。  

 

３．変化する社会の中 で保健・医療・福祉 ﾁ -ﾑの一員 と し て 連携・協 働し、看護者が担うべ き役割を

認 識 し て そ の 責 務 を 果 た す こ と が で き る 能 力 を 養 う 。  

 

４ ． 専 門 職 と し て の 職 業 観 を 高 め 、 主 体 的 に 学 び 続 け る 基 礎 的 能 力 を 養 う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

目指す看護師像  

 

１ ． 豊 か な 人 間 性 を 持 ち 、 生 命 の 尊 厳 性 を 認 識 で き て い る 。  

 

２．看護師として 共感 的態度及び倫理観 をも って、人を受容で きる 優しく豊かな人間 性が 身につく。 

 

３．職業意識が 高まり 、看護師として 誇りと 責任が持て、安 全な看 護が提供できる基 礎が 育ってい

る 。  

 

４．自分の意見を 表現 することを大切に し、相手の意見を聞き とれ 学び合う仲間作り がで きている。 

 

５ ． 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 と 連 携 ・ 協 働 し 専 門 職 と し て 臨 床 実 践 す る 基 礎 力 が 身 に 付 い て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学年別到達目標  

教 育 目 的  

 仏教的人間観を 基調 として社会におけ る看 護の役割を認識し、科 学的思考による学 習体 験を通し

て 、 看 護 実 践 能 力 を 修 得 し 、 人 間 の 健 康 と 幸 福 に 貢 献 で き る 人 材 を 育 成 す る 。  

教 育 目 標  １ 年 次 到 達 目 標  ２ 年 次 到 達 目 標  ３ 年 次 到 達 目 標  

 

自 ら を 含 め て 豊 か な 人

間 性 と 生 命 の 尊 厳 を 認

識 し 統 合 的 に 対 象 を 理

解 す る 能 力 を 養 う  

 

対 象 で あ る 人 間 を 、 成

長 発 達 段 階 か ら 捉 え る

こ と が で き る  

 

対象を身体的・精神的・

社 会 的 側 面 か ら 理 解 す

る 重 要 性 が わ か る  

 

人 間 ・ 生 命 の 尊 厳 に つ

い て 考 え る こ と が で き

る  

 

他 者 と の 関 係 か ら 自 己

理 解 を す る こ と が で き

る  

 

看 護 倫 理 規 定 、 患 者 の

権 利 を 理 解 で き る  

 

対象を身体的・精神的・

社 会 的 側 面 か ら 理 解 す

る こ と が で き る  

 

病 態 を 理 解 し 、 健 康 障

害 の あ る 対 象 を 理 解 で

き る  

 

人 間 ・ 生 命 を 尊 厳 す る

姿 勢 を 持 つ こ と が で き

る  

 

自 己 理 解 し 、 他 者 を 尊

重 し て 人 間 関 係 を 作 る

こ と が で き る  

 

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ技 術 を 活 用

し 、 対 象 と の 人 間 関 係

を 構 築 で き る  

 

 

対 象 を 統 合 的 に 捉 え 、

看 護 上 の 問 題 点 を 挙 げ

る こ と が で き る  

 

臨 地 実 習 を 通 し て 生

命 ・ 死 に 対 す る 考 え や

倫 理 観 を 表 現 で き る

（ 自 分 の 言 葉 で ）  

 

人 間 ・ 生 命 を 尊 厳 す る

姿 勢 を 持 つ こ と が で き

る  

 

自 己 理 解 し 、 他 者 を 尊

重 し て 、 人 間 関 係 を 深

め る こ と が で き る  

 

様 々 な 場 で 生 活 を 営 ん

で い る 人 々 の 生 活 及 び

健 康 の 段 階 を 理 解 し 、

対 象 に 応 じ た 科 学 的 根

拠 に 基 づ く 看 護 実 践 能

力 を 養 う  

 

看 護 の 主 要 概 念 を 考 え

る こ と が で き る  

 

健 康 及 び 健 康 障 害 に つ

い て 理 解 で き る  

 

看 護 の 役 割 ・ 機 能 に つ

い て 理 解 で き る  

 

科 学 的 思 考 で 問 題 解 決

す る 方 法 を 考 え る こ と

が で き る  

 

日 常 生 活 援 助 に 必 要 な

知 識 ・ 技 術 ・ 態 度 を 習

得 で き る  

 

援 助 技 術 を 実 施 す る た

め の 看 護 過 程 が 展 開 で

き る  

 

健 康 障 害 を 持 つ 人 の 病

態 生 理 が 理 解 で き る  

 

基 本 的 生 活 習 慣 を 整

え 、 良 い 人 間 関 係 を 築

く こ と が で き る  

 

 

看 護 の 主 要 概 念 を 理 解

す る こ と が で き る  

 

人 間 の ラ イ フ サ イ ク ル

に つ い て 理 解 し 、 発 達

段 階 に 応 じ た 各 期 の 特

徴 が 理 解 で き る  

 

健 康 障 害 に 応 じ て 日 常

生 活 の 援 助 を 実 施 で き

る  

 

健 康 障 害 に 対 す る 治

療 ・ 処 置 の 対 応 が 理 解

で き る  

 

対 象 に 治 療 ・ 処 置 別 、

主 要 症 状 別 看 護 を 実 施

で き る  

 

事 例 を 通 し て 、 看 護 理

論 に 沿 っ た 看 護 過 程 の

展 開 が で き る  

 

 

 

 

あ ら ゆ る 健 康 の 段 階 に

あ る 対 象 を 統 合 的 に 捉

え 、 日 常 生 活 援 助 が 実

践 で き る  

 

臨 地 実 習 を 通 し て 生

命 ・ 死 に 対 す る 考 え や

倫 理 観 を 表 現 で き る

（ 自 分 の 言 葉 で ）  

 

自 己 理 解 し 、 他 者 を 尊

重 し て 、 人 間 関 係 を 深

め る こ と が で き る  

 

対 象 を 尊 重 し 、 対 象 の

気 持 ち に 共 感 で き る 感

性 を 培 う こ と が で き る  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

教 育 目 標  １ 年 次 到 達 目 標  ２ 年 次 到 達 目 標  ３ 年 次 到 達 目 標  

 

変 化 す る 社 会 の 中 で 保

健 ・ 医 療 ・ 福 祉 チ ー ム

の 一 員 と し て 連 携 ・ 協

働 し 、 看 護 者 が 担 う べ

き 役 割 を 認 識 し て 、 そ

の 責 務 を 果 た す こ と が

で き る 能 力 を 養 う  

 

 

 

保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 チ ー

ム の 役 割 ・ 機 能 を 理 解

で き る  

 

 

 

 

チ ー ム の 一 員 と し て 保

健 ・ 医 療 ・ 福 祉 を 取 り

巻 く 社 会 の 動 向 に 関 心

を 持 つ こ と が で き る  

 

 

保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 チ ー

ム の 責 務 と 業 務 内 容 が

理 解 で き 、 看 護 チ ー ム

の 一 員 と し て 行 動 で き

る  

 

専 門 職 と し て の 職 業 観

を 高 め 、 主 体 的 に 学 び

続 け る 基 礎 的 能 力 を 養

う  

 

 

 

主 体 的 に 学 習 ・ 研 究 す

る こ と の 必 要 性 が わ か

る  

 

 

物 事 に 関 心 を 持 ち 、 何

事 に も 積 極 的 に 関 わ る

こ と が で き る  

 

資 源 を 活 用 し 主 体 的 ・

継 続 的 に 学 習 ・ 研 究 に

取 り 組 む こ と が で き る  

 

問 題 意 識 を 持 っ て 、 何

事 に も 論 理 的 思 考 を 基

に 解 決 で き る  

 

継 続 し て 生 涯 学 習 す る

姿 勢 を 身 に つ け る こ と

が で き る  

 

自 己 を 正 し く 評 価 し 、

自 己 成 長 で き る 。 判 断

力 を 身 に つ け る  

 

看 護 実 践 を 通 し て 、 自

己 の 看 護 観 を 明 確 に

し 、 表 現 す る こ と が で

き る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

１年生 時間 ２年生 時間 ３年生 時間

入学式 4

入学ガイダンス 16 　 　

降誕会 1 実習ガイダンス 22

新入生歓迎会(学友会） 2 新入生歓迎会(学友会） 2 新入生歓迎会(学友会） 2

健康診断 4 健康診断 4 健康診断 4

防火避難訓練 4 防火避難訓練 4 防火避難訓練 4

ユニフォームサイズ合わせ 2

５月       

スポーツ交流会(学友会） 8 スポーツ交流会(学友会） 8 　 　

　 　

７月

８月 　 　

実習激励会(学友会） 8 実習激励会(学友会） 8 　 　

　 　 　 　

実習ガイダンス 6

決意式練習 4 成人看護学　特別講義 4 　 　

決意式練習 4

１１月 　 　 実習ガイダンス 4 実習ガイダンス 4

１２月 実習報告会 2 国試対策補講・模試 12

１月 国試対策補講・模試 12

２月 予餞会(学友会) 2 予餞会(学友会) 2 予餞会(学友会） 2

　 6 卒業生交流会 2

３月 卒業式練習 2

卒業式 2 卒業式 2 卒業式 2

通年 単位修得試験 43 単位修得試験 28 単位修得試験 5

小計 104 80 73

総計 257 時間

１０月

教科外活動

９月

４月

６月



 

講義 実習 計
物理学 1 30 30

論理学 1 30 30
日本語表現 1 15 15
英語Ⅰ 1 30 30
英語Ⅱ 1 30 30
情報科学 1 30 30
心理学 1 30 30
人間関係論 1 30 30
宗教哲学 1 30 30
倫理学 1 30 30
生活科学 1 30 30
社会学 1 30 30
教育学 1 30 30

小　　　　　　　　計 13 375 375

解剖生理学Ⅰ 1 15 15

解剖生理学Ⅱ 1 30 30
解剖生理学Ⅲ 1 30 30
解剖生理学Ⅳ 1 30 30
解剖生理学実践 1 30 30
生化学 1 30 30
臨床栄養学 1 15 15
病理学 1 15 15
臨床薬理学Ⅰ 1 30 30
臨床薬理学Ⅱ 1 30 30
微生物学 1 30 30
病態学Ⅰ 1 30 30
病態学Ⅱ 1 30 30
病態学Ⅲ 1 30 30
病態学Ⅳ 1 30 30
保健医療論 1 30 30
社会福祉Ⅰ 1 15 15
社会福祉Ⅱ 1 15 15
関係法規Ⅰ 1 15 15
関係法規Ⅱ 1 15 15
公衆衛生学 1 15 15

小　　　　　　　計 21 510 0 510

基礎看護学

　　看護学概論Ⅰ 1 30 30
　　看護学概論Ⅱ 1 30 30
　　共通基本技術 1 30 30
　　日常生活行動援助技術 1 30 30
　　フィジカルアセスメント技術 1 30 30
　　診療に伴う援助技術 1 30 30
　　看護過程 1 30 30
　　日常生活行動援助技術実践 1 30 30
　　診療に伴う援助技術実践 1 30 30
　　臨床看護総論 1 30 30
　　看護研究 1 30 30
臨地実習
　　基礎看護学実習 3 135 135

小　　　　　　計 14 330 135 465

成人看護学
　　成人看護学総論Ⅰ 1 15 15
　　成人看護学総論Ⅱ 1 30 30
　　成人看護学方法論Ⅰ 1 30 30
　　成人看護学方法論Ⅱ 1 30 30
　　成人看護学方法論Ⅲ 1 30 30
　　成人看護学方法論Ⅳ 1 30 30
老年看護学
　　老年看護学総論Ⅰ 1 15 15
　　老年看護学総論Ⅱ 1 30 30
　　老年看護学方法論Ⅰ 1 15 15
　　老年看護学方法論Ⅱ 1 30 30
　　老年看護学方法論Ⅲ 1 30 30
小児看護学
　　小児看護学総論Ⅰ 1 15 15
　　小児看護学総論Ⅱ 1 30 30
　　小児看護学方法論Ⅰ 1 30 30
　　小児看護学方法論Ⅱ 1 30 30
母性看護学
　　母性看護学総論Ⅰ 1 15 15
　　母性看護学総論Ⅱ 1 30 30
　　母性看護学方法論Ⅰ 1 30 30

　　母性看護学方法論Ⅱ 1 30 30

精神看護学
　　精神看護学総論Ⅰ 1 15 15
　　精神看護学総論Ⅱ 1 30 30
　　精神看護学方法論Ⅰ 1 30 30
　　精神看護学方法論Ⅱ 1 30 30
臨地実習
　　成人看護学実習 6 270 270
　　老年看護学実習 4 180 180
　　小児看護学実習 2 90 90
　　母性看護学実習 2 90 90
　　精神看護学実習 2 90 90

小　　　　　　　計 39 600 720 1320

在宅看護論

　　在宅看護論総論Ⅰ 1 15 15
　　在宅看護論総論Ⅱ 1 30 30
　　在宅看護論方法論Ⅰ 1 30 30
　　在宅看護論方法論Ⅱ 1 30 30
看護の統合と実践
　　看護管理 1 30 30
　　安全教育 1 15 15
　　災害看護 1 15 15
　　看護技術統合実践 1 30 30
臨地実習
　　在宅看護論実習 2 90 90
　　看護統合実習 2 90 90

小　　　　　　　計 12 195 180 375

99 2010 1035 3045

教　育　課　程

総　　　　　　　　　　計

備考

専
門
分
野
Ⅰ

専
門
基
礎
分
野

基
礎
分
野

科目 単位数
時間数

専
　
　
門
　
　
分
　
　
野
　
　
Ⅱ

統
合
分
野



 

１ ２ ３

1 30 30

1 30 30

1 15 15

1 30 30

1 30 30

1 30 30

1 30 30

1 30 30

1 30 30

1 30 30

1 30 30

1 30 30

1 30 30

13 375 255 90 30

1 15 15

1 30 30

1 30 30

1 30 30

1 30 30

1 30 30

1 15 15

1 15 15

1 30 30

1 30 30

1 30 30

1 30 30

1 30 30

1 30 30

1 30 30

1 30 30

1 15 15

1 15 15

1 15 15

1 15 15

1 15 15

21 510 330 180 0

保　健　医　療　論

社　会　福　祉　Ⅰ

公　衆　衛　生　学

微　生　物　学

小　　　　　計

病　態　学　Ⅱ

病　態　学　Ⅲ

病　態　学　Ⅳ

社　会　福　祉　Ⅱ

関　係　法　規　Ⅱ

関　係　法　規　Ⅰ

臨　床　薬　理　学　Ⅱ

病　態　学　Ⅰ

解　剖　生　理　学　Ⅰ

解　剖　生　理　学　Ⅱ

解　剖　生　理　学　Ⅳ

解　剖　生　理　学　実　践

解　剖　生　理　学　Ⅲ

臨　床　薬　理　学　Ⅰ

病　　理　　学

臨　床　栄　養　学

科 目 運 営 時 間　１ 

物　　理　　学

論　　理　　学

日　本　語　表　現

単　位

生　　化　　学

学　　年

専
　
門
　
基
　
礎
　
分
　
野

情　報　科　学

心　　理　　学

宗　教　哲　学

英　　語　　Ⅰ

英　　語　　Ⅱ
基
　
礎
　
分
　
野

倫　　理　　学

小　　　　　計

時　間科　　　　　　　目

教　　育　　学

生　活　科　学

社　　会　　学

人　間　関　係　論



 

１ ２ ３

　　看護学概論Ⅰ 1 30 30
　　看護学概論Ⅱ 1 30 30
　　共通基本技術 1 30 30
　　日常生活行動援助技術 1 30 30
　　フィジカルアセスメント技術 1 30 30
　　診療に伴う援助技術 1 30 30
　　看護過程 1 30 30
　　日常生活行動援助技術実践 1 30 30
　　診療に伴う援助技術実践 1 30 30
　　臨床看護総論 1 30 30
　　看護研究 1 30 30

　　成人看護学総論Ⅰ 1 15 15
　　成人看護学総論Ⅱ 1 30 30
　　成人看護学方法論Ⅰ 1 30 30
　　成人看護学方法論Ⅱ 1 30 30
　　成人看護学方法論Ⅲ 1 30 30
　　成人看護学方法論Ⅳ 1 30 30

　　老年看護学総論Ⅰ 1 15 15
　　老年看護学総論Ⅱ 1 30 30
　　老年看護学方法論Ⅰ 1 15 15
　　老年看護学方法論Ⅱ 1 30 30
　　老年看護学方法論Ⅲ 1 30 30

　　小児看護学総論Ⅰ 1 15 15
　　小児看護学総論Ⅱ 1 30 30
　　小児看護学方法論Ⅰ 1 30 30
　　小児看護学方法論Ⅱ 1 30 30

　　母性看護学総論Ⅰ 1 15 15
　　母性看護学総論Ⅱ 1 30 30
　　母性看護学方法論Ⅰ 1 30 30
　　母性看護学方法論Ⅱ 1 30 30

　　精神看護学総論Ⅰ 1 15 15
　　精神看護学総論Ⅱ 1 30 30
　　精神看護学方法論Ⅰ 1 30 30
　　精神看護学方法論Ⅱ 1 30 30

23 600 135 465 0

　　在宅看護論総論Ⅰ 1 15 15
　　在宅看護論総論Ⅱ 1 30 30
　　在宅看護論方法論Ⅰ 1 30 30
　　在宅看護論方法論Ⅱ 1 30 30

　　看護管理 1 30 30
　　安全教育 1 15 15
　　災害看護 1 15 15
　　看護技術統合実践 1 30 30

計 4 90 0 0 90

8 195 15 90 90

76 2010 1035 855 120

090151054計

090151054計

090151054計

計 090151054

計 5 120 45 75 0

計 6 165 45 120 0

小　　　　計 11 330 300 30 0

母
性
看
護
学

基
礎
看
護
学

老
年
看
護
学

専
 

門
　
分
 

野
 

Ⅰ

専
 
　
門
　
　
分
 
　
野
 
　
Ⅱ

成
人
看
護
学

講　義　合　計

小　　　　　計

統
　
合
　
分
　
野

小　　　　　計

精
神
看
護
学

小
児
看
護
学

科 目 運 営 時 間　２

在
宅
看
護
論

看

護

の

統

合

と

実

践

科　　　　　　　目 単　位 時　間
学　　年



 

１ ２ ３

基 礎 看 護 学 実 習 3 135 135

基礎看護学実習Ⅰ 1 45 45

基礎看護学実習Ⅱ 2 90 90

小計 3 135 135

成 人 看 護 学 実 習 6 270 270

成人看護学実習Ⅰ 4 180 180
成人看護学実習Ⅱ 2 90 90

小計 6 270 270

老 年 看 護 学 実 習 4 180 180

老年看護学実習Ⅰ 2 90 90
老年看護学実習Ⅱ 2 90 90

小計 4 180 180

小 児 看 護 学 実 習 2 90 90

小計 2 90 90

母 性 看 護 学 実 習 2 90 90

小計 2 90 90

精 神 看 護 学 実 習 2 90 90

小計 2 90 90

在 宅 看 護 論 実 習 2 90 90

小計 2 90 90

看 護 統 合 実 習 2 90 90

小計 2 90 90

23 1035 135 270 630

23 1035 135 270 630

249 95 80 58

23 1284 230 350 688

科　目　運　営　時　間　３

科　　　　　　　目

計

実　習　合　計

専
門
分
野
Ⅰ

専
門
分
野
Ⅱ

統
合
分
野

学　　年

老
年
看
護
学

単　位

教科外活動

総　　　　　　　　　計

時　間

看
護
の

統
合
と
実
践

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

在
宅
看
護
論

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学



 

 

物理学 1 30
論理学 1 30
日本語表現 1 15

英語Ⅰ 1 30
英語Ⅱ 1 30
情報科学 1 30
心理学 1 30

人間関係論 1 30
宗教哲学 1 30
倫理学 1 30

生活科学 1 30
社会学 1 30
教育学 1 30

小計 13 13 13 375

解剖生理学Ⅰ 1 15
解剖生理学Ⅱ 1 30
解剖生理学Ⅲ 1 30
解剖生理学Ⅳ 1 30

解剖生理学実践 1 30
生化学 1 30
臨床栄養学 1 15

病理学 1 15
臨床薬理学Ⅰ 1 30
臨床薬理学Ⅱ 1 30
微生物学 1 30

病態学Ⅰ 1 30
病態学Ⅱ 1 30
病態学Ⅲ 1 30
病態学Ⅳ 1 30

保健医療論 1 30
社会福祉Ⅰ 1 15
社会福祉Ⅱ 1 15

関係法規Ⅰ 1 15
関係法規Ⅱ 1 15
公衆衛生学 1 15

小計 21 21 21 510

看護学概論Ⅰ 1 30
看護学概論Ⅱ 1 30
共通基本技術 1 30

日常生活行動援助技術 1 30
フィジカルアセスメント技術 1 30
診療に伴う援助技術 1 30
看護過程 1 30
日常生活行動援助技術実践 1 30
診療に伴う援助技術実践 1 30
臨床看護総論 1 30
看護研究 1 30

小計 10 11 11 330

成人看護学総論Ⅰ 1 15
成人看護学総論Ⅱ 1 30

成人看護学方法論Ⅰ 1 30
成人看護学方法論Ⅱ 1 30
成人看護学方法論Ⅲ 1 30
成人看護学方法論Ⅳ 1 30

老年看護学総論Ⅰ 1 15
老年看護学総論Ⅱ 1 30
老年看護学方法論Ⅰ 1 15
老年看護学方法論Ⅱ 1 30

老年看護学方法論Ⅲ 1 30
小児看護学総論Ⅰ 1 15
小児看護学総論Ⅱ 1 30

小児看護学方法論Ⅰ 1 30
小児看護学方法論Ⅱ 1 30
母性看護学総論Ⅰ 1 15
母性看護学総論Ⅱ 1 30

母性看護学方法論Ⅰ 1 30
母性看護学方法論Ⅱ 1 30
精神看護学総論Ⅰ 1 15

精神看護学総論Ⅱ 1 30
精神看護学方法論Ⅰ 1 30
精神看護学方法論Ⅱ 1 30

小計 22 23 23 600

在宅看護論総論Ⅰ 1 15
在宅看護論総論Ⅱ 1 30
在宅看護論方法論Ⅰ 1 30
在宅看護論方法論Ⅱ 1 30

看護管理 1 30
安全教育 1 15
災害看護 1 15

看護技術統合実践 1 30
小計 8 8 8 195

基礎看護学実習 3 135

基礎看護学実習Ⅰ 1 45

基礎看護学実習Ⅱ 2 90
成人看護学実習 6 270

成人看護学実習Ⅰa 2 90
成人看護学実習Ⅰb 2 90

成人看護学実習Ⅱ 2 90
老年看護学実習 4 180

老年看護学実習Ⅰ 2 90

老年看護学実習Ⅱ 2 90
小児看護学実習 2 90
母性看護学実習 2 90
精神看護学実習 2 90

在宅看護論実習 2 90

看護統合実習 2 90

小計 23 23 23 1035

科目実施時間計 74 76 76 2010

臨地実習時間計 23 23 23 1035 45   90 90 90 90 90

総　　　　　計 97 99 99 3045 0103 77 554 90 074 3748150 57 30 102 116116 42 126 113 140 94

126 113
総
計

94 148 134

94 134

88 46

3057 2626

540

4850 4 00 37 0 0 0102

教科外活動とその他行事

10 0103 77

１～５週

専
門
分
野

Ⅰ 冬
　
　

季
　
　
休

　
　
暇

21 21

10

23

23

8 8

冬
　
　

季
　
　
休

　
　
暇

夏
　
　

季
　
　
休

　
　
暇

冬
　
　

季
　
　
休

　
　
暇

夏
　
　

季
　
　
休

　
　
暇

１～４週１～４週 １～４週１～４週 １～４週 １～４週１～４週

１２

月

１

月

１～４週１～５週 １～４週 １～４週 １～５週 １～４週 １～５週

１

月

２

月

１０

月

１１

月

１２

月

６

月

９

月

１１

月

４

月

１～４週

３

月

１～４週 １～４週 １～５週 １～４週 １～５週 １～５週 １～４週

１０

月

１～５週１～４週

４

月

５

月

１～５週 １～４週

９

月

１～４週 １～５週

７

月

８

月

２

月

３

月

５

月

１～５週１～４週

150

第３学年
４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

１０

月

６

月

７

月

８

月

第１学年 第２学年

（４月）歓迎会　　　　　（６月）スポーツ交流会　研修旅行　（９月）健康診断　1・2年交流会

（１０月）（２月）予餞会　（３月）卒業式

（４月）新入生歓迎会  健康診断（９月）健康診断　防火避難訓練　　（１１月）特別講演　卒業生と語る会

（２月）予餞会　ケーススタディ聴講　（３月）卒業式練習　卒業式

（４月）入学ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 降誕会 歓迎会     （６月）スポーツ交流会（９月）健康診断 1・2年交流会

（１０月）　特別講演　決意式   防火避難訓練　実習ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ （１月）実習ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

（２月）予餞会 　（３月）卒業式

90 54 72 00 4 74

１～４週 １～４週 １～４週 １～４週

教　　育　　課　　程　　進　　度　　表

学科目

指
定
単
位

本

校

修

得

単

位

本
校
単
位

実
施
時
間 １～５週

１

月

２

月

１２

月

３

月

88 46 42

13

夏
　
　

季
　
　
休

　
　
暇

54 115 154

152154

90

148

23

13

152

臨
地
実

習

１１

月

専
門
分
野

Ⅱ

統

合
分
野

基
礎

分
野

専
門
基

礎
分
野

11

22



 

 

 

 

 

 

 

 

科目の教育概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



科目の教育概要  
 

授 業 科 目  
単

位  
時 間  科 目 内 容 の ね ら い  科 目 内 容 の 要 点  

基 
 

 
 

 
 

 
 

 

礎 
 

 
 

 
 

 
 

 

分 
 

 
 

 
 

 
 

 

野 

科 
 

 
 

学 
 

 
 

的 
 

 
 

思 
 

 
 

考 
 

 
 

の 
 

 
 

基 
 

 
 

盤 

物 理 学  １  ３ ０  

身 体 ケ ア お よ び 検 査・治 療・処 置

に 必 要 な 物 理 学 を わ か り や す く

解 説 す る 。  

また、講義・演習をと おして科

学 的 な も の の 見 方 考 え 方 を 涵 養

す る 。  

１ ．単 位 ２ ．力 の 合 成 分 解  

３ ．撃 力 ４ ．作 用 と 反 作 用  

５ ． 温 度 ・ 比 熱  

６ ． 熱 の 移 動  ７ ． 圧 力  

８ ．血 圧  ９ ．酸 素 ボ ン ベ  

10． 点 滴  11． 滅 菌  

12． ｐ Ｈ  13． 濃 度  

14． 浸 透 圧  

15． 電 磁 波 、 放 射 線  

論 理 学  １  ３ ０  

仏 教 は 、「 苦 し み や 悩 み は ど う し

て 起 こ る の か 」「 ど う し た ら そ の

苦 し み や 悩 み は な く な る の か 」と

い う こ と を 論 理 的 に 説 い て い ま

す が 、 こ の こ と は 、 状 況 を 把 握 ・

分析し、適切 な方策を 考えて 実 行

す る「 看 護 」に通ずる 面がありま

す。この授業では、そ うした仏教

の 論 理 的 な 考 え 方 を 学 び な が ら 、

論 理 的 に 筋 道 を 立 て て 考 え る 力 ・

論 理 的 に 順 を 追 っ て 説 明 す る 力

を 養 う 。  

１ ． 論 理 と は 何 か  

２ ． 仏 教 の 教 え と 論 理  

３ ． 四 聖 諦 の 論 理  

４ ． 縁 起 の 論 理  

５ ． 三 法 印 の 論 理  

６ ． 慈 悲 の 論 理  

７ ． 論 証 と 実 例  

８ ．論 理 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

日 本 語 表 現  １  １ ５  

正 し い 日 本 語 の 理 解 と 文 章 表 現

を 学 び 論 理 的 思 考 の 基 礎 を 身 に

つ け る  

１ ． 日 本 語 と は  

２ ． 日 本 語 の 位 相  

３ ． 表 現 の 実 践  

英 語 Ⅰ  １  ３ ０  

日 常 に も 使 え る 自 己 紹 介 、道 案 内

などのほか、看護場面 で想定され

る も っ と も 基 本 的 な 会 話 表 現 と 、

診療科目、病状、病名 などの看護

に 必 要 な 専 門 用 語 を 学 ぶ  

１ ． 日 常 英 会 話  

２ ．看 護 場 面 の 基 本 的 な 会

話 表 現  

３ ．看 護 に 必 要 な 専 門 用 語  

英 語 Ⅱ  １  ３ ０  

英 語 Ⅰ に 引 き 続 き 医 療 現 場 で 使

わ れ る 会 話 を 聞 き 取 り 、そ の 内 容

を理解し、英 語Ⅰで習 った内容を

復 習 し な が ら 更 に 新 し い 医 療 英

語 を 学 ぶ  

１．医 療 用 語 の 読 解  

２ ． 医 療 現 場 の 英 単 語   

情 報 科 学  １  ３ ０  

１ ．コ ン ピ ュ ー タ の操 作方法を理

解 し 、 習 得 す る 。  

２．情報社会 に対応で きる基礎知

識を学び、医 療福祉分 野でもかか

す こ と の 出 来 な い 情 報 処 理 能 力

を身につける 。パソコ ンの操作が

でき、効果的 なプレゼ ンを行うこ

と が 出 来 る よ う に な る 。  

１ ． Windowsの 基 本 操 作 と

起 動 ・ 終 了  

２ ． Word の 基 本 操 作 と 起

動 ・ 終 了  

３ ． Excelの 基 本 操 作 と 起

動 ・ 終 了  

４ ． PowerPointの 基 本操 作

と 起 動 ・ 終 了  

人 
 

間 
 

と 
 

生 
 

活 

心 理 学  １  ３ ０  

心 理 学 と は ど の よ う な 学 問 か 、歴

史と研究方法、また、環境へ適用

し て ゆ く 上 で 心 は ど の よ う に 役

立 っ て い る の か 、そ し て 心 の 仕 組

み は ど の よ う に な っ て い る の か

について、幅広い心理 学の中から

代 表 的 な も の に つ い て 学 ぶ  

１ ． 心 理 学 と は 何 か  

２ ． パ ー ソ ナ リ テ ィ 理 論  

３ ． 心 理 査 定  

４ ． 患 者 理 解  

５ ． 発 達 の 心 理 学  

６ ． 学 習 の 心 理 学  

７ ． ヒ ト の 欲 求  

人 間 関 係 論  １  ３ ０  

看 護 は 、 援 助 を 必 要 と す る 人 々

や、他職種との連携・密接な人間

関 係 の う え に 成 り 立 っ て い る こ

とを理解し、人間関係 の知識や技

術 を 学 習 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、

自 己 を 理 解 す る と と も に 、自 ら の

ス ト レ ス コ ー ピ ン グ に つ い て も

身 に つ け る こ と が で き る  

１ ． ア サ ー シ ョ ン  

  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

と は  

２ ． KJ法  

３ ． 様 々 な 心 理 療 法  

４ ． SST 

５ ． イ ン テ ー ク 面 接  

６ ． 心 の 病 理 と 健 康  



 
授 業 科 目  単 位  時 間  科 目 内 容 の ね ら い  科 目 内 容 の 要 点  
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礎 
 

 
 

分 
 

 
 

野 

人 
 

 
 

間 
 

 
 

と 
 

 
 

生 
 

 
 

活 

宗 教 哲 学  １  ３ ０  

人 類 の 知 的 遺 産 と し て の 宗 教・哲 学

思 想 と 向 き 合 い な が ら 、生 と 死 、自

と 他 、 人 生 の 意 味 や 目 的 と い っ た 、

人 間 存 在 に と っ て 根 底 的 な 諸 問 題

に つ い て 考 え て い き た い 。  

１ ． 宗 教 哲 学 と は  

２ ． 宗 教 と 価 値  

３ ． 霊 魂 と 自 我  

４ ．正 義・運 命・自 由  

５ ． 愛 と 苦 悩  

６ ．他 者 と 聖 な る も の  

７ ． 宗 教 と 歴 史  

倫 理 学  １  ３ ０  

善悪について、あるい は善悪の基準

について、どの ように 理解すればよ

い の か 。 生 き る こ と の 目 的 や 価 値

は、どのようであるか 。倫理学につ

い て の 基 本 的 な 考 え か た 、さ ま ざ ま

な 教 説 を 理 解 す る と と も に 、現 代 社

会 が 当 面 す る 多 様 な 倫 理 的 課 題 に

つ い て 学 ぶ  

１ ． 倫 理 と 倫 理 学  

２ ． 倫 理 思 想  

３ ． 人 間  

４ ． 生 命  

５ ． 善 と 悪  

生 活 科 学  １  ３ ０  

生 活 を 科 学 的 に と ら え て 理 解 し 、実

生 活 に 対 応 し て 応 用 で き る 力 を 身

につけ、日常生 活の援 助技術の基礎

を 生 活 の 観 点 か ら 理 解 す る  

１ ． 生 活 の 概 念  

２ ． 生 活 経 営  

３ ． 住 生 活  

４ ． 衣 生 活  

５ ． 食 生 活  

社 会 学  １  ３ ０  

社 会 的 存 在 と し て の 人 間 理 解 と 人

間 に 影 響 を 及 ぼ す 社 会 的 要 因 を 理

解 す る  

最 も 基 礎 的 な 集 団 で あ る 家 族 を 取

り 上 げ 体 験 学 習 か ら 家 族 の 機 能 、役

割 、 関 係 を 理 解 す る  

１ ． 社 会 学 と は 何 か  

２ ． 現 代 社 会 の 理 解  

３ ． 生 活 の 理 解  

４ ． 人 と 社 会 の 関 係  

５ ． 社 会 問 題 の 理 解  

教 育 学  １  ３ ０  

教育の本質、機 能と教 育が人間形成

に 果 た す 役 割 を 学 習 し 自 己 教 育 に

つ な げ る  

教 育 学 の 意 義 を 確 認 す る と と も に 、

教 育 現 場 に お け る 今 日 的 な 課 題 に

つ い て 理 解 を 深 め 、原 因 を 探 り 、解

決方法を考える 。将来 医療現場で働

く受講者に、教育（チ ーム学校）と

医療（医療チーム）が 協力し合いな

が ら 、 学 校 現 場 の 諸 問 題 を 考 え る 。 

１ ． 教 育 の 意 義  

２ ． 教 育 学 と は  

３ ．教 育 学 と 関 連 学 問  

４ ．教 育 学 と 学 校 制 度  

５ ． 今 日 的 な 課 題 と そ

の 対 策  

専 

門 

基 

礎 

分 

野 

人 

体 

の 

構 

造 

と 

機 

能 

解 剖 生 理 学 Ⅰ  １  １ ５  身 体 の 構 造 と 機 能 の 概 論  

１ ． 解 剖 生 理 学 と は  

２ ． 人 体 の 構 成   

３ ． 構 造 と 機 能 か ら み

た 人 体  

４．生命維持のためのシステム 

５ ． 骨 格 系 ・ 筋 肉  

解 剖 生 理 学 Ⅱ  １  ３ ０   

１ ． 血 液 ・ 造 血 器 系  

２ ． 循 環 器 系  

３ ． リ ン パ 系  

４ ． 生 体 の 防 御 機 構  

解 剖 生 理 学 Ⅲ  １  ３ ０  

人体の構造、形態、機能 を学び、

そ の 関 連 性 を 捉 え 人 体 を 系 統

的 に 理 解 で き る 能 力 を 養 う  

１ ． 消 化 器 系  

２ ． 神 経 系  

３ ． 感 覚 器 系  

解 剖 生 理 学 Ⅳ  １  ３ ０   

１ ． 呼 吸 器 系  

２ ． 泌 尿 器 系  

３ ． 内 分 泌 系  

４ ． 生 殖 器 系  

解 剖 生 理 学 実

践  
１  ３ ０  

人 体 の 解 剖 と 生 理 が 統 合 で き る 能

力 を 養 う  

１ ． 標 本 館 見 学  

２ ． 個 人 ワ ー ク  

３ ．グ ル ― プ 研 究 発 表  



 

 
授 業 科 目  単 位  時 間  科 目 内 容 の ね ら い  科 目 内 容 の 要 点  
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門 
 

 

基 
 

 

礎 
 

 

分 
 

 

野 

人 

体 

の 

構 

造 

と 

機 

能 

生 化 学  １  ３ ０  

人 体 の 構 成 成 分 で あ る 化 学 物 質

の 性 状 と そ の 代 謝 に つ い て 知 り

生 命 現 象 の し く み を 科 学 的 に 理

解 で き る 能 力 を 養 う  

１ ． 序 論 一 定 義  

２ ． 生命の単 位とし ての細胞 

３ ． 生 態 の 成 分 と 機 能  

４ ． 物 質 （ 栄 養 学 ） の 代 謝  

５ ． ホ メ オ ス タ ー シ ス  

６ ． 遺 伝 情 報 の 発 現  

７ ． 免 疫 と 生 体 防 御  

８ ． 生 化 学 検 査  

臨 床 栄 養 学  １  １ ５  

人 間 に と っ て の 栄 養 の 意 義 、食 事

療法の基本、栄養 の基 本的な知識

と 病 態 や 栄 養 状 態 に 応 じ た 臨 床

栄 養 に つ い て 学 ぶ  

１ ． 栄 養 の 定 義 と 栄 養 学 の

目 的  

２ ． 栄 養 学 と 代 謝  

３ ． ラ イ フ ス テ － ジ と 栄 養  

４ ． 栄 養 状 態 の 判 定  

５ ． 治 療 食 の 基 本 と 実 践  

病 理 学  １  １ ５  

病 気 の 原 因 と 病 理 的 な 変 化 に つ

い て 深 め 疾 病 の 特 徴 や 進 行 の 過

程 を 理 解 す る  

１ ． 病 理 学 総 論  

２ ． 概 念 ・ 疾 病 の 原 因  

３ ． 基 本 病 変  

疾 

病 

の 

成 

り 

立 

ち 
と 

回 

復 

の 

促 

進 

臨 床 薬 理 学 Ⅰ  １  ３ ０  

薬 物 の 作 用 機 序 と 生 態 に 及 ぼ す

効 果 と 副 作 用 を 学 び 、薬 物 の 正 し

い 取 り 扱 い と 管 理 に つ い て 理 解

す る  

薬 理 学 総 論  

１ ． 薬 物 治 療 の 意 義  

２ ． 薬 理 の 作 用 、 副 作 用  

３ ． 薬 効 に 影 響 す る 因 子  

４ ． 薬 物 中 毒  

５ ． 薬 物 管 理  

臨 床 薬 理 学 Ⅱ  １  ３ ０  

薬 物 医 療 事 故 の 事 例 か ら 看 護 師

の 役 割 を 深 め る  

各 論  

１ ． 治 療 薬 の 種 類  

２ ． 治 療 薬 の 作 用 、 副 作 用  

３ ． 薬 物 と 安 全 管 理  

  事 例 導 入  

微 生 物 学  １  ３ ０  

微 生 物 の 特 徴 と 生 態 に 及 ぼ す 影

響を理解し、その 疾病 や予防、治

療 の 理 解 に 役 立 て る  

１ ．  微 生 物 学 の 基 礎  

２ ．  病 原 微 生 物  

３ ．  感 染  

４ ．  免 疫  

病 態 学 Ⅰ  １  ３ ０  

 
病 態 生 理 ・ 診 断 ・ 治 療 検 査  

１ ． 運 動 器 系  

２ ． 循 環 器 系  

３ ． 血 液 ・ 造 血 器 系  

４ ． 呼 吸 器 系  

病 態 学 Ⅱ  １  ３ ０  

 

 病因と病変の特徴を学び系統別疾患の

病態生理と診断・治療検査を学ぶ 

病 態 生 理 ・ 診 断 ・ 治 療 検 査  

１ ． 消 化 器 系  

２ ． 腎 泌 尿 器 系  

３ ． 代 謝 ・ 内 分 泌 ・ ｱﾚﾙｷ ﾞ - 

病 態 学 Ⅲ  １  ３ ０   

病 態 生 理 ・ 診 断 ・ 治 療 検 査  

１ ． 外 科 的 治 療 の 実 際  

２ ． 救 急 処 置 法  

３ ． 女 性 生 殖 器 系  

４ ． 放 射 線 療 法  

病 態 学 Ⅳ  １  ３ ０   

病 態 生 理 ・ 診 断 ・ 治 療 検 査  

１ ． 感 覚 器 系 （ 眼 ）  

２ ． 感 覚 器 系 （ 耳 鼻 ）  

３ ． 感 覚 器 系 （ 皮 膚 ）  

４ ． 歯 科 ・ 口 腔 系  

５ ． 脳 神 経 系  

 

 

 

 



 

 授 業 科 目  単 位  時 間  科 目 内 容 の ね ら い  科 目 内 容 の 要 点  

専 
 

 

門 
 

 

基 
 

 

礎 
 

 

分 
 

 

野 

健 

康 

支 

援 

と 

社 

会 

保 

障 

制 

度 

保 健 医 療 論  １  ３ ０  
保健・医 療・福祉の統 合した概

念 を 学 ぶ  

１ ．  保 健 医 療 福 祉 の 概 要  

２ ．  人 口 と 保 健 統 計  

３ ．  衛 生 行 政  

４ ．  疾 病 予 防 と 疫 学  

５ ．  保 健 医 療 活 動 の 実 際  

社 会 福 祉 Ⅰ  １  １ ５  社 会 福 祉 の 意 義 と 概 念 を 学 ぶ  

１ ．社 会 福 祉 の 定 義 と 展 開 ２ ．

福 祉 と 医 療 の 協 同 と 役 割  

３ ． 社 会 福 祉 の 価 値 前 提  

４ ． 社 会 福 祉 援 助 技 術 と 環 境 調 整  

５ ． 社 会 構 造 の 現 状 と 課 題  

６ ． 日 本 の 社 会 的 課 題 と 方 向 性  

７ ． 家 族 構 成 の 変 化 と 労 働  

社 会 福 祉 Ⅱ  １  １ ５  
社会福祉制度と社会保障制度について学び、

保健医療福祉の関連を理解する 

１ ． 社 会 保 障 と 地 域 福 祉  

２ ． 公 的 扶 助 論  

３ ． 社 会 福 祉 援 助 技 術 論  

４ ． 高 齢 者 福 祉 論  

５ ． 介 護 福 祉 論  

６ ． 子 ど も 家 庭 福 祉 論  

７ ． 障 害 者 福 祉 論  

関 係 法 規 Ⅰ  １  １ ５  保健医療福祉に関する法規を理解する 

１ ． 法 学 の 基 礎  

２ ． 医 療 従 事 者 に 関 す る 法 律  

３ ． 医 療 に 関 す る 法 律  

４ ． 薬 務 に 関 す る 法 律  

関 係 法 規 Ⅱ  １  １ ５  
看護業務に関連の深い関係法規を学び、看

護師の業務や責任について学ぶ 

１ ． 公 衆 衛 生 に 関 す る 法 律  

２ ． 社 会 保 険 と 社 会 福 祉 に 関

す る 法 律  

３ ． そ の 他 看 護 業 務 に 関 す る

法 律  

４ ． 医 療 事 故 と 看 護 師 の 法 的

責 任  

公 衆 衛 生 学  １  １ ５  

公衆衛生活動のもつ特性について理解し、

公衆衛生活動を展開するための基礎知識を

身につける 

１ ． 公 衆 衛 生 学 の 概 要  

２ ． 人 口 と 保 健 統 計  

３ ． 衛 生 行 政  

４ ． 疾 病 予 防 と 疫 学  

５ ． 公 衆 衛 生 活 動 の 実 際  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 授 業 科 目  単 位  時 間  科 目 内 容 の ね ら い  科 目 内 容 の 要 点  
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門 
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野 
 

 
 

 

Ⅰ 

基 
 

 
 

礎 
 

 
 

看 
 

 
 

護 
 

 
 

学 

看 護 学 概 論 Ⅰ  １  ３ ０  
看護の概念をとらえ、看護の位置付け

と役割の重要性を学ぶ 

１．看護の概念 

２．健康と看護 

３．看護の対象 

４．看護の機能と役割 

看 護 学 概 論 Ⅱ  １  ３ ０  

看 護 の 理 論 を 理 解 す る 。  

看 護 倫 理 に 関 す る 基 本 的 知 識

を 学 ぶ  

広 が る 看 護 の 活 動 領 域 を 学 ぶ  

１．看護理論 

２．看護倫理 

３．国際看護 

４ ． 災 害 看 護  

共通基本技術 １  ３ ０  

さ ま ざ ま な 対 象 の 、あ ら ゆ る 看

護 実 践 の 基 本 と な る 技 術 を 理

論的、実践的知 識を踏 まえなが

ら 学 ぶ  

１．看護技術の概念 

２．環境調整（ﾍﾞｯﾄﾞﾒｰｷﾝｸﾞ） 

３．安全管理と事故防止 

（ﾎﾞﾃﾞｨﾒｶﾆｸｽ） 

４．観察･記録 

５．感染予防 

６．教育的かかわりの技術 

７．コミュニケーション 

日常生活行動 

援助技術 
１  ３ ０  

対 象 者 の セ ル フ ケ ア 能 力 と 安

全・安楽に配慮した日 常生活援

助 技 術 を 学 ぶ  

１．日常生活援助の意義 

２．活動・休息 

（体位変換・移乗・移送） 

３．衣生活の援助 

４．食生活の援助 

５．清潔保持の援助 

６．排泄の援助 

７．危篤・終末期・死亡時 

の援助 

フィジカル 

アセスメント技術 １  ３ ０  

看 護 に お け る フ ィ ジ カ ル ア セ

ス メ ン ト の 意 義 と 目 的 が わ か

り、必要とされ る技術 を習得す

る  

１ ． バ イ タ ル サ イ ン  

２．フィジカルアセスメント 

診療に伴う援助技術 １  ３ ０  

対象が、安全・安楽に 診療を受

け ら れ る た め に 必 要 な 知 識 と

技 術 を 学 ぶ  

１．診療に伴う援助技術 

２．検査の看護 

３．呼吸管理 

（酸素吸入・吸引） 

４．経管栄養法 

５．浣腸、導尿、膀胱洗浄 

６．膀胱留置カテーテル 

７．与薬（直町内与薬演習含む） 

皮内/皮下/筋肉/静脈内注

射 

内服薬・外用薬 

看 護 過 程  １  ３ ０  

看 護 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、

対 象 の 健 康 問 題 を 判 断 し 、解 決

す る た め の 方 法 論 を 学 ぶ  

１．看護過程の概要 

２．ヘンダーソンの看護論に

基づいた事例の看護過程展開 

日 常 生 活 行 動  

援 助 技 術 実 践  
１  ３ ０  

既習の知識、技 術を活 用し根拠

に基づき、事例 に応じ た看護技

術 を 倫 理 的 態 度 で 、安 全・安 楽

に 実 践 で き る 能 力 を 修 得 す る  

１．看護技術演習 

活動・休息 

(体位変換、移乗、移送、罨法)

衣生活の援助 

食生活の援助 

清潔保持の援助 

排泄の援助 

バイタルサイン 

診 療 に 伴 う  

援 助 技 術 実 践  
１  ３ ０  

既習の知識、技 術を活 用し根拠

に基づき、事例 に応じ た看護技

術 を 倫 理 的 態 度 で 、安 全・安 楽

に 実 践 で き る 能 力 を 修 得 す る  

 

１．看護技術演習 

検査の看護（静脈内採血） 
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臨 床 看 護 総 論  １  ３ ０  

各 健 康 レ ベ ル に あ る 対 象 ・

家 族 の 理 解 を し 、そ の レ ベ

ル を 理 解 し な が ら 看 護 実

践 が で き る  

１．健康障害のある対象 

  家族の理解 

２．健康レベル別看護 

３．症状別看護 

４．治療別看護 

看 護 研 究  １  ３ ０  

看 護 の 問 題 を 科 学 的 に 解

決 で き る よ う 研 究 プ ロ セ

ス お よ び 研 究 態 度 に つ い

て 学 ぶ  

１．看護研究の概要 

２．文献検索と批判的な論文 

の読み方 

３．文献のクリテーク 

４．研究の実際 

専 
 

 
 

門 
 

 
 

分 
 

 
 

野 
 

 
 

Ⅱ 

成 

人 

看 
護 

学 

成 人 看 護 学 総 論 Ⅰ １  １ ５  

成 人 期 に あ る 対 象 の 特 徴

を学び、看護の役 割を 果た

す た め に 必 要 な 基 礎 知 識

を 理 解 す る  

１．成人看護の機能と役割 

２．ライフサイクルから見た成

人期の特徴 

３．成人の生活と役割・特徴 

成 人 看 護 学 総 論 Ⅱ  １  ３ ０  

成 人 期 に あ る 対 象 の 健 康

問 題 を  

理 解 し 、 健 康 の 保 持 増 進 ・

疾 病 予  

防 の た め の 対 策 と 看 護 実

践 に 必  

要 な 理 論 を 学 ぶ  

１．身体機能の特徴と変調に合

わせた看護 

２．成人期のある対象の多様な 

健康観 

３．成人期に見られる健康問題

と対策 

４．変化する医療・生活環境に

応じた看護 

５．成人看護で活用する理論 

成 人 看 護 学 方 法 論 Ⅰ  １  ３ ０  

成人期にある対象の持つ多様な健

康課題を理解し、急性期・回復期

にある対象および家族に必要な看

護を学ぶ 

 

循環器系、消化器系、運動器系、

脳神経系の看護を学ぶ 

１ ．急 性 期 に あ る 患 者・

家 族 の 特 性 と 看 護  

２ ．回 復 期 に あ る 患 者・

家 族 の  

特 性 と 看 護  

３ ． リ ハ ビ リ テ ー シ ョ

ン を 必 要  

と す る 患 者 ・ 家 族

の 看 護  

４ ． 消 化 機 能 障 害 を も

つ 患 者 の 看 護  

５ ． 循 環 機 能 障 害 を も

つ 患 者 の 看 護  

６ ． 運 動 機 能 障 害 を も

つ 患 者 の 看 護  

７ ．脳・神 経 機 能 障 害 を

も つ 患 者 の 看 護  

成 人 看 護 学 方 法 論 Ⅱ  １  ３ ０  

成人期にある対象のもつ多様な健

康課題を理解し、慢性期・終末期

にある対象および家族に必要な看

護を学ぶ 

 

呼吸器系、腎・泌尿器系、代謝・

内分泌系、アレルギー系、血液・

造血器系の看護を学ぶ 

１ ． 慢性期にある患者・家族

の  

  特性と看護 

２．生涯コントロールを必要と

する患者の看護 

３ ． 呼 吸 機 能 障 害 を も

つ 患 者  

の 看 護  

４ ． 排泄機能障害をもつ患者 

の看護 

５ ． 内 分 泌 ・代謝機能障害

をもつ患者の看護 

６ ． 身 体 防 御 機 能 障 害

を も つ  

患 者 の 看 護  

７ ． 終 末 期 に あ る 患 者

の 看 護  

８ ． 看 護 過 程  

 

 



  授 業 科 目  単 位  時 間  科 目 内 容 の ね ら い  科 目 内 容 の 要 点  

 
 

 
 

専 
 

 
 

門 
 

 

分 
 

野 
 

Ⅱ 

成 

人 

看 

護 

学 

成 人 看 護 学 方 法 論 Ⅲ  １  ３ ０  

生命の危機的状況および周術期に

ある対象と家族に必要な看護を実

践するための基礎的知識を学ぶ 

 

救命救急、集中 治療・周 術期

に お け る 看 護 を 学 ぶ  

1 .  救 急 患 者 お よ び 家

族 、救 急 看 護 の 特 徴  

2 .  救 急 処 置  

3 .  集 中 治 療 を 受 け る

患 者 お よ び 家 族 の

特 徴 と 看 護  

4 .  周 術 期 に あ る 患 者

お よ び 家 族 の 特 徴

と 看 護  

(ア )  （ 手 術 前・中・

後 の 看 護 ）  

5 .  侵 襲 的 治 療 を 受 け

る 患 者 の 看 護  

成 人 看 護 学 方 法 論 Ⅳ  １  ３ ０  

成人看護に必要な看護技術の基本

を理解し、安全安楽に実施できる

ための知識・技術・態度を修得する 

１． 創傷管理 

２． 酸素療法 

３． 吸引 

４． 包帯法 

５． 輸液管理 

６．穿刺・血糖測定 

老 

人 

看 

護 
学 

老年看護学総論Ⅰ １  １ ５  
老年期にある対象の特徴を理解

し、老人看護の機能と役割を学ぶ 

１．老年期の理解 

２．加齢に伴う変化 

３．高齢者のアセスメント 

４．老年看護の特徴 

５．老年看護の機能･役割 

老 年 看 護 学 総 論 Ⅱ  １  ３ ０  

高 齢 社 会 に お け る 老 人 保 健

の 意 義 と 老 人 保 健 対 策 の 現

状 と 看 護 の 果 た す 役 割 を 学

ぶ  

１．高齢社会の統計的輪郭 

２．高齢社会における保健医

療福祉の動向 

３．老年看護の倫理 

４．高齢者模擬体験演習 

老年看護学方法論Ⅰ １  １ ５  
老年の健康障害の特徴と老年期に

多い健康障害を学ぶ 

１．老年期に多い健康障害 

の特徴 

２．高齢者に特有な症候・疾

患・障害 

３．検査治療を受ける高齢者

への看護 

老年看護学方法論Ⅱ １  ３ ０  

高齢者に特有な生活援助技術を学

ぶ 

 

老年期の健康課題に対する生活上

の問題を判断し、解決するために

理論的知識を用いて問題解決思考

の方法を習得する 

１．老年看護の基本技術 

２．老年看護の援助技術 

３．看護過程の展開 

４．演習(食事・排泄・移動) 

老年看護学方法論Ⅲ １  ３ ０  

健康障害の特徴と健康状態に応

じ、高齢者とその家族に対する看

護を実践するための知識、技術、態

度を養う 

１．身体可動性に障害のあ 

る高齢者への看護 

２．認知機能障害のある高齢

者への看護 

３．コミュニケーション障害

のある高齢者への看護 

４．終末期の高齢者への看護 

 

 

 

 

 

 

 



 
授 業 科 目  単 位  時 間  科 目 内 容 の ね ら い  科 目 内 容 の 要 点  

専 
 

 
 

門 
 

 
 

分 
 

 
 

野 
 

 
 

Ⅱ 

小 
 

 
 

児 
 

 
 

看 
 

 
 

護 
 

 
 

学 

小児看護学総論Ⅰ １  １ ５  

小児看護の変遷を知り、小児看護の

理念・目的を理解する 

小児各期の特徴を学び小児看護の機

能と役割を理解する 

１．小児看護の目ざすところ 

２．小児と家族の諸統計 

３．小児看護の変遷 

４．小児看護における倫理 

５．小児看護の課題 

小児看護学総論Ⅱ １  ３ ０  

小 児 保 健 統 計 を ふ ま え 、子 ど

も を 保 護 す る 法 律 や 保 健 対

策 を 理 解 す る  

保 健 医 療 福 祉 チ ー ム に お け

る 看 護 の 役 割 を 理 解 す る  

小 児 各 期 の 特 徴 と 成 長 発 達

を理解し、小児 看護の 対象 と

機能・役割を理解する 

１．小児の成長・発達 

２．小児の栄養 

３．小児各期の特徴と生活 

４．家族の特徴とアセスメント 

５．小児と家族を取り巻く社会 

  

 

小児看護学方法論Ⅰ １  ３ ０  
小児の健康障害の特徴と小児期に多

い健康障害を学ぶ 

１．小児期に多い健康障害の

病態生理、経過、治療 

小児看護学方法論Ⅱ １  ３ ０  

健康障害を持つ小児、保護者への 

影響を理解し健康を障害された小児

とその家族に必要な看護を実践する

ための知識、技術、態度を養う 

１．健康を障害された小児 

２．小児の状況の特徴づけら

れる看護 

３．小児における疾病の経過と看護 

４．症状を示す小児の看護 

５．小児のアセスメント  

６．治療・処置・看護 

７．看護過程の展開 

母 
 

 

性 
 

 

看 
 

 

護 
 

 

学 

母性看護学総論Ⅰ １  １ ５  

人 と し て の 種 族 保 存 あ る い

は 生 殖 の 意 義 を 理 解 す る と

ともに、母性の概念及 び母性

の 特 性 を 把 握 し 、母 性 看 護 の

目 的 を 理 解 す る  

１．セクシュアリティ 

２．リプロダクティブヘルス/ライツ 

３．ヘルスプロモーション 

４．母性の身体的特性 

５．母性の心理・社会的特性 

６．母性看護における倫理 

母性看護学総論Ⅱ １  ３ ０  

ラ イ フ サ イ ク ル 各 期 の 母 性

と し て の 身 体 的 、心 理 的 、社

会 的 特 徴 を 学 び 、保 健 医 療 福

祉 チ ー ム に お け る 看 護 の 役

割 を 理 解 す る  

１．母子保健の動向と対策 

２．母子を取り巻く社会の動き 

３．ライフサイクル各期の特

徴と健康問題 

母性看護学方法論Ⅰ １  ３ ０  

妊娠、分娩、産褥及び 新生児

の 特 徴 を 理 解 し 、そ れ ぞ れ の

対 象 と そ の 家 族 に 必 要 な 看

護 を 実 践 す る た め の 知 識 、技

術 、 態 度 を 養 う  

１．妊娠･分娩･産褥の生理 

２．妊娠期の看護 

３．分娩期の看護 

４．産褥期の看護 

５．新生児の看護 

６．母性の看護技術 

母性看護学方法論Ⅱ １  ３ ０  

ハイリスク妊娠、異常分娩・産褥及び

新生児の特徴を理解し、それぞれの

対象とその家族に必要な看護を実践

するための知識、技術、態度を身につ

ける 

女性生殖器患者の特徴を理解し、健

康障害、及び対象とその家族に必要

な看護を学ぶ 

１．リプロダクティブケア 

２．妊娠の異常 

３．分娩の異常 

４．産褥の異常 

５．看護過程の展開 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
授 業 科 目  

単

位  
時 間  科 目 内 容 の ね ら い  科 目 内 容 の 要 点  

専 
 

 

門 
 

 

分 
 

 

野 
 

 

Ⅱ 

精 

神 

看 

護 

学 

精神看護学総論Ⅰ １  １ ５  

精神看護の意義・対象・役割

機能を理解し、精神の 危機的

状 況 や 障 害 を 持 つ 人 と そ の

家 族 に 必 要 な 基 礎 的 知 識 を

学 ぶ  

１．精神看護の目的・目標 

２．精神看護の対象 

３．精神看護の役割・機能 

精神看護学総論Ⅱ １  ３ ０  

ラ イ フ サ イ ク ル に お け る 心

の 健 康 と 成 長 発 達 に つ い て

学び、保健・医療・福祉チー

ム に お け る 精 神 保 健 活 動 に

つ い て 学 ぶ  

１．精神保健の概念 

２．成長・発達と危機 

３．現代社会における精神 

保健 

４．精神保健活動の実際と 

今後の課題 

精神看護学方法論Ⅰ １  ３ ０  
精 神 神 経 障 害 の 特 徴 と 主 な

精 神 疾 患 の 原 因 、診 断 、治 療

に つ い て 理 解 す る  

１．精神障害の理解 

２．主な治療 

３．精神医学と他領域との連携 

４．情報交換の必要性 

精神看護学方法論Ⅱ １  ３ ０  

主な精神障害の特徴と精神疾患につ

いて理解し、患者・看護者関係の成

立・発展の必要性を知る 

また、精神活動に障害のある個人と

その家族への援助に必要な看護を実

践する知識、技術、態度を身につける 

１．精神障害患者の看護 

２．主な精神症状と問題行動 

への看護 

３．主な精神疾患への看護 

４．主な精神治療の看護 

５．精神障害をもつ患者の家族へ

の看護 

６．看護過程の展開 

統 
 

 
 

合 
 

 
 

分 
 

 
 

野 

在 
 

宅 
 

看 
 

護 
 

論 

在 宅 看 護 論 総 論 Ⅰ  １  １ ５  

統 合 看 護 の 視 点 で 在 宅 看 護

の 対 象 及 び そ の 家 族 の 特 徴

を 理 解 し 看 護 の 機 能・役 割 を

学 ぶ  

１ ． 在 宅 の 概 念  

２ ．地 域 に お け る 在 宅 看

護 活 動  

３ ． 在 宅 看 護 と 制 度  

４ ． 在 宅 療 養 者 と 家 族  

５ ．  在 宅 看 護 の 特 徴  

在 宅 看 護 論 総 論 Ⅱ  １  ３ ０  

在 宅 で 療 養 す る 対 象 及 び そ

の 介 護 者 の 状 況 に 応 じ た 看

護 の 展 開 が 理 解 で き る  

在 宅 看 護 の 訪 問 技 術 を 学 ぶ  

１ ．在 宅 看 護 活 動 の 実 際  

２ ． 在 宅 看 護 の 展 開  

３ ． 訪 問 技 術  

在宅看護論方法論Ⅰ １  ３ ０  

在 宅 で 療 養 す る 対 象 及 び そ

の 介 護 者 を 支 援 す る 看 護 実

践 の た め に 必 要 な 、在 宅 に 対

応 す る 日 常 生 活 援 助 技 術 を

修 得 す る  

１ ． 在 宅 療 養 者 の 日 常 生

活 援 助  

２ ． 訪 問 看 護 の 展 開  

３ ． 在 宅 療 養 者 の 症 状 ・

状 態 別 看 護  

 

在宅看護論方法論Ⅱ １  ３ ０  

在 宅 で の 医 療 技 術 に 伴 う 看

護 の 必 要 性 を 理 解 し 、 安 全

性 や 経 済 性 を 考 慮 し た 看 護

技 術 を 修 得 す る  

１ ．在 宅 に お け る 医 療 処

置 援 助 技 術  

・ 在 宅 酸 素 療 法  

・ 人 工 呼 吸 器  

・ ス ト ー マ ケ ア  

・ 創 傷 処 置  

・ 中 心 静 脈 栄 養 法  

・ 疼 痛 コ ン ト ロ ー ル  

・ 経 管 栄 養 法  

・膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル  

２ ． 演 習  

３ ． 看 護 過 程 の 展 開  



 

 

 

 

 

 

 
授 業 科 目  単 位  時 間  科 目 内 容 の ね ら い  科 目 内 容 の 要 点  

統     

合     

分     

野  

看 

護 

の 

統 

合 

と 

実 

践 

看 護 管 理  １  ３ ０  
看 護 管 理 に 必 要 な 基 礎 知 識

と 方 法 を 学 ぶ  

１ ． 看 護 管 理 の 意 義  

２ ． 専 門 職 と し て の 管

理  

３ ． 看 護 管 理 シ ス テ ム  

４ ． 組 織  

５ ．看 護 に お け る ﾏﾈ-ｼﾞ

ﾒﾝﾄ 

安 全 教 育  １  １ ５  

看 護 場 面 ・ 医 療 場 面 に 潜 む

危 険 因 子 と 要 因 を 幅 広 い 視

点 か ら 分 析 で き 、 安 全 で 確

実 な 技 術 を 実 施 す る こ と の

重 要 性 を 理 解 す る  

１ ． 医 療 看 護 に お け る

リ ス ク マ ネ ー ジ メ

ン ト  

２ ． 看 護 職 の 責 任 と 法 的

責 任  

３ ．看 護・医 療 事 故 予 防

と 看 護 実 践  

４ ． Ｋ Ｙ Ｔ 演 習  

災 害 看 護  １  １ ５  

災 害 が 社 会 の 変 化 や 地 域 の

人 々 の 暮 ら し と 密 接 に 関 係

し な が ら  

人 々 の 生 命 や 生 活 に 影 響 を

及 ぼ す 事 を 理 解 し 、 さ ら

に 、 社 会 に お け る 看 護 の 役

割 を 果 た す た め に 必 要 な 看

護 活 動 を 学 習 す る  

机 上 ｼﾐｭﾚ -ｼｮﾝや 訓 練 を 通 し

て 、 災 害 時 の 救 護 活 動 に 必

要 な 判 断 力 、 基 本 的 な 救 護

技 術 、 心 構 え と 態 度 及 び 行

動 力 を 修 得 す る  

１ ． 災 害 及 び 災 害 看 護

に 関 す る 基 礎 的 知

識  

２ ． 災 害 発 生 時 の 社 会

の 対 応 や し く み  

３ ． 災 害 が 人 々 の 生 命

や 生 活 に 及 ぼ す 影

響  

４ ． 災 害 時 に 看 護 が 果

た す 役 割 と 看 護 支

援 活 動  

５ ． 演 習  

看 護 技 術 統 合 実 践  １  ３ ０  

既 習 の 知 識 技 術 を 統 合 し 、

対 象 の 状 態 に 応 じ て 安 全 安

楽 な 基 礎 看 護 技 術 を 修 得 す

る  

１ ． 事 例 提 示  

・ 事 例 患 者 を 理 解 で

き る  

・ 事 例 か ら 必 要 な 技

術 項 目 を 抽 出 で き

る  

 ・ 必 要 な 看 護 技 術 を

計 画・実 施 で き る 。 

 ・ 看 護 実 践 能 力 を 評

価 し 自 己 の 課 題 を

明 確 に す る こ と が

で き る  



 

 

 

 

 

 

 

 

基礎分野 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

物理学 １ ３０ １年前期 合同 
森山 隆則 

実務経験あり(臨床工学技士) 

 

科目のねらい 

   身体ケアおよび検査・治療・処置に必要な物理学をわかりやすく解説する。 

  また、講義・演習をとおして科学的なものの見方考え方を涵養する。 

 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

２ 単位 単位の接頭語および単位の換算について 

講 義 

２ 
力の合成分解 

トルク 

三角関数とその応用について 

体位変換に役立つトルクの計算について 

２ 撃力 撃力と骨折および撃力計算について 

２ 作用と反作用 体位変換の基礎理論について 

２ 温度・比熱 冷罨法と温罨法について 

２ 熱の移動 体熱の産生と喪失のバランスについて 

２ 圧力 圧力の様々な定義と単位について 

２ 血圧 血圧測定に関する注意事項について 

２ 酸素ボンベ 気体の基礎的法則について 

２ 点滴 位置エネルギーと運動エネルギーについて 

２ 滅菌 各種の滅菌法について 

２ ｐH 酸・アルカリと水素イオン濃度について 

２ 濃度 溶液の各種濃度の表現方法について 

２ 浸透圧 浸透圧の考え方・計算方法・単位について 

２ 
電磁波 

放射線 

電磁波の種類と医療への応用について 

放射線の特性と単位について 

１ 単位修得認定試験   

 

評価方法 ： 筆記試験 

教科書  ： 必要に応じてプリントを配布します。 

参考文献 ： ベッドサイドを科学する－看護に生かす物理学－ 

学生のみなさんへ ：積極的な質問を歓迎します。 

 

 

 

 



科 目  単 位  時 間 数  講 義 時 期  授 業 形 態  講   師  

論 理 学  １  ３ ０  ２ 年 後 期  
合 同  

ク ラ ス 別  

林 寺  正 俊  

実 務 経 験 あ り (大学准 教授 ) 

 

科 目 の ね ら い  

    仏教は 、「苦 しみや悩みはどう して 起こるのか」「 どうし たらその苦しみや 悩み はなくなる

のか」ということを 論 理的に説き、そのう え で苦しみや悩みを なく すための実践方法 を説 く

が 、 こ の こ と は 、 状 況 を 把 握 ・ 分 析 し 、 適 切 な 方 策 を 考 え て 実 施 す る 「 看 護 」 に通ずる面 が

あ る 。  

この授業では、仏 教の 教えの論理的な面 につ いて学ぶとともに 、思 考実験・グループ 討論・

推 論 の 練 習 を 行 な う こ と に よ り 、論 理 的 に 思 考 す る 力 ・ 論 理 的 に 説 明（ 表 現 ）す る 力 の 習 得

を め ざ す 。  

 

授 業 進 度 と 内 容  

時 間  単 元  学 習 内 容  学 習 内 容  

２  論 理 (学 )と は 何 か   

 

 

 

 

 

 

板 書 と 配 布 プ リ ン ト をも と に 、 各 単

元 の 内 容 を 学 ぶ 。  

 

 

 

 

 

 

講 義 ・ 演 習  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  論 理 と 倫 理  

２  
仏 教 の 教 え と 論 理 － 四 諦

(1) 

２  
仏 教 の 教 え と 論 理 － 四 諦

(2) 

２  仏 教 の 教 え と 論 理 － 縁 起  

２  仏 教 の 教 え と 論 理 － 慈 悲  

２  仏 教 に お け る 看 護 の 論 理  

２  仏 教 に お け る 看 護 の 事 例  

２  
思 考 実 験 と グ ル ー プ 討 論

(1) 

２  
思 考 実 験 と グ ル ー プ 討 論

(2) 

２  
思 考 実 験 と グ ル ー プ 討 論

(3) 

２  推 論 (1)－ 演 繹 法  

２  
推 論 (2)－ 仏 教 論 理 の 三 支

作 法  

２  推 論 (3)－ 帰 納 法  

２  総  括  

１  単 位 修 得 認 定 試 験    

評 価 方 法  ：  授 業 で 提 出する出席票（ 30％） と筆記試験（ 70％）。  

教 科 書   ：  教科書は 使わず、適宜プリ ント を配布する。  

参 考 文 献  ：  な し 。  

学 生 の み な さ ん へ  ： 看護師として 医療 現場 で い ろ い ろ な 人と 接す ることになる み な さん にとっ

て 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 力は大事です 。 こ の授業を通して 、 論理 的に筋道を立てて 考え る力、

自 分 の 考 え を的確 に 伝 える力、相手の考 えを 理解する力を 養っ てい き ま し ょ う 。  

 



科 目  単 位  時 間 数  講 義 時 期  授 業 形 態  講   師  

日 本 語 表 現  １  １ ５  １ 年 後 期  ク ラ ス 別  
小 杉  直 美  

実 務 経 験 あ り (教育学 部教授 ) 

 

科 目 の ね ら い  

   １．正しい 日本 語の理解と文章表 現の 実践を目的とする 。  

   ２．論理的 な論 文・レポートの書 き方 を学ぶ。  

 

授 業 進 度 と 内 容  

時 間  単 元  学 習 内 容  学 習 方 法  

２  日 本 語 と は  日 本 語 と 国 語  

講 義  

演 習  

レ ポ ー ト 提 出  

２  日 本 語 と は  日 本 語 の 位 置  

２  日 本 語 の 位 相  話 し こ と ば と 書 き こ と ば  

２  日 本 語 の 位 相  日 本 語 の 語 彙  

７  表 現 の 実 践  

小論文・論文・レポート・報告書等の実践・

演 習  

各 時 間 課 題 文 の 提 出  

１  単 位 修 得 認 定 試 験   

 

 

評 価 方 法  ：試験及び 小論文とレポート 、毎 回の授業毎の課題 提出 で評価します。  

教 科 書   ：「看護 学生 のためのレポート ・論 文の書き方」改訂 ５版  高 谷  修  著  金芳 堂  

参 考 文 献  ：都度紹介 します  

学 生 の み な さ ん へ  ： 正しい日本語の理 解と 文章表現を学びま しょ う  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



科 目  単 位  時 間 数  講 義 時 期  授 業 形 態  講   師  

英 語 Ⅰ  １  ３ ０  
１ 年 前 後

期  

合 同  

ク ラ ス 別  

鳴 海  恭 子  

実 務 経 験 あ り (英語講 師 ) 

 

科 目 の ね ら い  

 日常にも使える 自己 紹介、道案内などの ほ か、看護場面で想定 さ れるもっとも基本 的な 会話表現

と 、 診 療 科 目 、 病 状 、 病 名 な ど の 看 護 に 必 要 な 専 門 用 語 を 学 び ま す 。  

 

授 業 進 度 と 内 容  

回  時 間  単 元  学 習 内 容  学 習 方 法  

1 ２  Unit 1 聞 き 返 し 方      診 療 科 名 ①   

・ 医 療 現 場 で 必 要 な 会

話 を 覚 え Activityで 何

度 も 練 習 し 、 実 際 に 使

え る よ う に す る 。  

 

・ 医 療 用 語 の 英 単 語 を

毎 回 導 入 し 、 次 回 小 テ

ス ト を 行 う 。  

2 ２  Unit 2 初 対 面 の 会 話     診 療 科 名 ②  

3 ２  Unit 3 受 付 で の 会 話 （ １ ）  症 状 名 ①  

4 ２  Unit 4 受 付 で の 会 話 （ ２ ）  症 状 名 ②  

5 ２  Unit 5 道 順 の 尋 ね 方     症 状 名 ③  

6 ２  Unit 5 病 院 内 の 案 内     症 状 名 ④  

7 ２  Unit 6 症 状 の Q＆ A（ １ ）  人 体外部名称  

8 ２  
テ ス ト ＊ １  

Unit 6 

人 体 外 部 名 称 テ ス ト  

症 状 の Q＆ A（ ２ ）  人 体内部名称  

 

・ 筆 記 テ ス ト  

 

9 ２  
テ ス ト ＊ １  

Unit 7 

人 体 内 部 名 称 テ ス ト  

症 状 の Q＆ A（ ３ ）  病 名①  

 

・ 筆 記 テ ス ト  

 

10 ２  Unit 8 病 歴 の Q＆ A    病 名②  

・ 第 １ 回 ～ 第 ７ 回 と 同

じ  
11 ２  Unit 8 ア レ ル ギ ー の Q＆ A 病 名③  

12 ２  Unit 9 薬 の 服 用 時 の 表 現   病 名 ④  

13 ２  テ ス ト ＊ ２  問 診 票 Q＆ A 
・問診票の Q&Aを 暗 記 し

て 発 表 す る 。  14 ２  テ ス ト ＊ ２  問 診 票 Q＆ A 

15 ２  Unit 10 予 約 を 取 る と き の 会 話   

 
＊ １   ８ 回 目 、 ９ 回 目   人体外部、人 体内 部名称の筆記テス ト  
＊ ２  13回 目 、 14回 目   患者と看護 師の役 になって問 診票を 記入 するのに必 要な英 会話 を覚えて発

表 す る 。 役 割 を 交 代 し て 会 話 を 行 う 。  

 

評 価 方 法  ：筆記テスト、発表のテ スト、毎 回の医療用語の単 語テ ストや聞き取りの 小テ ストなど全

て を 加 味 し て 評 価 し ま す 。 地 道 な 努 力 が 必 要 で す 。  

 

教 科 書   ：クリステ ィーンのやさしい 看護 英会話    医学 書院  

 

学 生 の み な さ ん へ  ： 毎回の授業で医療 用語 を導入し、次の授 業で 小テストを行いま す。  

          ま た 医 療 現 場 で 必 要 な 英 会 話 を 聞 き 取 り 、 そ の 中 の 必 要 表 現 を Activityで 何

度も練習し、外国 人が 来院した時に役立 つ英 語を身につけます 。間 違えを恐れ

ず 相 手 の 目 を 見 て は っ き り と し た 声 で 積 極 的 に 発 言 し ま し よ う 。目 標 は『 医 療

現 場 で 実 際 に 使 え る 英 語 』 で す 。  

 

 

 



科 目  単 位  時 間 数  講 義 時 期  授 業 形 態  講   師  

英 語 Ⅱ  １  ３ ０  ２ 年 前 期  
合 同  

ク ラ ス 別  

鳴 海  恭 子  

実 務 経 験 あ り (英語講 師 ) 

 

科 目 の ね ら い  

 英語Ⅰに引き続 き医 療現場で使われる 会話 を聞き取り、その内 容 を理解し、英語Ⅰで 習 った内容

を 復 習 し な が ら 更 に 新 し い 医 療 英 語 を 学 び ま す 。   

 

授 業 進 度 と 内 容  

回  
時

間  
項  目  学 習 内 容  学 習 方 法  

1 2 Pre-Unit 人 と 知 り 合 い 紹 介 し あ う  会 話 主 体  

2 2 Unit 1 診 療 科 目   

・ 医 療 場 面 で 使 わ れ る 英 単 語

を 導 入 、 次 回 小 テ ス ト 。  

 

・ 原 則 毎 回 医 療 現 場 で 使 わ れ

る 会 話 を デ ィ ク テ ー シ ョ ン

（ 聞 き 書 き ） し 、 内 容 を 理 解

す る 。  

 

・ モ デ ル の 会 話 を 使 っ て ペ ア

で 会 話 練 習 。  

 

 

 

☆ 協 力 し 合 っ て 楽 し く 学 べ る

よ う ペ ア や グ ル ー プ で の 練 習

を で き る だ け 多 く 取 り 入 れ ま

す 。  

 

 

 

 

 

3 2 Unit 2 受 診 申 込 書  

4 2 Unit 3 身 体 各 部 位 名  

5 2 Unit 4 病 名 、 症 状  

6 2 Review Unit 1～ 4の 復 習  

7 2 Unit 5 日 課  

8 2 Unit 6 医 療 用 具  

9 2 Unit7 用 具 の 置 き 場 所  

10 2 Unit 8 病 院 案 内  

11 2 Review Unit 5～ 8の 復 習  

12 2 Unit 9 道 案 内  

13 2 Unit 10 患 者 と 話 す  

14 2 Unit 11 病 歴 を 尋 ね る  

15 2 Unit 12 確 認 の 表 現  

 

 

 

評 価 方 法  ：  診療科 名、職業名、身体各部 名、症状に関する短い 会話、医療器具、位置 を表す表現

な ど 10回程度の小テス トの合計で評価し ます 。   

 

教 科 書   ：  ホスピ タル・イングリッ シュ   Vital Signs   南 雲 堂     

 

学 生 の み な さ ん へ  ：☆大変残念な事に 英語 は使わないと『覚えた はずなのに』忘れてし まいます。  

            あきらめずに 去年 習ったことを復習 しつ つ、医療現場で必要な 英語を身

に つ け る べ く 励 み ま し ょ う 。  

☆   語 学 だ け で な く 、学 力 も 教 養 も 持 て る 物 が 多 い ほ ど そ れ を 使 っ て 社 会 に 活

か し 、 貢 献 す る事 が 多く な り ま す 。 貴重 な 学ぶ 機 会 を 最 大 限に 生 かし て 下

さ い 。 積 極 的 な 発 言 、 質 問 を 歓 迎 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 



科目  単位  時間数  講義時期  
授業形

態  
講   師  

情報科学  １  ３０  ２年前期  合同  

平間   嘉  

実務経験あり  

(第一種情報処理技術者 ) 

 

科目のねらい  

 １．コンピュータの操作方法を理解し、ワープロ表計算、プレゼンテーション等のアプリ

ケーションソフトの操作、グラフ作成や写真加工等の操作方法を習得する。  

２．情報社会に対応できる基礎知識を学び、医療福祉分野でもかかすことの出来ない情報

処理能力を身につける。  

   パソコンの操作ができ、見栄えの良いレポート等を作成できるようになる。また、プ

レゼンテーションツールとしてパソコンを使用し、効果的なプレゼンを行うことが出

来るようになる。  
 

授業進度と内容  

時

間  
単元  学習内容  学習方法  

４  Windows 実習  

Windowsの基本操作  

Windowsの基本的な操作や各種設定方法を  

習得する。  

講  義  

４  Word実習  

Wordの基本操作  

日本語の入力・変換の方法、各種報告や  

ハガキ、案内文書の作成方法を習得する。  

講  義  

４  Excel実習  

Excelの基本操作  

文字・数値・計算式の入力方法、計算を  

伴う報告等の作成方法を習得する。  

講  義  

４  PowerPoint実習  

PowerPointの基本操作  

スライドの作成方法やプレゼンテーション時

の効果設定方法を習得する。  

講  義  

４  
Windows の 操 作 方

法をマスターする  

Windowsの起動・終了  

マウス・キーボードの操作  

Windowsの操作  

講  義  

４  
Wordの操作方法を  

マスターする  

Wordの起動・終了  

日本語の入力・変換、書式の設定  

表の作成、画像・イラストの挿入  

印刷設定  保存・読込み  

講  義  

３  
Excel の 操 作 方 法

をマスターする  

Excelの起動・終了  

文字・数値・数式の入力  

書式の設定、印刷設定  

保存、読込み、グラフの作成  

講  義  

３  
PowerPoint 操 作 方

法をマスターする  

PowerPointの起動・終了  

スライドの作成、効果の設定  

プレゼンツールの使い方  

講  義  

１  単位修得認定試験    

 

評価方法：単位修得認定試験用提出物にて評価する  

教科書：ワード２０１６、エクセル２０１６（学研）  

参考文献：  

学生のみなさんへ：  パソコンはとても便利な道具です。携帯電話より操作は簡単ですよ  



科 目  単 位  時 間 数  講 義 時 期  授 業 形 態  講   師  

心 理 学  １  ３ ０  １ 年 前 期  合 同  
鈴 木  珠 世  

実 務 経 験 あ り (認 定 心 理士 ) 

 

科 目 の ね ら い  

   心理学とは どの ような学問か、歴史と 研究方法、また 、環境 へ適用してゆく上 で心 はどのよ

う に 役 立 っ て い る の か 、そ し て 心 の 仕 組 み は ど の よ う に な っ て い る の か に つ い て 、幅 広 い 心 理

学 の 中 か ら 代 表 的 な も の に つ い て 学 ん で い く 。  

 

授 業 進 度 と 内 容  

時 間  単 元  学 習 内 容  学 習 方 法  

２  心 理 学 と は 何 か  心 理 学 の 分 類 ・ 歴 史  錯 視 か ら 学 ぶ 心 理 学  講 義  

２  
パ ー ソ ナ リ テ ィ 理

論  
遺 伝 と 環 境 、 類 型 論 と 特 性 論  講 義 +演 習  

６  心 理 査 定  

心 理 検 査 の 分 類 ・ 種 類 ・ 体 験  

体 験 ・ ア セ ス メ ン ト  

プ ロ フ ィ ー ル 作 成 ・ ま と め  

講 義 +演 習  

演 習 +講 義  

演 習 +講 義  

６  患 者 理 解  
フ ロ イ ト ・ 構 造 論 と 局 所 論 ・ 防 衛 機 制  

ス ト レ ス 理 論 ・ ス ト レ ス チ ェ ッ ク  

講 義 +演 習  

演 習  

８  発 達 の 心 理 学  

発 達 段 階 （ 胎 児 ・ 乳 児 ・ 幼 児 ）・ ピ ア ジ ェ  

ス ク イ グ ル 法 実 施 ・ ス ク イ グ ル 法 発 表  

発 達 段 階 （ 児 童 ・ 青 年 ・ 成 人 ）  

発達段階（老年 ）・エ リクソン  

講 義  

演 習  

講 義  

講 義  

２  学 習 の 心 理 学  古 典 的 条 件 付 け ・ 道 具 的 条 件 付 け  講 義  

４  ヒ ト の 欲 求  
人 間 心 理 学 （ マ ズ ロ ー の 欲 求 階 層 説 ）  

葛 藤 と 欲 求 不 満 ・ グ ル ー プ ワ ー ク ・ ま と め  

講 義  

講 義 +演 習  

１  単 位 修 得 認 定 試 験    

 

評 価 方 法  ：出席状況 ・授業態度・提出 物・ レポート・テスト によ り総合的に評価す る。  

教 科 書   ： 心 理 学  医 学 書 院  

参 考 文 献  ：その都度 紹介します    

学 生 の み な さ ん へ  ： 心 理 学 に 対 し て 「 人 の 心 が 読 め る よ う に な る ･･･」、心 理 学 ＝ 心 理 テ ス ト ・ 恋

愛 テ ス ト と い う 印 象 を も つ 人 が 多 い よ う で す が 、実 際 に は 「 科 学 的 」な 検 証

に よ っ て 確 立 さ れ た 学 問 の １ つ で あ り 、安 易 な も の で は あ り ま せ ん 。で す が 、

で き る だ け 皆 さ ん に 興 味 を 持 ち な が ら 講 義 に 参 加 し て も ら え る よ う に 、身 近

に 起 き て い る 事 象 を 取 り 上 げ な が ら 進 め て い く 予 定 で す 。  

 

 



科 目  単 位  時 間 数  講 義 時 期  授 業 形 態  講   師  

人 間 関 係 論  １  ３ ０  １ 年 後 期  合 同  
鈴 木  珠 世  

実 務 経 験 あ り  (認定 心理士 ) 

科 目 の ね ら い  

   看護は、援助を 必要とする人々や 、他 職種との連携・密接な 人間関係のうえに 成り 立ってい

る こ と  

を理解し、人間 関係の 知識や技術を学習 する 必要がある。ま た、グ ループワークや心 理療 法体

験なども行い、自己 を 理解するとともに、自 らのストレスコー ピン グについても身に つけ るこ

と が で き る こ と を 目 標 に す る 。  

 

授 業 進 度 と 内 容  

時 間  単 元  学 習 内 容  学 習 方 法  

４  

ア サ ー シ ョ ン  

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と

は  

ア サ ー シ ョ ン チ ェ ッ ク  

Ｓ Ｐ カ ー ド を 使 用 し て 自 己 理 解 と ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜ

ｰｸ 

講 義 ・ Ｇ Ｗ  

演 習  

４  
グ ル ー プ ワ ー ク に よ る  

多 様 な 情 報 の ま と め 方  

KJ法 （ 説 明 ・ 作 業 ・ 制 作 ）  

KJ法 （ 制 作 ・ 発 表 ・ 質 疑 応 答 ・ ま と め ）  
演 習  

８  様 々 な 心 理 療 法  

支 持 的 精 神 療 法 ・ 表 現 療 法 ・ 洞 察 療 法  

訓練療法（体験 ）・認 知療法  

行 動 療 法 （ 作 成 ）  

芸 術 療 法 （ 体 験 ）  

家 族 療 法 ・ 家 族 シ ス テ ム ・ サ イ コ ド ラ マ  

講 義  

講 義 +演 習  

演 習  

演 習  

講 義  

４  Ｓ Ｓ Ｔ  
Ｓ Ｓ Ｔ （ 説 明 ・ ロ ー ル プ レ イ 実 施 ）  

Ｓ Ｓ Ｔ （ 発 表 ・ ま と め ）  

講 義 +演 習  

演 習 +講 義  

６  イ ン テ ー ク 面 接  

説 明  

ロ ー ル プ レ イ 実 施  

ま と め ・ 報 告 書 作 成  

講 義  

演 習  

講 義 +演 習  

４  心 の 病 理 と 健 康  
精 神 障 害 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン・支 援  

コ ラ ー ジ ュ 療 法 （ 体 験 ）・ ま と め  

講 義  

講 義 +演 習  

演 習 +講 義  

１  単 位 修 得 認 定 試 験    

評 価 方 法  ：出席状況 ・授業態度・提出 物・ レポート・テスト によ り総合的に評価す る。  

教 科 書   ：人間関係 論  医 学 書 院  

参 考 文 献  ：その都度 紹介します    

学 生 の み な さ ん へ  ： 患者さんや心に問 題を 抱えた人々が実際 に行 なっている心理療 法の 紹介も含

め な が ら 、 実 際 に 体 験 し 、 自 己 理 解 を 深 め る 様 な 内 容 を 中 心 に 進 め て い く 予 定 で す  

 

 

 

 

 



科 目  単 位  時 間 数  講 義 時 期  授 業 形 態  
講   師  

 

宗 教 哲 学  １  ３ ０  １ 年 後 期  合 同  

谷 川  靖 郎  

実 務 経 験 あ り     

(文 学 部 東 洋 哲 学 博 士 修 了 ) 

 

科 目 の ね ら い  

   人類の知的 遺産 としての宗教・哲学思 想と向き合いなが ら、生と死、自と 他、人 生 の意味や

目 的 と い っ た 、 人 間 存 在 に と っ て 根 底 的 な 諸 問 題 に つ い て 考 え て い き た い 。  

 

授 業 進 度 と 内 容  

時 間  学 習 内 容  学 習 方 法  

２  宗 教 哲 学 と は  

講  義  

２  宗 教 と 価 値  

２  霊 魂 と 自 我 １  

２  霊 魂 と 自 我 ２  

２  正 義 ・ 運 命 ・ 自 由 １  

２  正 義 ・ 運 命 ・ 自 由 ２  

２  愛 と 苦 悩 １  

２  愛 と 苦 悩 ２  

２  他 者 と 聖 な る も の １  

２  他 者 と 聖 な る も の ２  

２  祭 り と 儀 礼  

２  宗 教 と 歴 史 １  

２  宗 教 と 歴 史 ２  

２  宗 教 と し て の 仏 教  

２  宗 教 と 現 代  

１  単 位 修 得 認 定 試 験   

 

評 価 方 法  ：  筆 記 試 験  

教 科 書   ：  毎回プリ ントを配布  

参 考 文 献  ：   

学 生 の み な さ ん へ  ：    

 

 

 

 

 

 

 



科 目  単 位  時 間 数  講 義 時 期  授 業 形 態  講   師  

倫 理 学  １  ３ ０  １ 年 前 期  合 同  

谷 川  靖 郎  

実 務 経 験 あ り     

(文 学 部 東 洋 哲 学 博 士 修 了 ) 

 

科 目 の ね ら い  

 善悪について、 ある いは善悪の基準に つい て、どのように理 解す ればよいのか。生 きる ことの  

目 的 や 価 値 は 、 ど の よ う で あ る か 。 倫 理 学 に つ い て の 基 本 的 な 考 え か た 、 さ ま ざ ま な 教 説 を 理 解  

す る と と も に 、 現 代 社 会 が 当 面 す る 多 様 な 倫 理 的 課 題 に つ い て 検 討 す る 。  

 

授 業 進 度 と 内 容  

時 間  単 元  学 習 内 容  学 習 方 法  

４  倫 理 と 倫 理 学  

 「倫理とは何か 」、「 倫理学とはどのよ う

な学問か」など、倫理 学にかかわる諸事 項

に つ い て の 基 本 的 な 理 解 を 得 る  

講  義  

６  さ ま ざ ま な 倫 理 思 想  

東 洋 と 西 洋 に お け る 代 表 的 な 倫 理 思 想

について触れ、そ れら が現代的な課題に も

対 応 で き る か ど う か を 検 討 す る  

６  人 間  

 人間とは何か、他の 生きるものたちと ど

こが違うのか、人 間と 環境とのかかわり は

い か に あ る べ き か を 考 察 す る  

６  生 命  

生・死とはいかなるこ とか、生命の価値

は ど こ に あ る の か 、生 命 と 医 療 の か か わ り

な ど に つ い て 検 討 す る  

８  善 と 悪  

 ど の よ う に 生 き れ ば 善 く 生 き る こ と に

なるかを、たとえ ば仏 教の戒律を例にあ げ

考 え て み る  

１  単 位 修 得 認 定 試 験  

 

評 価 方 法  ：出席状況 、定期試験の結果 、レ ポート内容を総合 して 評価する。   

教 科 書   ：教科書は 使わない。必要に 応じ て資料をプリント で用 意する。  

参 考 文 献  ：授業で適 宜紹介するが、中 村元 『＜生きる道＞の 倫理 』（構造倫理 講座Ⅱ、 春秋社）  

学 生 の み な さ ん へ  ： 倫理・哲学・宗教 など に関する既説書を 一読 しておくこと。   

 

 

 



 

 

科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

生活科学 １ ３０ １年前期 クラス別 

小野寺 典子 

実務経験あり 

(大学院文学部教育学部専攻) 

 

科目のねらい 

   生活を科学的にとらえて理解し、実生活に対応して応用できる力を身につけさせる。 

   日常生活の援助技術の基礎を生活の観点から理解し、適切な援助を目指す。   

 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 備考 

２ オリエンテーション 授業の進め方、評価方法、学び方  講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見学学習 

 

 

 

２ （序）生活科学とは 生活科学の目指すもの、範囲 

２ 家庭生活Ⅰ 家庭と家族 

２ 経済生活 家庭経済 

２ 生活経営Ⅰ 人生設計と生活リスク 

２ 生活経営Ⅱ 防犯と地域社会 

２ 生活経営Ⅲ 災害と人間生活 

２ 住生活Ⅰ 住計画（照明、色彩等） 

２ 住生活Ⅱ 住まいの重要性（バリアフリーとユニバーサルデ

ザインの実際） 

２ 衣生活Ⅰ 被服の機能、被服管理 

２ 衣生活Ⅱ 高齢者、障害者の服、“おしゃれ”について 

２ 食生活Ⅰ 食生活、基礎（栄養と心身の健康）  

２ 食生活Ⅱ 食生活応用と実践（食の諸問題）  

４ まとめ、学習発表 試験代替の学習発表  

評価方法 ：授業態度、課題提出、グループによる学習発表等 総合評価 優・良・可・不可（６０点以下） 

教科書  ：生活科学 理工学社 

参考文献 ：必要に応じて紹介 

学生のみなさんへ ：「自分自身と他者の生活について」グループワークを通して今まで以上に興味を持ち 

          積極的に学んでほしいと思います 



 

 

 

科 目  単 位  時 間 数  講 義 時 期  授 業 形 態  講   師  

社 会 学  １  ３ ０  １ 年 前 期  ク ラ ス 別  

鄭 斗 鎬 （ チ ョ ン ・ ド ゥ ホ ）      

実 務 経 験 あ り          

(文 学 部 文 学 研 究 課 程 修 了 ) 

 

科 目 の ね ら い  

社 会 的 存 在 と し て の 人 間 理 解 と 人 間 に 影 響 を 及 ぼ す 社 会 的 要 因 を 理 解 す る 。  

最 も 基 礎 的 な 集 団 で あ る 家 族 を 取 り 上 げ 体 験 学 習 か ら 家 族 の 機 能 、 役 割 、 関 係 を 理 解 す る  

 

授 業 進 度 と 内 容  

時 間  単 元  学 習 内 容  学 習 方 法  

2 社 会 学  社 会 学 と は 何 か を 紹 介   講 義  

2 現 代 社 会 の 理 解 (1) 社 会 始 シ ス テ ム と 社 会 シ ス テ ム の 安 定 性   講 義  

2 現 代 社 会 の 理 解 (2) 法 と 社 会 シ ス テ ム -法 の疎遠生・普遍性 ・不 変性 -  講 義  

2 現 代 社 会 の 理 解 (3) 経 済 と 社 会 シ ス テ ム  -交 換 と 市 場 -  講 義  

2 現 代 社 会 の 理 解 (4) 社 会 変 動 と は 何 か   講 義  

2 現 代 社 会 の 理 解 (4) 人 口 か ら み た 社 会 変 動   講 義  

2 生 活 の 理 解 (1) 生 活 の と ら え 方   講 義  

2 生 活 の 理 解 (2) 家 族 に つ い て   講 義  

2 生 活 の 理 解 (3) 地 域 に つ い て   講 義  

2 人 と 社 会 の 関 係 (1) 社 会 的 行 為   講 義  

2 人 と 社 会 の 関 係 (2) 社 会 的 役 割   講 義  

2 人 と 社 会 の 関 係 (3) 社 会 集 団 と 組 織   講 義  

2 人 と 社 会 の 関 係 (4) 社 会 的 ジ レ ン マ   講 義  

2 人 と 社 会 の 関 係 (5) 社 会 関 係 資 本 と 社 会 的 連 帯   講 義  

2 社 会 問 題 の 理 解  社 会 問 題 の と ら え 方 と 日 本 の 社 会 問 題 ・ 共 生 社 会   講 義  

1 単 位 修 得 試 験   

 

評 価 方 法 ：  出席 状況 ・毎回の小テスト ＋単 位修得試験  

 

教 科 書  ：   新・社会 福祉養成講座  社 会理 論と社会システム    中 央 法 規  

 

参 考 文 献  ：  講義中 に適宜紹介します 。  

 

学 生 の み な さ ん へ  ： 看護は社会の中 で営 まれます。ま た，看護 のあり方は社会の あり 方に大きく  

影響をうけます 。それ ゆえ，よりよい 看護を 行うためには，適切に 社会の現  

状 や 社 会 問 題 を 把 握 す る 能 力 が 必 要 で す 。 そ う し た 能 力 を ，楽 し み な が ら 身  

に つ け て ほ し い と 思 い ま す 。  



 

 

 

 

科 目  単 位  時 間 数  講 義 時 期  授 業 形 態  講   師  

教 育 学  １  ３ ０  ３ 年 前 後 期  合 同  
杉 浦  勉            

実 務 経 験 あ り (大学教 育学部講師 ) 

 

科 目 の ね ら い  

教 育 学 の 意 義 を 確 認 す る と と も に 、 教 育 現 場 に お け る 今 日 的 な 課 題 に つ い て 理 解 を 深 め る 。  

ま た 、 そ れ ら の 課 題 に つ い て グ ル ー プ ワ ー ク な ど を 通 し て 、 原 因 を 探 り 、 解 決 方 法 を 考 え る 。  

 将来医療現場で 働く 受講者に、教育（チー ム学校）と医療（医療 チーム）が協力し合い ながら、  

学 校 現 場 の 諸 問 題 を 考 え る 講 義 と し た い 。  

 

授 業 進 度 と 内 容  

時 間  単 元  学 習 内 容  学 習 方 法  

２  教 育 の 意 義  1.教育の意義 

講  義  

２  教 育 学 と は  2.教育学とは 

２  
教 育 学 と 関 連 学 問  

3.教育学と関連学問①（教育史など） 

２  4.教育学と関連学問②（教育心理学など） 

２  教 育 学 と 学 校 制 度  5.教育学と学校制度 

２  

今 日 的 な 課 題 と そ の

対 策  

6.教育学「今日的な課題とその対策① いじめ」 

２  7.教育学「今日的な課題とその対策② 不登校」 

２  
8.教育学「今日的な課題とその対策③ 子どもたちの心

と体」 

２  9.教育学「今日的な課題とその対策④ 体罰」 

２  10.教育学「今日的な課題とその対策⑤ 児童生徒理解」 

２  11.教育学「今日的な課題とその対策⑥ 教育格差」 

２  12.教育学「今日的な課題とその対策⑦ 子どもの貧困」 

２  
13.教育学「今日的な課題とその対策⑧ 子どもの学力と

体力」 

２  14.教育学「今日的な課題とその対策⑨ 子どもの命」 

２  
ま と め  

単 位 修 得 認 定 試 験  
15.ま と め 及 び 試 験  

 

評価方法 ：講義に使用したワークシートの提出（10回×８点＝８０点）及び論述試験（20点） 

教 科 書   ：資料を毎 回配布する。  

参 考 文 献  ：特にテキ ストは指定しない が、 必要に応じて文献 及び 資料を紹介する  

学 生 の み な さ ん へ  ：教育学を教育・研究す る者としての基本 的な 姿勢は、学ぶ 者と教え る者の両者

の 立 場 の 相 互 理 解 と 協 調 で あ る 。授 業 を 通 し て 、お 互 い に 理 解 し 、 授 業 の 中 で

も 実 践 的 に 深 め た い 。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門基礎分野 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

科 目  単 位  時 間 数  講 義 時 期  授 業 形 態  講   師  

解 剖 生 理 学 Ⅰ  １  １ ５  １ 年 前 期  ク ラ ス 別  
渡 辺  潤            

実 務 経 験 あ り (柔道整 復師 )       

 

科 目 の ね ら い  

看 護 の 対 象 で あ る 人 間 の 身 体 の構造と機 能に 関する知識は、最も 基 本となる学習であ る。解剖学

で 学 ぶ 人 体 の 形 態 と 構 造 、生 理 学 で 学 ぶ 人 体 に お け る 役 割 と 機 能 を も と に 、病 気 の 成 り 立 ち が 理解

さ れ る よ う に な り 、そ れ に 基 づ い て 診 断 と 治 療 ・ 看 護 が お こ な わ れ る 。さらに 、医療行 為 は人体へ

の さ ま ざ ま な 介 入 が 含 ま れ る た め 、解剖生 理 学は臨床医学・医療 の 土台となる極めて 重要 な科目と

い え る 。  

こ の 授 業 で は 、 細 胞 や 組 織 、 人 体 の 構 成 、 恒 常 性 、 身 体 の 支 持 と 運 動 を 担 う 骨 格 系 ・ 筋 肉 に つ い

て 各 器 官 の 位 置 と 構 造 、機 能 を 関 連 づ け な が ら 理 解 し 、対 象 者 の 病 態 及 び 看 護 介 入 を 行 う た め の基

礎 的 知識とするこ とを ねらいとする。  

  

授 業 進 度 と 内 容  

時 間  単 元  学 習 内 容  学 習 方 法  

１  解 剖 生 理 学 と は  人 体 の 構 造 と 機 能 を 学 ぶ 目 的 、 歴 史 と 現 在  

講  義  

２  
人 体 の 構 造 と 機 能 の  

基 本 的 単 位  
 細 胞 （ 発 生 ）  

１  人 体 の 構 成  組 織 、 器 官 、 器 官 系  

１  
構 造 と 機 能 か ら み た 人

体  

人 体 構 造 の 区 分 、身 体 各 部 の 名 称 、生 命 維 持

システム（植物 機能）、運動・調節システム（動

物 機 能 ）  

１  
身 体 の 恒 常 性  

 （ホメオスタシ ス）  

ホ メ オ ス タ シ ス を 維 持 す る た め の メ カ ニ ズ

ム  

５  骨 格 系  
身 体 の 支 持 と 運 動 を 担 う 骨 格 系 の 構 造 と 機

能  

４  筋 肉  身 体 の 支 持 と 運 動 を 担 う 筋 肉 の 構 造 と 機 能  

１  単 位 修 得 試 験  
 

評 価 方 法  ： 筆 記 試 験  

教 科 書   ：人体の構 造と機能  解剖生 理学    医 学 書 院   

参 考 文 献  ：解剖学カ ラーアトラス   医学 書院、これならわ かる 要点生理学   南 山堂    

学 生 の み な さ ん へ  ：人体の各臓器、器官の 構・造と機能 (解剖生 理学 )を十分に理解し 、また、専門

用語も学習し、さら に 、解剖生理学的な物の 考え方を身につけ るこ とを希望

し ま す 。  



科 目  単 位  時 間 数  講 義 時 期  
授 業 形

態  
講   師  

解 剖 生 理 学 Ⅱ  １  ３ ０  １ 年 前 期  
ク ラ ス

別  

井 上  貴 一 朗  

実 務 経 験 あ り  (歯科 医師 ) 

 

科 目 の ね ら い  

  医学・医療は解剖 生理学の基盤の上 に成 り立っている。正常な 人体の構造 (解 剖 学 )と その働き・

機 能 (生 理 学 )を詳細に 学ぶ解剖生理学は 、医 学・医療の基礎と なる 重要な科目である 。  

 

授 業 進 度 と 内 容  

時 間  単 元  学 習 内 容  学 習 方 法  

１ ０  血 液 ・ 造 血 器 系  血 液 の 働 き 、 造 血 機 構  

講  義  

１ ２  循 環 器 系  

心臓 の 構造 、心 臓 内血 液の な がれ 、刺 激 伝導

系、 心 臓の ポン プ 作用 、血 圧 のメ カニ ズ ム、

血 管 系 、 胎 児 循 環  

４  リ ン パ 系  リ ン パ 系 の 構 成 ・ 構 造 ・ 機 能  

４  
外 部 環 境 か ら の 防

御  

  

生 体 の 防 御 機 構  

 体 温 と そ の 調 節  

 

１  単 位 修 得 認 定 試 験  
  

 

評 価 方 法  ： 筆 記 試 験  

 

教 科 書   ：人体の構 造と機能  解剖生 理学  医 学 書 院  

参 考 文 献  ：  解剖学 カラーアトラス   医 学書院、これなら わか る要点生理学   南山 堂    

学 生 の み な さ ん へ  ：人体の各臓器、器官の 構・造と機能 (解剖生 理学 )を十分に理解し 、また、専門

用 語 も  

学習し、さらに、解剖 生理学的な物の考 え方 を身につけること を希 望します。  

 

 

 

 



科 目  単 位  時 間 数  講 義 時 期  授 業 形 態  講   師  

解 剖 生 理 学 Ⅲ  １  ３ ０  １ 年 前 期  ク ラ ス 別  
東 城  庸 介  

実 務 経 験 あ り (歯学博 士 ) 

科 目 の ね ら い  

 医学・医療は解剖 生 理学の基礎の上に 成り 立っている。正常な 人 体の構造（解剖学）と その働き・

機 能 （ 生 理 学 ） を 詳 細 に 学 ぶ 解 剖 生 理 学 は 、 医 学 ・ 医 療 の 基 礎 と な る 重 要 な 科 目 で あ る 。  

 

授 業 進 度 と 内 容  

時 間  単 元  学 習 内 容  学 習 方 法  

１ ４  神 経 系  

 

 神経系の構造と 機能  

 中 枢 神 経 系  

  脊髄と脳の構 造と 機能  

  脳 の 高 次 機 能  

 末 梢 神 経 系  

脊 髄 神 経 と 脳 神 経 の 構 造 と 機 能  

自 律 神 経 の 構 造 と 機 能  

 

講  義  

８  感 覚 器 系  

  

感 覚 機 能 の 種 類 、 感 覚 の 性 質  

 一 般 感 覚  

体 性 感 覚 、 内 臓 感 覚  

 特 殊 感 覚  

  眼の構造と視 覚、耳の構造と聴覚・平衡 覚  

  味 覚 と 嗅 覚  

 

８  消 化 器 系  

  

口 ・ 咽 頭 ・ 食 道 の 構 造 と 機 能  

 腹部消化管の構 造と 機能  

 膵臓・肝臓・胆 嚢の 構造と機能  

 

１  単 位 修 得 認 定 試 験    

評 価 方 法  ： 筆 記 試 験  

教 科 書   ：人体の構 造と機能  解剖生 理学  医 学 書 院  

参 考 文 献  ：  

学 生 の み な さ ん へ  ：人体の各臓器、器官の 構造と機能（解剖生理 学）を十分に理解し、また、専門

用語も学習し、さら に 、解剖生理学的な物の 考え方を身につけ るこ とを希望

し ま す 。  

 

 

 

 



科 目  単 位  時 間 数  講 義 時 期  授 業 形 態  講   師  

解 剖 生 理 学 Ⅳ  １  ３ ０  １ 年 前 期  ク ラ ス 別  
東 城  庸 介  

実 務 経 験 あ り (歯学博 士 ) 

科 目 の ね ら い  

 医学・医療は解剖 生 理学の基礎の上に 成り 立っている。正常な 人 体の構造（解剖学）と その働き・

機 能 （ 生 理 学 ） を 詳 細 に 学 ぶ 解 剖 生 理 学 は 、 医 学 ・ 医 療 の 基 礎 と な る 重 要 な 科 目 で あ る 。  

 

授 業 進 度 と 内 容  

. 単 元  学 習 内 容  学 習 方 法  

６  呼 吸 器 系  呼 吸 器 系 の 構 造 と 機 能  

講  義  

８  泌 尿 器 系  

 

腎 臓 の 構 造 と 機 能  

排 尿 路 の 構 造 と 機 能  

体 液 の 調 節  

 

８  内 分 泌 系  

 

内 分 泌 系 に よ る 調 節  

 全身の内分泌腺 と内 分泌細胞  

  ホルモン分泌 の調 節  

  ホルモンによ る調 節の実際  

  

８  生 殖 器 系  

  

男 性 生 殖 器 の 構 造 と 機 能  

 女性生殖器の構 造と 機能  

 受精と胎児の発 生  

 成 長 と 老 化  

１  単 位 修 得 認 定 試 験    

評 価 方 法  ： 筆 記 試 験  

教 科 書   ：人体の構 造と機能  解剖生 理学  医 学 書 院  

参 考 文 献  ：   

学 生 の み な さ ん へ  ：人体の各臓器、器官の 構造と機能（解剖生理 学）を十分に理解し、また、専門

用語も学習し、さら に 、解剖生理学的な物の 考え方を身につけ るこ とを希望

し ま す 。  

 

 

 

 



科 目  単 位  時 間 数  講 義 時 期  授 業 形 態  講   師  

解 剖 生 理 学 実 践  １  ３ ０  ２ 年 前 期  ク ラ ス 別  
高 橋 久 江             

実 務 経 験 あ り (看 護 師 ) 

 

科 目 の ね ら い  

身 体 を 構 成 す る 各 臓 器 の 構 造 と し く み が わ か り 、人 間 の 生 命 活 動 を 営 む メ カ ニ ズ ム の 理 解 が 深 め る 。 

 

授 業 進 度 と 内 容  

時 間  単 元  学 習 内 容  学 習 方 法  

２ ６  演 習  

１  消化器系の仕 組み とはたらき  

１ ） 消 化 ・ 吸 収 の 構 成  

２ ） 消 化 ・ 吸 収 の 機 能  

３ ） 人 間 の 生 活 へ の 影 響  

２  呼吸器系の仕 組み とはたらき  

１ ） 呼 吸 器 の 構 成  

２ ） 呼 吸 の 機 能  

３ ） 人 間 の 生 活 へ の 影 響  

３  血液の仕組み とは たらき  

１ ） 血 液 の 構 造  

２ ） 血 液 の 機 能  

３ ） 人 間 の 生 活 へ の 影 響  

４  循環器系の仕 組み とはたらき  

１ ） 循 環 器 系 の 構 成  

２ ） 循 環 器 系 の 機 能  

３ ） 人 間 の 生 活 へ の 影 響  

５  腎・泌尿器系 の仕 組みとはたらき  

 １）腎・泌尿器 系の 構造  

 ２）腎・泌尿器 系の 機能  

３ ） 人 間 の 生 活 へ の 影 響  

６  自 律 神 経 ・ 内 分 泌 系 の 仕 組 み と は た

ら き  

１ ） 自 律 神 経 の 仕 組 み と は た ら き  

 ２）内分泌系の 仕組 みとはたらき  

 ３）人間の生活 への 影響  

７  運動系の仕組 みと はたらき  

 １）運動系の構 造  

 ２）運動系の機 能  

３ ） 人 間 の 生 活 へ の 影 響  

８  脳神経系の仕 組み とはたらき  

 １）脳神経系の 構造  

 ２）脳神経系の 機能  

３ ） 人 間 の 生 活 へ の 影 響  

９  身体の防御と 適応  

 １）生体の防御 機構 の構造と機能  

 ２ ） 代 謝 と 運 動  

 ３）皮膚の構造 と機 能  

 ４）体温とその 調節   

・ 初 回 時 、 演 習 の 進 め 方 を  

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン  

１ ） 方 法  

・ 個 人 ワ ー ク ま た は グ ル ー

プ ワ ー ク  

 

２ ） 個 人 ノ ー ト を 作 成  

 

３ ） 個 人 ノ ー ト  

・既習学習を 活用 し 、使 用文

献 は 明 記 を す る 。  

 

４ ）個 人 ノ ー ト の 提出 日 は 、 

後 日 提 示  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  
人 体 の 標 本 見

学  
札 幌 医 科 大 学 標 本 館 に て 見 学  見 学 後 、 レ ポ － ト を提 出  

１  
単 位 修 得 認 定

試 験  
  

 

評 価 方 法  ：筆記試験 、レポート  

参 考 文 献  ：解剖生理 学  人体の構造と 機能 ①  医 学 書 院   

      ヴァージ ニア・ヘンダーソ ン  看 護 の 基 本 と な る も の  日本看護協会出 版会  

 

 

 



科目  単位  時間数  講義時期  授業形態  講   師  

生化学  １  ３０  １年前期  クラス別  

今川  敏明  

実務経験あり  

(一 種 放 射 線 取 扱 主 任 者 ) 

 

科目のねらい  

 看護師となるために学ぶ看護学をきちんと理解するためには基礎学科である生理学をは

じめ薬理学、栄養学、微生物学などを理解することが必要である。生化学はこれらの学科を

理解するために必須の基礎学問である。  

 

科目目標  

１．生化学を学ぶための基礎知識を習得する。  

  ２．生体を構成する物質を理解する。  

 ３．物質を理解し、それらの生体内での代謝を理解する。  

 

教授目標   

生き物は日々生きてゆくために必要な物質を合成し、不必要になった物質を排泄していま

す。生物はこうした物質の合成・分解とともにもう 1つ生きてゆくために必要なエネルギー

の合成行っています。生化学の講義では人間を中心にこういった生き物がどのようにして

日々生きているのか、を理解する。  

  

授業進度と内容  

時

間  
単元  学習内容  学習方法  

２  
生化学を学ぶための  

基礎知識  

A 生化学とは  

B生化 学を 学ぶた めの 基礎 的化学 知識 の

習得  

C 細胞の構造と機能  

 

講  義  

６  糖質について  

A 糖質とは  

B 糖質の種類  

C 単糖の構造と性質  

D 二糖類の構造と性質  

E 多糖の構造と性質  

 

講  義  

４  脂質について  

A 脂質とは  

B 脂質の種類  

C 脂質の役割  

D 脂質各論、脂肪酸、中性脂肪、リン脂

質  

 糖脂質、コレステロール  

E リポタンパク質  

 

講  義  

２  タンパク質について  

A タンパク質とは  

B アミノ酸  

C タンパク質の構造  

D タンパク質の分類  

 

講  義  

４  核酸について  

A 核酸とは  

B 塩基  

C ヌクレオシドとヌクレオチド  

D DNAと RNAの構造  

 

講  義  



時

間  
単元  学習内容  学習方法  

２  酸素について  

A 酸素に関する基礎知識  

B 酵素反応  

C 酸素反応の阻害  

D 酵素の分類  

講  義  

２  
ビタミンと補酵素につ

いて  

A ビタミンとは  

B 補酵素としての B群のビタミン  
講  義  

４  糖質代謝について  

A 糖質の消化・吸収  

B グルコースの分解  

 1.解糖系  

 2.クエン酸回路  

 3.電子伝達系と酸化的リン酸化  

C 糖新生系  

D ペントースリン酸化  

E グリコーゲンの代謝  

講  義  

２  脂質代謝について  

A 脂質の消化と吸収  

B 脂肪酸の分解  

C ケトン体の生成と利用  

D 脂肪酸の生合成  

E コレステロールの生合成と利用  

講  義  

２  

タンパク質代謝につい

て  

A タンパク質の消化と吸収  

B α -ケト酸を経由するアミノ酸の利用  

C アミノ酸から含窒素化合物の合成  

講  義  

核酸の代謝について  

A 核酸の合成と分解  

B ヌクレオチドの合成  

C ヌクレオチドの分解  

講  義  

１  単位修得認定試験    

 

評価方法：筆記試験  

教科書：系統看護学講座  生化学  医学書院  

参考文献：その都度紹介します  

学生のみなさんへ：生き物は日々生きてゆくために必要な物質を合成し、不必要になった物  

質を排泄していきます。  

生物はこうした物質の合成・分解とともにもう一つ、生きてゆくための  

エネルギーの合成を行っています。生化学での講義では人間を中心にこ  

ういった生き物がどのようにして日々いきているのかを皆さんが理解  

できるように講義します。  

 

 

 

 



科目  単位  時間数  講義時期  授業形態  講   師  

臨床栄養学  １  １５  １年後期  クラス別  
嶋田  祐子  

実務経験あり (管理栄養士 ) 

 

科目のねらい  

人間の健康増進に働きかける正しい食事、適切な栄養に関する知識を深め、病人食  

の種類、食事の形態と各疾患に必要な食事療法を学ぶ。  

 

授業進度と内容  

時

間  
学習内容  学習方法  

２  
人間栄養学と看護  

健康づくりと食品・食事・食生活  

講  義  

４  

栄養素の種類とはたらき  

エネルギー代謝  

栄養素の消化・吸収  

栄養素の体内代謝  

４  

栄養状態の評価・判定  

栄養ケア・マネジメント  

ライフステージと栄養  

５  臨床栄養①～③  

１  単位修得認定試験  
 

 

評価方法：筆記試験  

教科書：  人体の構造と機能（３）栄養学    医学書院  

参考文献：その都度紹介  

学生の皆さんへ：楽しく学習しましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

病理学 １ １５ １年後期 クラス別 
森山 隆則 

実務経験あり(臨床工学技士) 

 

科目のねらい 

 病気の原因と成り立ちの基礎を学ぶ一助となるような講義としたい。 

 

 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

３ 
病因論 

先天性疾患 

病因論の各カテゴリー 

  先天異常の種類と新生児 

  マススクリーニングについて 

講 義 

２ 代謝異常 脂質・たんぱく質・糖質の各物質代謝異常について 

２ 循環障害 循環血液量の異常と閉塞性の障害について 

２ 
炎症と免疫 

（自己免疫疾患） 

炎症とアレルギー、免疫不全および自己免疫疾患について 

腫瘍の定義分類、発生病理および診断と治療について 

２ 腫瘍 老化のメカニズム 

２ 老化と死 看護実務に必要な病理学的検査について 

１ 単位修得認定試験  
 

 

 

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：系統看護学講座  病理学   医学書院  

参考文献 ：新版看護学全集 ４ 病理学   メヂカルフレンド社 

      医療系学生のための病理学    講談社 サインティフィク 

学生のみなさんへ ：授業を受け身でなく積極的に受けることを希望します。   

 

 

 

 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

臨床薬理学Ⅰ １ ３０ １年前期 クラス別 
宇野 健一 

実務経験あり(薬剤師) 

 

科目のねらい 

 薬の効き方と理論的背景を理解し、それに基づく適切な薬物療法を学びます。薬理学全般における基礎的な知

識と、末梢神経系、循環器系、中枢神経系、炎症免疫系に作用する薬物について学習し、今後の臨床業務に役立

てることを目的とします。 

 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

６ 総論 

１．薬理学の概念 

２．小児、妊婦、高齢者の薬物治療 

３．医薬品の管理 

上記の基礎知識と治療薬 

看護上の注意点 

講 義 

６ 末梢神経系作用薬 

１．自律神経作用薬 

２．筋弛緩薬 

３．局所麻酔薬 

上記の基礎知識と治療薬 

看護上の注意点 

６ 循環器系作用薬 

１．抗高血圧薬（降圧薬） 

高血圧  

２．心臓作用薬 

心不全 狭心症 不整脈 高脂血症 

３．腎臓作用薬 

４．血液・造血器系作用薬 

上記の基礎知識と治療薬 

看護上の注意点 

８ 中枢神経系作用薬 

１．麻酔  ２．疼痛  ３．不眠症 

４．神経症、気分障害、統合失調症 

５．てんかん ６．パーキンソン病 

７．認知症、アルツハイマー病 

上記の基礎知識と治療薬 

看護上の注意点 

４ 炎症免疫系作用薬 

１．抗炎症薬 

２．免疫関連薬 

  アレルギー、関節リウマチ 

  上記の基礎知識と治療薬 

  看護上の注意点 

１ 単位修得認定試験   

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：わかりやすい薬理学（第３版） ヌーヴェルヒロカワ 

参考文献 ：必要に応じて紹介します。 

学生のみなさんへ ：薬の知識を得ることは看護業務にとって必要なことです。教科書に沿ってわかりやす 

         く講義を進めたいと思います。わからない所があれば積極的に質問して下さい。 

 

 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

臨床薬理学Ⅱ １ ３０ ２年前期 クラス別 
宇野 健一 

実務経験あり (薬剤師) 

科目のねらい 

    薬物医療事故の事例から看護師の役割を深める。 

 薬理学とはどういうものか、特に薬剤師の立場から臨床に則した実践的な薬理を皆さんが 

実務に役立てることができることを目標として、テキストに沿って解説します。 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

４ 呼吸器系作用薬 

１．気管支喘息 

２．呼吸器感染症等による激しい咳、痰 

３．慢性呼吸不全 

４．睡眠時無呼吸症候群 

５．びまん性汎細気管支炎 

上記の基礎知識と治療薬 

看護上の留意点 

講 義 

４ 消化器系作用薬 

１．胃炎、胃、十二指腸潰瘍 

２．食欲不振、消化不良 

３．嘔吐 

４．便秘、下痢 

上記の基礎知識と治療薬 

看護上の留意点 

８ ホルモン系・生殖器系作用薬 

１．ホルモン系作用薬 

糖尿病 甲状腺機能亢進症  

甲状腺機能低下症骨粗鬆症  

２．生殖器系作用 

 前立腺肥大症 陣痛誘発（微弱陣痛） 

 不妊症 受胎調整（経口避妊薬） 

上記の基礎知識と治療薬 

看護上の留意点 

６ 抗感染症薬 

１．抗感染症薬 

２．消毒薬 

上記の基礎知識と治療薬 

看護上の留意点 

４ 抗悪性腫瘍薬 看護上の留意点 

２ 漢方薬 看護上の留意点 

２ まとめ（復習） 薬の取扱いと医療事故 
講義 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

１ 単位修得認定試験   

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：わかりやすい薬理学（第３版）  ヌーヴェルヒロカワ 

参考文献 ：検討中 

学生のみなさんへ ：薬理学の苦手な看護師さんが多くいるとききます。だけど看護業務の中から薬をきり 

はなすことはできません。また重大な医療事故の中には病院スタッフの薬の取扱いの 

間違いより発生しているものもたくさんあります。そのためにも、薬につよい看護 

師を目指して頂ければと考えています。 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

微生物学 １ ３０ １年前期 クラス別 
澤田 幸治 

実務経験あり (理学博士/医学博士) 

 

科目のねらい 

   １．微生物の種類と特徴を理解する。 

   ２．感染拡大を防ぐための病原微生物の正しい滅菌、消毒法を理解する。 

   ３．病原微生物が引き起こす感染症の症状とその予防法について理解する。 

 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

８ 微生物学総論 

 １．微生物の種類と特徴、常在細菌 

 ２．真正細菌の種類と構造、増殖 

 ３．ウィルスの特徴と分類、感染と増殖 

 ４．感染症の種類と対策、感染症法  

講 義 

４ 
感染に対する 

生体防御機構 

 １．自然免疫のしくみ 

 ２．獲得免疫のしくみ 
講 義 

４ 感染症の予防 
 １．ワクチンの種類と予防接種法 

 ２．滅菌と消毒、標準予防策 
講 義 

１４ 感染症各論 

 １．日和見感染症と院内感染症、消化器感染症 

 ２．尿路感染症、性感染症 

 ３．肝炎、針刺し感染症、微生物と腫瘍 

 ４．呼吸器感染症 

 ５．発疹性感染症 

 ６．母子感染症、小児感染症 

 ７．脳・神経系感染症、高齢者感染症 

講 義 

１ 単位修得認定試験   

評価方法 ： 筆記試験 

教科書  ： 系統看護学講座  疾病のなりたちと回復の促進（４）微生物学 医学書院 

参考文献 ： 特にありません。必要に応じてプリントを配布します。 

学生のみなさんへ ： 毎回の授業の復習のため、小テストを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 実務経験あり(医師) 

病態学Ⅰ １ ３０ １年前期 クラス別 
田崎 悌史（運動器） 加藤 法喜（循環器） 

五十嵐 毅（呼吸器） 石立 尚路 （血液） 

 

科目のねらい 

 運動器疾患、循環器疾患、血液・造血器疾患、呼吸器疾患の病態と検査治療について学ぶ。 

 

授業進度と内容 

 

時間 単元 学習内容 学習方法 

１０ 
運動器疾患の病態と 

検査治療処置 

１．運動器の構造と機能 

２．症状とその病態生理 

３．検査治療処置（診療・治療の流れ・画像検査・保存療

法・理学療法と作業療法・手術療法・義肢と装具） 

４．運動器疾患の理解 

  外傷性疾患・内因性疾患 

講 義 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

１０ 
循環器疾患の病態と 

検査治療処置 

１．総論：循環器の生理と機能 

２．検査：心電図、心臓カテーテル、心エコー、酸素、CVP 

３．病態・治療：虚血性心疾患、弁膜症、心不全、高血圧、

動脈系疾患を中心に不整脈、胸部症状、ショックなど

の症状 

講 義 

４ 
血液・造血器疾患の 

病態と検査治療処置 

１．総論：血液の成分、血液型と輸血、血液成分の欠乏と

その症状 

２．病態と処置、検査： 

腫瘍性疾患（白血病・悪性リンパ腫・多発性骨髄腫の

治療、鉄欠乏性貧血）、再生不良性貧血、紫斑病、血友

病など 

３．治療：化学療法（抗がん剤）、造血肝細胞移植） 

講 義 

配布資料 

６ 
呼吸器疾患の病態と 

検査治療処置 

１．総論：呼吸器の生理と機能 

（肺機能の分類、酸塩基平衡） 

２．検査と治療処置： 

肺機能検査、血ガス、ｐｈ、X－P、気管切開・挿管手

術、放射線療法、化学療法、薬物療法、酸素療法 

３．病態・治療： 

感染症（かぜ・肺炎・結核）、気道疾患（喘息・慢性閉

塞性肺疾患―肺気腫・気管支拡張症）、気胸、肺塞栓 

肺腫瘍：疫学・診断・治療・予防（肺癌・上大静脈／

ホルネル症候群・パンコースト腫瘍） 

４．呼吸不全：呼吸不全の定義、低酸素血症の機序、治療

（HOT） 

講 義 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

１ 単位修得認定試験   

 

評価方法 ： 筆記試験 

教科書  ： 系統看護学講座  成人看護学 （２）呼吸器 （３）循環器 （４）血液造血器 

                     （１０）運動器               医学書院 

参考文献 ： 必要時紹介します 

学生のみなさんへ ：  たくさんの質問を期待します。 

 

 

 

 

 

 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師(実務経験あり(医師)) 

病態学Ⅱ １ ３０ １年後期 クラス別 
吉田秀明（消化器） 猪又 崇志（アレルギー） 

猪又 崇志（代謝･内分泌）河田 哲也（腎･泌尿器） 

 

科目のねらい 

 消化器疾患、アレルギー・膠原病、代謝・内分泌疾患、腎・泌尿器疾患の病態と検査治療について学ぶ。 

 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

１２ 
消化器疾患の病態と 

検査治療処置 

１．胃･十二指腸疾患、胆石症、イレウス、肝炎・肝硬変・

肝臓病、食道癌、胃癌、大腸癌などを中心に病態の理

解 

２．検査治療は潜血検査、消化器造影検査、肝生検、 

内視鏡、腹部エコー、薬物手術療法 

講 義 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

配布資料 

４ 
内分泌疾患の病態と 

検査治療処置 

１．内分泌器官とホルモンの働き 

  治療薬として使われているホルモン剤 

２．末端巨人症・クッシング病・バセドウ病･橋本病･ 

クッシング症候群（高脂血症、痛風） 

３．治療検査 

ホルモン検査、ヨード検査、糖負荷試験、インス 

リン療法、食事・運動療法 

講 義 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

配布資料 

４ 
アレルギー・膠原病の 

病態と治療処置 

１．関節リウマチの総論―有病率・臨床症状・検査所見 

２．テーマ発表 a.免疫とは   b.自己免疫異常 

        c.膠原病の特徴 d.アレルギーとは 

３．慢性関節リウマチ、ＳＬＥ、アミロイドーシス、 

  強皮症、皮膚筋炎、シェーグレン 

４．検査治療―抗体・関節液・筋生検、ステロイド療法・

リハビリテーション 

講 義 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

配布資料 

１０ 
腎・泌尿器疾患の 

病態と検査治療 

１．総論：腎臓の解剖生理・検査、水・電解質バランス、

酸塩基平衡 

２．病態と処置・検査：電解質異常、各種腎疾患（IgA 腎

症、ネフローゼ、糖尿病性腎症）腎不全と腎機能検査、

腎生検 

３．治療：安静・減塩・利尿・降圧・ステロイド治療、血

液透析を中心に尿路結石、尿路感染、前立腺肥大 

講 義 

１ 単位修得認定試験   

評価方法 ： 筆記試験で評価する 

教科書  ：系統別看護学講座 成人看護学 （５）消化器  

（６）内分泌・代謝 

                                   （８）腎・泌尿器  

（11）アレルギー・膠原病・感染症       医学書院 

参考文献 ：必要時、紹介します 

学生のみなさんへ ：たくさん質問してください。 

 

 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師(実務経験あり) 

病態学Ⅲ １ ３０ ２年前期 クラス別 

鎌田理(医師)（外科的治療） 

学外講師(救急救命士)（救急処置法） 

金上宣夫(医師)（女性生殖器） 

鈴木祐介(診療放射線技師)（放射線） 

科目のねらい 

   手術療法、麻酔療法、放射線療法について治療の目的、優位性を学ぶ。 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

６ 外科的治療の実際 

１．外科患者の病態の基礎 

 １）手術侵襲と生体の反応 

 ２）炎症 

 ３）感染症 

 ４）腫瘍の診断と治療 

 ５）外傷とショック 

２．創傷管理、縫合と抜糸 

３．麻酔法 

１）麻酔とは 

２）麻酔の種類 

３）術前・術中・術後管理 

講 義 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

４ 救急処置法 

１．救急処置の範囲と対象 

２．救急処置法の原則と実際（BLS） 

３．演習 

講義 

演習 

１０ 

女性生殖器疾患の

病態と検査治療処

置 

１．性分化疾患 ２．外陰の疾患 ３．膣の疾患 

４．感染症疾患（性感染症）５．骨盤内炎症性疾患 

６．子宮の疾患（子宮がん、子宮筋腫、子宮内膜症、絨毛性疾患） 

７．卵管の疾患 ８．卵巣の疾患（良性腫瘍、悪性腫瘍） 

９．機能的疾患（月経異常、更年期障害、不妊症） 

講 義 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

１０ 放射線療法 

１．放射線の種類・性質：人体に与える影響と障害、 

被爆防護について 

２．CT 検査：CT の基礎、単純 CT と造影 CT 

  造影剤について（副作用と造影剤の予備テスト） 

３．RI 検査：放射線同位元素について、RI 検査の 

被爆、放射性医薬品、RI 検査室の管理 

４．MRI 検査：MRI の安全面に関する事項、検査の

内容、禁忌事項 

５．TV レントゲンの検査 

講 義 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

１ 単位修得認定試験   

評価方法 ： 筆記試験 

教科書  ：系統看護学講座 別巻 臨床外科看護総論・各論 臨床放射線医学 医学書院 

      系統看護学講座 成人看護学⑨ 医学書院 

参考文献 ：必要時資料配布します 

学生のみなさんへ ：楽しく学習しましょう。たくさんの質問を期待します。 

 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 実務経験あり 

病態学Ⅳ １ ３０ ２年前期 クラス別 

國分一郎(医師)（皮膚科）  

藤原美秋(医師)（耳鼻科） 

加藤雅史(医師)（眼科） 

千徳敏克(歯科医師)（歯科） 

石崎努(医師)・伊藤和則(医師)（脳神経） 

 

科目のねらい 

   感覚器疾患との病態と検査治療について学ぶ。 

 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

６ 
皮膚科疾患の病態と 

検査治療処置 

皮膚反応テスト、スキンケア 

薬物・ステロイド療法 

講 義 

スライド 

４ 
耳鼻科疾患の病態と 

検査治療処置 

外・中・内耳炎、メニエール病、アレルギー、 

咽頭・喉頭がん、ポリープ吸入、減感作、 

ステロイド、手術療法など 

講 義 

スライド 

６ 
眼科疾患の病態と 

検査治療処置 

流行性結膜炎、近・遠・弱視、眼底出血、白内障、 

緑内障、網膜症、網膜剥離、薬物・点眼・レーザー・

手術療法、光凝固、眼鏡など 

講 義 

４ 
歯科疾患の病態と 

検査治療処置 

齲歯、歯髄炎、歯周炎、口内炎、口腔癌、 

補綴の種類、適応、義歯の取扱、 

小児の矯正･予防歯科 

講 義 

配布資料 

１０ 
脳神経疾患の病態と 

検査治療処置 

１．脳神経の構造と機能 

２．症状とその病態生理 

３．検査、診断と治療・処置 

  診断と診療の流れ、検査・治療 

４．疾患の理解 

  脳疾患・脊髄疾患・末梢神経障害・脳神経の 

感染症 

講 義 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

１ 単位修得認定試験   

 

評価方法 ： 筆記試験 

教科書  ： 系統看護学講座 成人看護学 （７）脳神経  （１２）皮膚 （１７）眼 

                   （１４）耳鼻・咽喉 （１５）歯・口腔   医学書院 

参考文献 ： 参考文献 ：その都度紹介します 

学生のみなさんへ ：どんどん質問してください。 

 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 実務経験あり(医師) 

保健医療論 １ ３０ １年前期 
クラス別 

合同 

丸山 淳士(14 時間) 

日下 勝博（16 時間）      

科目のねらい 

   医療と看護の原点を見据え、現代の医療を取り巻く社会を広く概観し、社会のニーズに対応する保 

健・医療・福祉制度の変化と課題を学ぶ。 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

２ 

（丸

山） 

医療と看護の原点 

命について考える 健康とは  

病の体験 癒しの行為と癒しの知 

講 義 

２ 

（丸

山） 

医療の歩みと医療観の変遷 

医学・医療観のうつりかわり 

４ 

（丸

山） 

私たちの生活と健康 

保健・福祉行政   

疾病の一次予防と健康増進  

少子高齢化社会と課題 

障害者のノーマライゼーションとインク

ルージョン 

２ 

（丸

山） 

科学技術の進歩と現代医療 
科学技術の進歩と社会・生活の変化 

現代医学と先端医療技術最前線 

４ 

（丸

山） 

２ 

（日

下） 

現代医療の新たな課題 

医原病という考え方とケアの実践 

先端医療技術がもたらす倫理上のジレン

マ 

生命倫理学と臨床倫理学 

医療不信から「賢い患者」へ 

インフォームドコンセントと医療情報の

開示 

４ 

（日

下） 

医療を見つめなおす新しい視点 

患者の安全 

医療の管理と評価 

情報化社会と医療 

10 

（日

下） 

保健・医療・福祉の潮流 

プライマリケアの新たな展開 

医療におけるケアの視点 

保健・医療の国際化 

地域包括医療システムの新しい展開 

保健・医療システムと地域住民の役割 

１ 単位修得認定試験  
 

 

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：系統看護学講座 健康支援と社会保障制度〔１〕 総合医療論  医学書院 

参考文献 ：参考文献 ：その都度紹介します 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講師  

社会福祉Ⅰ １ １５ ２年前期 クラス別 
 澤 伊三男         

実務経験あり(社会福祉士) 

 

科目のねらい 

   社会福祉の理念と意義を理解するとともに、社会福祉援助技術を中心に支援理論を学ぶ。 

様々な問題提起を通して、現在日本の社会福祉の現状や課題並びにあるべき姿について学ぶ。 

 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

２ 福祉の定義と展開 

社会福祉の定義と理念、歴史 

事例を通して福祉の役割を理解する 

福祉の意義と必要な視点 

講 義 

２ 福祉と医療の協同と役割 
福祉の範囲と専門職、 

医療と福祉の接点と協同 

２ 社会福祉の価値前提 社会福祉の価値前提と支援の原則 

２ 
社会福祉援助技術と環境調

整 

ソーシャルワーク理論を中心に相談援助及び環

境調整のあり方 

２ 社会構造の現状と課題 我が国の社会構造の変化と少子高齢化の課題 

２ 日本の社会的課題と方向性 日本社会の抱える福祉的課題と対応 

２ 家族構成の変化と労働 世帯構成及び生活環境の急激な変化と家族 演 習 

１ 単位修得認定試験 期末試験  

評価方法 ： 期末試験 

教科書  ： 特になし。授業開始時にレジュメを配布し、それに従い展開する 

参考文献 ： 社会福祉士養成講座編集員会編「現代社会と福祉」中央法規出版 

 澤 伊三男、渋谷 哲他編「ソーシャルワーク実践事例集Ⅰ・Ⅱ」明石書店 

学生のみなさんへ ：社会福祉とは、「共生」の理念に基づいた共に支え合うことが原点です。 

          基盤となるものは、「利用者支援」であり、「人権擁護」の視点が求められています。共有の

現場での実践を目指した講義を心掛けますので、展開される様々な事例を通して社会福祉を

理解していきましょう。   

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講師  

社会福祉Ⅱ １ １５ ２年後期 クラス別 
澤 伊三男          

実務経験あり(社会福祉士) 

 

科目のねらい 

   社会福祉の分野における専門的な単元を理解し、具体的な内容についての理解を深めていく。 

 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

２ 社会保障と地域福祉 
社会保障の概念と制度 

地域福祉の展開と位置付 

講 義 

２ 公的扶助論 
現代と貧困 

生活保護制度と低所得者福祉 

２ 社会福祉援助技術論 援助技術の方法論と具体的展開 

２ 高齢者福祉論 高齢者の現状と福祉制度 

２ 介護福祉論 介護の定義とその内容 

２ 子ども家庭福祉論 家族構造の変化とＤＶ・児童虐待への対応 

２ 障害者福祉論 障がい者への支援と課題 

１ 単位修得認定試験 
期末試験  

 

評価方法 ： 筆記試験 

教科書  ：特になし。授業開始時にレジュメを配布し、それに従い展開する 

参考文献 ： 社会福祉士養成講座編集員会編「現代社会と福祉」中央法規出版 

 澤 伊三男、渋谷 哲他編「ソーシャルワーク実践事例集Ⅰ・Ⅱ」明石書店 

学生のみなさんへ ：分野別に学ぶことによって、社会福祉を皆さんがどのように理解し考えて 

          いるか、意見交換をしながら講義を進めていきたいと思います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師  

関係法規Ⅰ １ １５ ２年前期 クラス別 
小野田 充宏         

実務経験あり(弁護士) 

 

科目のねらい 

   法学の基礎と，医療及び医療従事者に関する法規を理解する。 

 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

４ 法学の基礎 

 

法・法律とは何か，民事・刑事・行政の各法の

内容や３つの法的責任と紛争解決手段，看護関

係法規の全体像等について学ぶ。 

 

講 義 

６ 医療従事者に関する法律 

 

保健師助産師看護師法や看護師等の人材確保

に関する法律を中心に，医師やコメディカルの

資格等に関する法律を学ぶ。 

 

４ 医療に関する法律 

 

医療法や臓器移植法を中心に，医療を提供する

施設に関する規制等，安全・適正・公平・効率

的な医療提供を実現するための法律を学ぶ。 

１ 薬務に関する法律 

 

薬事法や毒物及び劇物取締法など，医薬品・医

療機器，その他国民の衛生上規制を必要とする

物品の製造・販売などを規制する法律を学ぶ。 

 

１ 単位修得認定試験 

  

 

評価方法 ： 筆記試験 

教科書  ： 看護関係法規～看護職の責任と法的根拠を学ぶ～         南江堂 

参考文献 ： 必要時、資料を配布します 

学生のみなさんへ ：積極的な質問を歓迎します。 

 

 

 

 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師  

関係法規Ⅱ １ １５ ２年後期 クラス別 
小野田充宏          

実務経験あり(弁護士) 

 

科目のねらい 

   看護業務に関連の深い関係法規を学び，看護師の業務や責任について学ぶ。 

    

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

４ 公衆衛生に関する法律 

 

「地域保健と健康に関する法」「母子と暮らしに関

する法」「感染症に関する法」という観点から，公

衆衛生法規を学ぶ。 

 

講 義 

２ 
社会保険と社会福祉に

関する法律 

 

他の科目でも取り上げられる社会保険や社会福祉

について，法制度という観点から学ぶ。 

 

２ 
その他看護業務に関わ

る法律 

 

「労働」に関する法律と，「看護師の守秘義務と個

人情報保護」に関する法律について学ぶ。 

 

７ 

医療事故と看護師の法

的責任 

 

 

看護師が関わる医療事故にはどのようなものがあ

るか，看護師は業務を行うにあたってどのような

義務（業務上の注意義務）を負っているか，看護

師がこの義務に違反して医療事故（看護事故）を

引き起こした場合にどのような法的責任を負うの

か等について学ぶ。 

 

１ 単位修得認定試験 
  

 

評価方法 ： 筆記試験 

教科書  ： 看護関係法規～看護職の責任と法的根拠を学ぶ～         南江堂 

学生のみなさんへ ：積極的な質問を歓迎します 

 

 

 

 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師  

公衆衛生学 １ １５ １年前期 クラス別 

都築 俊文          

実務経験あり 

(元道立衛生研究所研究員) 

科目のねらい 

 公衆衛生活動の特徴は、主に特定の人間集団を対象とするものであり、その目的は疾病の予防のみならず、健

康の維持・増進を図ることにある。このような特性を理解するとともに、公衆衛生活動を展開するための基礎知

識を身につける 

 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

２ 

公衆衛生の理念 

 

 

 

公衆衛生の技術 

公衆衛生の目的、公衆衛生と健康、健康に寄 

与する医療の役割、今日の健康観、ヘルスプ 

ロモーション、プライマリーヘルスケアなど 

 

疫学と健康指標、人口静態、人口動態、死亡 

率、健康づくりを支援する新しい健康教育、 

地域での看護職の役割 

講 義 

３ 

医療の動向と医療保障 

 

 

公衆衛生と国際化 

 

医療法の概要、医療従事者と患者・家族の関係、 

医療施設の現況、医療保障制度と医療経済 

 

国際保健医療協力の現状、情報公開と生命倫理 

生命倫理に於ける看護職の役割 

２ 公衆衛生と地域保健 
地域保健の特性、母子保健、 

学校保健、保健所の役割 

２ 公衆衛生と地域保健 成人・老年保健、精神・難病保健 

２ 公衆衛生と環境保健 

公害の教訓、地球環境問題、地球温暖化、オゾン 

層の破壊、酸性雨、砂漠化、 

身のまわりの環境問題：一般及び産業廃棄物とその処理 

２ 同上 及び産業保健 
水質汚染、大気汚染、食品の安全、労働者の健康状態、作

業関連疾患と生活習慣病 

２ 感染症・危機管理 新興・再興感染症、結核、HIV、AIDS、悪性新生物（癌） 

１ 単位修得認定試験   

評価方法 ： 筆記試験 

教科書  ： 系統看護学講座 健康支援と社会保障制度［２］ 公衆衛生    医学書院 

参考文献 ： 適宜、資料配布予定 

学生のみなさんへ ：公衆衛生学は看護師あるいは保健師を目指す人たちにとって、必ずしも興味の持てる学問

ではないかも知れません。しかし、当該者にとっては極めて基本的かつ常用的な内容であり、

さらに一人の人間としても学ぶに値する学問であると確信しています。   



 

 

 

 

 

 

 

専門分野Ⅰ 

 

基礎看護学 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

基礎看護学（１１単位　３３０時間）

感染防止の技術

安楽確保の技術

排泄の援助

（１単位　３０時間）

（１単位　３０時間）

基礎看護学

臨床看護総論

症状別看護

治療別看護

（１単位　３０時間）

日常生活行動援助技術実践

健康障害のある対象・家族の理解

（１単位　３０時間）

看護過程

看護研究

フィジカルアセスメント技術

（１単位　３０時間）

診療に伴う援助技術

経管栄養法

フィジカルアセスメント（全身状態・身体各部の観察）

看護過程の概要

放射線療法と看護

意識障害の看護

看護過程の構成要素と事例展開

観察・記録

コミュニケーション

共通基本技術
（１単位　３０時間）

診療に伴う援助技術実践

死の看取りの援助

呼吸管理

日常生活援助の意義

日常生活行動援助技術

学習支援

（１単位　３０時間）

（１単位　３０時間）

浣腸、導尿、膀胱留置カテーテル、輸血管理

診療に伴う援助技術の意義

バイタルサイン

衣生活の援助

与薬

（１単位　３０時間）

健康レベル別看護

慢性期の看護

回復期の看護

安静療法と看護

検査の看護

活動・休息

栄養・排泄障害の看護

急性期の看護

食生活の援助

清潔保持の援助

終末期の看護

リハビリテーション

痛みのある患者の看護

循環障害の看護

呼吸障害の看護

化学療法と看護

食事療法と看護

安全確保の技術

看護の概念

看護の対象

看護倫理

看護の提供者

看護理論

看護の機能と役割

環境調整技術

災害看護

看護学概論Ⅰ

（１単位　３０時間）

看護学概論Ⅱ

看護技術の概念

国際協力
（１単位　３０時間）



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師  

看護学概論Ⅰ １ ３０ １年前期 クラス別 
斉藤 恭子          

実務経験あり(看護師) 

科目目的 

 看護の概念をとらえ、看護の位置づけと役割を学ぶ。 

科目目標 

１．看護の歴史的変遷を学び、看護の概念を理解する。 

２．健康について多面的にとらえることができ、看護者としての健康観を培う。 

３．看護の対象である人間について学び、看護の対象としての人間を統合的に理解する。 

４．看護職の資格と養成制度、継続教育を学び、職業としての看護職の概要を理解する。 

５．看護の機能と役割を学び、看護活動の概要を理解する。 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

１６ 看護の概念 

１．看護の概念 

１）看護の原点と歴史 

２）職業としての看護 

２．看護の定義 

 １）看護の理論家にみる看護の定義 

（ナイチンゲール、ヘンダーソン他） 

 ２）職能団体の定義 

 ３）看護ケアとは 

３．F.ナイチンゲールの看護論 

講 義 

演 習 

（GW） 

４ 看護の対象 

１．人間の特徴 

２．社会と看護…家族・社会の中での役割 

３．健康の定義と諸相 

４．発達段階と発達課題 

講 義 

６ 
看護の提供者 

 

１．職業としての看護 

２．看護職の資格と養成にかかわる制度 

３．看護職の就業状況と継続教育 

４．看護職養成制度の課題 

講 義 

４ 看護の機能と役割 

１．保健・医療・福祉のチームにおける看護職の

役割・活動 

２．医療安全と医療の質の保証 

３．看護職をめぐる制度と政策 

４．看護管理 

５．看護倫理 

講 義 

１ 単位修得認定試験   

 

評価方法 ：筆記試験・レポート 

教 科 書 ：系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学 看護学概論   医学書院 

      看護覚え書き 本当の看護とそうでない看護         日本看護協会出版会 

参考文献 ：都度紹介します。 

学生のみなさんへ ：グループワークがあります。積極的に自分の意見をもって参加してください。 

 

 

 

 



 

 

科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師  

看護学概論Ⅱ １ ３０ １年前期 クラス別 
学内教員           

(実務経験あり) 

 

科目目的 

 １．看護理論を学ぶ。 

 ２．看護倫理に関する基本的知識を学ぶ。 

 ３．災害看護の概要を学ぶ。 

４．国際看護の概要を学ぶ。 

科目目標 

 １．看護理論の発展過程を学び、看護理論を理解する。 

 ２．職業倫理としての看護倫理がどのように確立できたかを理解する。 

 ３．災害看護の特徴を理解する。 

 ４．グローバル化を視野にいれた国際社会における看護の概要を理解する。 

 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

１２ 看護理論 

１．看護理論の発展過程と構成 

 １）看護理論と看護実践 

 ２）看護活動に用いられる理論 

（広範囲理論・中範囲理論・小範囲理論）  

３）看護理論の発展過程と主な看護モデル 

  発達モデル・ニード論・システムモデル（オレム

のセルフケアモデル・ロイ適応モデル） 

２．ヘンダーソンの看護理論  

講 義 

グループワーク 

(田中) 

４ 
災害看護 

 

１．災害看護の概念と構造 

 （災害看護の具体的取組みの始まり、災害の概念、

災害看護とは） 

２．災害と健康 

 （日本の災害の特徴、災害が人々の健康に及ぼす影響、災

害時要配慮者、ケア提供者への影響、環境への影響） 

講 義 

(赤坂) 

１０ 看護における倫理 

１．看護倫理（倫理法・倫理規定、看護倫理、倫理的意思

決定と責任、日本看護協会倫理綱領・職業倫理） 

２．医療をめぐる倫理と歴史的経緯と看護倫理 

  患者の権利とインフォームドコンセント 

  患者の意思決定支援と守秘義務 

  現代医療におけるさまざまな倫理的問題 

３．看護実践における倫理問題への取り組み  

講 義 

グループワーク 

(田中) 

４ 国際協力 

１．国際協力のしくみ 

２．国際交流   

３．国際協力 

４．看護における国際化の状況  

５．これからの展望 

講 義 

(田中) 

１ 単位修得認定試験   

 

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学 看護学概論   医学書院 

      新訂版 実践に生かす看護理論１９ 第２版         サイオ出版  

      看護の基本となるもの 再新装版              日本看護協会出版会 

参考文献 ：都度紹介します 

 

 



 

 

科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

共通基本技術 １ ３０ １年前期 クラス別 

斉藤 恭子(看護師) 

朝倉 あつ子(看護師) 

演習（斉藤、中村） 

 

科目目的 

様々な対象のあらゆる看護実践の基本となる技術を理論的、実践的知識を踏まえながら学ぶ。 

 

科目目標 

 １．看護における技術の考え方を理解する。 

 ２．安全でかつ、安楽な援助技術の必要性を理解する。 

 ３．看護実践に共通する観察、記録、感染予防、環境調整、コミュニケーション、学習支援について 

の技術を理解する。 

 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

 ２ 
看護技術の概念 

（朝倉） 

１．技術とは何か 

２．看護技術の特徴 

３．看護技術の範囲 

４．看護技術を適切に実践するための要素 

５．看護技術の発展と修得のために 

講 義 

 ２ 
コミュニケーション 

（朝倉） 

１．コミュニケーションの意義と目的 

２．コミュニケーションの構成要素と成立過程 

３．関係構築のためのコミュニケーション 

４．効果的なコミュニケーションの実際 

５．コミュニケーション障害への対応 

講 義 

 ４ 
観察・記録 

（朝倉） 

１．観察 

 １）観察とは 

 ２）看護における観察 

  ① 観察の目的  ② 観察の方法 

  ③ 観察の機会  ④ 観察の手段 

⑤ 観察の基本条件 

３）観察の視点と内容 

２．記録 

 １）看護記録とは 

 ２）記録・管理における留意点 

 ３）看護記録の構成 

３．報告 

 １）目的 

２）報告の原則 

講 義 

 ４ 

 

 

 

 

安全確保の技術 

（朝倉） 

 

 

１．安全確保の基礎知識 

２．誤薬防止 

３．チューブ類の予定外抜去防止 

４．患者誤認防止 

５．転倒・転落防止 

６．薬剤・放射線暴露の防止 

 

講 義 

演 習 

・安全な療養環境 

の整備 

 



 単元         学習内容 学習方法 

 ４ 
感染防止の技術 

（斉藤） 

１．感染防止の基礎知識 

２．標準予防策（スタンダードプリコーション） 

３．感染経路別予防策 

４．洗浄・消毒・滅菌 

５．感染性廃棄物の取り扱い 

講 義 

演 習 

・衛生学的 

・手洗い 

・ガウンテク 

ニック 

 ４ 

安楽確保の技術 

（斉藤） 

 

１．基本的活動の基礎知識 

１）安全で安楽な姿勢  ２）日常生活動作 

３）ボディメカニクス 

２．身体ケアを通じてもたらされる安楽 

３．罨法 冷罨法、温罨法 

講 義 

演 習 

・氷 枕 

・温 枕 

 ８ 
環境調整技術 

（斉藤） 

１．療養生活の環境 

２．病室の環境のアセスメントと調整 

３．ベッド周囲の環境調整 

４．病床を整える 

５．就床患者のリネン交換 

講 義 

演 習 

・ベッドメーキン

グ 

・療養環境の整備 

・就床患者のリネ

ン交換 

 ２ 
学習支援の技術 

（朝倉） 

１．看護における学習支援とは 

２．健康に生きることを支える学習支援 

３．健康状態に伴う学習支援 

４．学習支援の実際 

講 義 

１ 単位修得試験  

 

評価方法 ： 筆記試験 

教 科 書 ： 系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ 医学書院  

 看護が見える①② メデイックメディカ 

参考文献 ：都度紹介します 

学生のみなさんへ ：事前学習をして講義や演習に臨みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 実務経験あり 

日常生活行動 

援助技術 
１ ３０ １年前期 クラス別 

赤坂 恵子(看護師) 

演習（赤坂、中村、斉藤他） 

科目目的  

 対象者のセルフケア能力と安全・安楽に配慮した日常生活援助技術を学ぶ。 

科目目標 

１．基本的欲求の充足状態とセルフケア能力に応じた日常生活の援助を理解できる。 

２．安全・安楽に配慮した援助方法を理解し、日常生活援助技術を習得できる。 

３．対象者に合わせて、根拠に基づいた日常生活援助技術を習得できる。 

４．対象者を尊重した姿勢・態度を行動で示すことができる。 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

２ 日常生活援助の意義 

１．日常生活援助の意義 

２．日常生活行動のニーズが未充足な対象のアセ

スメント 

３．日常生活が障害された対象の理解 

講 義 

４ 活動・休息 

１．基本的活動の援助 

１）体位      ２）体位変換 

３）移動      ４）移乗・移送 

５）体位保持 

２．睡眠と休息の援助 

１）援助の基礎知識 

２）援助の実際 

講 義 

DVD 

演 習 

体位変換 

車椅子移乗 

１４ 清潔・衣生活 

１．清潔の援助 

１）清潔の援助の基礎知識 

２）清潔の援助の実際 

２．病床での衣生活の援助 

１）援助の基礎知識 

２）援助の実際 

講 義 

DVD 

演 習 

全身清拭 

寝衣交換 

 

４ 食生活 

１．食事援助の基礎知識 

２．食事介助 

３．摂食・嚥下訓練 

講 義 

DVD 

演 習 

食事介助 

４ 排泄 

１．自然排尿及び自然排便の介助 

２．導尿 

３．排便を促す援助 

４．ストーマケア 

講 義 

DVD 

演習 

便器・尿器挿入 

２ 死の看取りの援助 

１．死亡の場所とケア 

２．死にゆく人と周囲の人々へのケア 

３．わが国の風習に根づく死後の処置のあり方 

４．死後の処置 

講 義 

１ 単位修得認定試験   

評価方法 ： 筆記試験 

教科書  ：系統看護学講座 専門１ 基礎看護技術Ⅰ Ⅱ 医学書院      

 看護がみえる①② メディックメディア 

参考文献 ：都度紹介します 

学生のみなさんへ ：事前学習して授業・演習に臨みましょう 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師  

フィジカル 

アセスメント技術 
１ ３０ １年前期 クラス別 

中村 恵子 

実務経験あり(看護師) 

演習（中村、学内教員） 

 

科目目的 

看護におけるフィジカルアセスメントの意義と目的がわかり、必要とされる技術を習得する。 

 

科目目標 

１．看護に必要なフィジカルアセスメントの意義と目標がわかる。 

 ２．身体計測の目的と正確な測定技術を習得する。 

 ３．系統別フィジカルアセスメントの意義と目的がわかり、技術を習得する。 

 ４．バイタルサインの目的と確実な技術を習得する。 

 

授業進度と内容 

４ バイタルサイン測定 

のための知識            

１．バイタルサインとは 

２．体温、脈拍、呼吸、経皮的酸素飽和度、血圧 

  講義 

４ バイタルサイン測定

の技術と値の評価 

１．腋窩検温 ２．脈拍 ３．呼吸 

４．経皮的酸素飽和度 ５．血圧(触診・聴診法) 

  演習 

２ 異常呼吸・脈拍測定

の技術 

１．モデルを用いての異常呼吸・脈拍の聴診 

２．血圧測定(復習) 

  演習 

１ 単位認定修得試験   

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：系統看護学講座 専門分野１ 基礎看護技術Ⅰ 医学書院 

看護がみえる③フィジカルアセスメント      メディックメディカ 

参考文献 ：都度紹介 

 

時間 単元 学習内容 学習方法 

２ 導入 

１．ヘルスアセスメント 

２．フィジカルアセスメント 

１）基本原則  2)必要な技術 

講義 

４ 
問診・フィジカル 

イグザミネーション 

１．基本情報の問診 

２．フィジカルイグザミネーション 

１）視診  ２）触診  ３）打診  ４）聴診 

講義 

  DVD 

  演習 

２ 身体各部の計測 

１．目的 

２．身体計測の技術 

 １）器具の正しい使い方 

 ２）測定と値の評価 

講義 

演習 

 

１０ 
系統別アセスメント

の知識 

１．頭頚部のアセスメント 

２．呼吸のアセスメント 

３．循環のアセスメント 

４．消化機能のアセスメント 

５．皮膚のアセスメント 

講義 

DVD 

 

２ 
系統別アセスメント

の技術 

１．聴診：心音、呼吸音、腸蠕動音 

２．視診・触診：腹壁の状態・下肢の浮腫の有無 
  演習 



 

 

 

科目目的 

対象者が、安全・安楽に診療を受けられるために必要な知識と技術を学ぶ。 

 

科目目標 

１．検査・治療・処置の意義と目的を理解する。 

２．検査・治療・処置における看護の役割を理解する。 

３．診療の援助を安全に提供するための必要な基礎的知識を理解し、看護技術を習得する。 

 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

２ 

診療に伴う 

援助技術の意義 

 

１．診療の援助と保健師助産師看護師法 

２．診療の基礎知識   

 １）感染予防 

 ２）滅菌と消毒 

 ３）臨床医療機器と看護 

３．診察における看護の役割 

４．診察時の援助 

講 義 

４ 検査の看護 

１．検査の意義 

２．検査時の看護師の役割 

３．対象の検査への理解・受容への援助 

４．主な検査の具体的援助方法 

 １）排泄物（尿・便・痰） 

 ２）体液（血液・穿刺液・分泌物） 

 ３）生体検査（心電図・脳波・呼吸機能検査・ 

超音波・Ｘ線検査）  

５．静脈血採血の目的・必要物品と確認と穿刺方 

法・留意点 

講 義 

ＤＶＤ 

２ 呼吸管理 

１．吸入の基礎知識 

１）目的 

２）種類と方法（薬物吸入） 

 ３）安全・安楽な技術 

２．吸引の基礎知識 

１）吸引の目的 

２）種類と方法（一時吸引） 

 ３）安全・安楽な技術 

講 義 

ＤＶＤ 

 

２ 経管栄養 

１．経管栄養法の基礎知識 

２．経管栄養法の目的 

３．経管栄養法の種類と方法 

（経鼻経管栄養法・胃瘻） 

４．経管栄養法の注意事項と安全に実施する基本 

講 義 

ＤＶＤ 

 

 

 

 

 

 

科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講 師  

診療に伴う援助技術 １ ３０ １年 後期 クラス別 
中村恵子実務経験あり(看護師) 

演習（中村、学内教員） 



 

 

 

評価方法 ： 筆記試験 

教科書  ：系統看護学講座 専門分野１ 基礎看護技術Ⅱ 医学書院 

看護技術がみえる２      メディックメディア 

参考文献 ：都度紹介します。 

 

 

 

 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

４ 

浣腸・導尿・ 

膀胱留置カテーテル 

 

１．浣腸の基礎知識 

１）目的      ２）種類と方法（排便浣腸） 

３）安全・安楽な技術 

２．導尿の基礎知識 

 １）目的 

２）種類と方法 

（１）一時的導尿：安全・安楽な技術 

（２）膀胱留置カテーテル：安全・安楽な技術 

講 義 

ＤＶＤ 

 

10 
与薬・輸血 

 

１．薬物の基礎知識 

２．目的 

３．薬物療法の種類 

１）経口薬 

（１）種類（食前・食後・食間・時間薬・就寝前・頓

服・口内錠） 

（２）剤形（粉末・固形・液状） 

（３）安全・安楽な技術 

 ２）坐薬 

（１）種類（肛門・膣）（２）安全・安楽な技術 

３）経皮薬 

（１）経皮薬の種類（貼付剤・軟膏・点鼻・点眼・眼

軟膏・咽頭塗布剤） 

（２）安全・安楽な技術 

４）注射薬 

（１）注射器の取り扱い 

６R の確認、準備（注射器と注射針、薬液） 

  皮膚の消毒と感染予防、針刺し予防、廃棄物の取扱 

（２）各注射法の目的と適応・必要物品と確認・注射

部位と穿入方法・留意点  

① 皮内注射 ② 皮下注射  ③筋肉内注射 

④ 静脈内注射 

 ５）輸血 

（１）種類と安全な技術 （２）安全な技術 

講 義 

 

デモンストレ

ーション 

直腸内与薬 

 

講 義 

ＤＶＤ 

演習 

注射器の取り

扱い 

６ 
採血・注射演習 

 

１．演習 

１）注射器と注射薬の取り扱い 

２．検体検査 

 １）検尿      ２）静脈血採血 

３．注射法 

注射部位の確認、主な合併症、刺入角度と薬液注入 

 抜針後の取り扱い 

１）筋肉内注射（中殿筋、三角筋）２）皮下注射 

講 義 

ＤＶＤ 

演 習 

デモンストレ

ーション 

静脈血採血 

筋肉内注射 

皮下注射 

１ 単位修得認定試験   



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講 師  

看護過程 １ ３０ １年 後期 クラス別 

中村 恵子         

実務経験あり(看護師) 

演習担当（学内教員） 

 

科目目的 

看護の目的を達成するために、対象の健康問題を判断し、解決するための方法論を学ぶ。 

 

科目目標 

１．看護過程とは何か、その概念を知る。 

２．看護活動における看護過程の役割を理解する。 

３．看護過程における各段階を理解する。 

４．計画立案の視点、過程を理解する。 

５．実施評価の視点を理解する。   

 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

４ 看護過程の概要 

１．看護過程とは何か 

２．看護過程を学ぶ意義 

３．看護過程の構成要素 

 １）アセスメント 

   アセスメントのプロセス 

   看護理論（看護論）に基づくアセスメント 

 ２）看護問題の明確化 

 ３）計画立案 

 ４）実施・評価 

４．看護過程の展開に必要な能力 

 

講 義 

１８ 

ヘンダーソンの看護

論に基づいた事例の

看護過程展開 

 

アセスメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護問題の明確化 

 

 

１．ヘンダーソン看護論の概要 

 １）看護の独自の機能とは 

２）基本的看護の構成要素 

３）常在条件・病理的状態 

２．情報収集・整理 

１）系統的な情報収集とは 

２）情報収集の方法 

３）主観的情報と客観的情報 

 ４）V.ヘンダーソンの看護論に基づいた情報収集 

・基本的看護の構成要素 

・基本的欲求に影響を及ぼす常在条件 

・基本的欲求を変容させる病理的状態 

 

３．情報の分析・解釈 

  基本的欲求の充足状況の判別と原因・誘因 

 

４．看護問題の明確化 

 １）関連図の作成と問題の原因・誘因の特定 

 ２）看護問題の設定と看護診断 

 

 

 

 

 

 

講 義 

演 習 

GW 

個人ワーク 



時間 単元 学習内容 学習方法 

４ 

計画立案 

 

 

 

 

 

 

 

５．計画立案 

１）優先順位の考え方 

２）看護目標と具体的な援助方法 

  ・長期目標、短期目標 

 ・具体策 

観察計画（OP）、直接的援助計画（TP） 

教育・指導計画（EP） 

 

講 義 

演 習 

GW 

個人ワーク 

４ 

看護計画の実施・ 

評価 

 

６．実施・評価 

 １）計画に基づく看護の実施・評価の体験 

 ２）計画の終了・修正・継続・ 

 

 

 

評価方法 ：レポート評価 

 

教科書  ： 看護の基本となるもの                  日本看護協会出版会 

看護過程を使ったヘンダーソン看護論の実践 第４版    ヌーヴェルヒロカワ 

系統看護学講座 専門分野１基礎看護技術Ⅰ 医学書院 

 

参考文献 ： その都度紹介します 

 

学生のみなさんへ ：講義とグループワーク、個人ワークで事例を用いた看護過程展開の演習を並行して行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講師  

日常生活行動 

援助技術実践 
１ ３０ １年 後期 クラス別 

中村 恵子 

実務経験あり(看護師) 

他 学内教員 

科目目的 

  既習の知識・技術を活用し、根拠に基づき、事例に応じた看護技術を倫理的態度で安全・安楽に苦痛なく実

践できる能力を養う 

 

科目目標 

１．対象者の安全、安楽に配慮した日常生活の援助について検討できる。 

２．複数の看護技術を合わせて、日常生活援助を実践するための計画を立案できる。 

３．計画に基づいた看護を、一連の行為として実践できる。 

４．日常生活援助を実践する前にバイタルサイン・フィジカルアセスメントの結果から実施可能かを判断する

必要性を理解できる。 

５．自己の達成レベルの確認を通して自己を評価し、今後の自己課題（自己目標）を明確にすることができる。 

 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

２ 演習オリエンテーション 

１．オリエンテーション 

１）演習の概要 

２）事例の説明 

３）グループ編成 

４）計画書作成 

５）評価方法 

６）注意事項・留意点 

講 義 

 

６ 対象者の理解と看護技術 

１．対象者を理解する方法 

 １）高齢者体験セットを用いた疑似体験 

 ２）シミュレータを用いた 

フィジカルアセスメント 

２．看護技術の安全性・安楽性の検討 

 ・共通基本技術 

・日常生活援助技術 

・フィジカルアセスメント技術 

講 義 

演 習 

グループワーク 

４ 
看護実践の構造と 

    計画立案 

１．対象者に合わせた日常生活援助の構造 

  一連の行為における看護技術の構造 

２．対象者の特徴に合わせた看護を実践する 

ための行動計画の立案 

講 義 

演 習 

１８ 
事例に合わせた日常生活

援助の実践 

事例に合わせた日常生活援助を一つ選び、行

動計画を立案し、実施する 

１．上半身清拭 

２．寝衣交換 

３．足浴（端坐位・臥床） 

グループワーク 

演 習 

（発表含む） 

評価方法 ：実技試験・レポート 

教科書  ：系統看護学講座 専門分野１ 基礎看護技術Ⅱ 医学書院 

看護技術が見える１        メディックメディア 

フィジカルアセスメントがみえる  メデイックメディカ 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講 師  

診療に伴う援助技術実践 １ ３０ １年 後期 クラス別 

中村 恵子 

実務経験あり(看護師) 

学内教員 

 

科目目的 

既習の知識・技術を活用し、根拠に基づき、事例に応じた看護技術を倫理的態度で安全・安楽に苦痛なく実

践できる能力を養う。 

 

科目目標 

１．演習の目的・内容・方法について理解できる。 

２．グループメンバーと演習計画を立案できる。 

３．事前レポートを作成し、演習計画を立案できる。 

４．看護技術を一人で実施できる。 

５．自己の達成レベルの確認を通して自己を評価し、今後の自己課題（自己目標）を明確にすることができる。 

 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

２ 演習オリエンテーション 

１．オリエンテーション 

１）演習内容 

２）学習方法 

３）グループ編成 

４）評価方法 

５）注意事項・留意点 

６）手順書作成 

講 義 

グループワーク 

２８ 点滴静脈内注射 点滴静脈内注射 
グループ学習 

演 習 

１ 単位修得認定試験 

 

演習要綱参照 

 

評価方法 ：診療に伴う援助技術実践評価表に基づいて行います。 

教科書  ：基礎看護学全般 

参考文献 ：その都度配布・紹介します。 

学生のみなさんへ ：実践に向けて復習をしっかりして臨みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講師  

臨床看護総論 １ ３０ １年 後期 クラス別 
高橋 久江        

実務経験あり(看護師) 

 

科目目的 

各健康レベルにある対象・家族の理解をし、そのレベルを理解しながら看護実践ができる。 

 

科目目標 

１．健康障害のある対象・家族を理解する。 

２．各健康レベルにある対象の看護実践を理解する。 

３．在宅療養をする対象・家族について理解できる。 

 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

２ 
健康障害のある 

対象・家族の理解 

１．患者の理解  

２．患者と家族の理解 

３．患者と医療者の関係 

４．患者にとっての病院 

５．患者にとっての在宅 

講 義 

２ 
健康レベル別看護 

急性期 

１．急性期の定義     

２．急性期の対象の特徴      

３．急性期の治療の特徴 

４．急性期の患者・家族のニーズと看護 

５．危機理論 

講 義 

２ 
健康レベル別看護 

慢性期 

１．慢性期の定義 

２．慢性期患者の身体的・精神的・社会的特徴 

３．慢性期の疾患・治療の特徴 

４．慢性期の患者・家族のニーズと看護 

講 義 

２ 
健康レベル別看護 

回復期 

１．回復期の定義 

２．回復期患者の身体的・精神的・社会的特徴 

３．回復期と障害 

４．回復期の患者・家族のニーズと看護 

講 義 

２ 
健康レベル別看護 

終末期 

１．終末期の定義 

２．終末期患者の身体的・精神的・社会的特徴 

３．終末期医療の特徴 

４．死へのプロセス 

５．終末期の患者・家族のニーズと看護 

講 義 

２ 
健康レベル別看護 

リハビリテーション 

１．リハビリテーションの定義 

２．リハビリテーションの目的 

３．リハビリテーションの種類 

４．リハビリテーションの看護 

講 義 

 

 

 



時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

２ 

症状別看護 

 

呼吸障害のある 

患者の看護 

１．呼吸障害とは 

２．呼吸障害に対する治療 

３．呼吸障害患者のニーズ 

４．呼吸障害のある患者の看護 

講 義 

２ 

症状別看護 

 

循環障害のある 

患者の看護 

１．循環障害とは 

２．循環障害に対する治療 

３．循環障害患者のニーズ 

４．循環障害患者の看護 

講 義 

２ 

症状別看護 

 

栄養・排泄障害の

ある患者の看護 

１．栄養・排泄障害とは 

２．栄養・排泄障害に対する治療 

３．栄養・排泄障害患者のニーズ 

４．栄養・排泄障害のある患者の看護 

講 義 

２ 

症状別看護 

 

意識障害の看護 

１．意識障害とは 

２．意識障害の原因 

３．意識レベルの判定 

４．意識障害患者のニーズ 

５．意識障害のある患者の看護 

講 義 

２ 

症状別看護 

 

痛みのある 

患者の看護 

１．痛みの定義 

２．痛みのメカニズムと分類 

３．痛みに影響する因子 

４．痛みに対する治療 

５．痛みをもつ患者の看護 

講 義 

２ 

治療別看護 

 

安静療法と看護 

１．安静療法とは 

２．安静療法を必要とする患者 

３．安静療法を受ける患者の看護 

講 義 

２ 

治療別看護 

 

食事療法と看護 

１．食事療法とは 

２．食事療法を必要とする患者 

３．食事療法が患者に及ぼす影響 

４．食事療法を受ける患者の看護 

講 義 

２ 

治療別看護 

 

化学療法と看護 

１．化学療法とは 

２．化学療法の必要とする患者 

３．化学療法が患者に及ぼす影響 

４．化学療法を受ける患者の看護 

講 義 

２ 

治療別看護 

 

放射線療法と看護 

１．放射線療法とは 

２．放射線療法を必要とする患者 

３．放射線療法が患者に及ぼす影響 

４．放射線療法を受ける患者の看護 

講 義 

１ 単位修得認定試験   

 

 

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：臨床看護総論  メヂカルフレンド社 

参考文献 ：都度紹介します 

学生のみなさんへ ：積極的な質問を歓迎します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講 師  

看護研究 １ ３０ ２年 後期 クラス別 

斉藤 恭子 

実務経験あり(看護師) 

演習（学内教員） 

 

科目目的 

  看護の問題を科学的に解決できるよう研究プロセスおよび研究態度を学ぶ 

 

科目目標 

１．看護研究の必要性を理解する。 

２．看護研究のプロセスを理解する。 

３．研究の過程を体験し、自己の看護観を深められる。 

４．看護に関係する研究論文を批判的、科学的に読み、研究成果の価値を理解できる。 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

８ 

看護研究の概要 

（研究の役割、種類、

プロセス） 

１．看護研究の役割 

１）研究とは 

２）看護における研究とは 

２．看護研究の種類 

１）事例研究 ２）調査研究  

３）実験研究 ４）文献研究 

３．看護研究のプロセス 

 １）研究計画書 

①研究課題と概念枠組みの明確化 

②研究方法の選定とデータ収集方法 

③倫理的配慮 

 ２）データ収集・分析 

 ３）論文作成 

   ①論文の構成 ②執筆規程 

 ４）発表 

   発表の種類 

講 義 

２ 
文献検索と批判的な論

文の読み方 

１．文献検索 

１）文献検索の意義 

２）文献の種類 

３）文献の整理 

２．文献検索の実際  

講 義 

 

  ６ 文献のクリティーク 
１．文献のクリティークとは 

２．文献のクリティークの実際 
講 義 

演習 

１４ 研究の実際 

１．研究課題の明確化 

２．研究計画書立案 

３．研究の実際 

４．研究論文作成 

５．発表 

演習 

個人または 

グループ 

 

評価方法 ： レポート評価 

教科書  ： Step by Step 第 5 版 黒田 裕子 医学書院 

参考文献 ： 都度紹介 

学生のみなさんへ ：積極的に看護研究に臨んでください。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門分野Ⅱ  

 

 

 

 

成人看護学 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

成人看護学   （6単位１６５時間）

成人看護学方法論Ⅳ
（1単位30時間）

成人看護学

危機理論

消化機能障害を持つ患者の看護

循環機能障害を持つ患者の看護

回復期にある患者とその家族の特性

慢性期にある患者の看護

周術期における患者の
 看護

手術後患者の看護

紙上事例を用いた看護過程の展開

　成人看護学総論Ⅰ
（１単位15時間）

集中治療下における患者の
看護

成人期の成長発達の特徴

成人期にある人の理解

身体機能の特徴と看護

成人の学習の特徴と看護

　成人看護学総論Ⅱ
（1単位30時間）

成人看護学方法論Ⅰ
（1単位30時間）

成人看護学方法論Ⅲ
（1単位30時間）

成人看護学方法論Ⅱ
（1単位30時間）

成人の特徴の概要

穿刺・簡易血糖測定

吸引法

輸液管理

創傷管理

手術前患者の看護
手術中患者の看護

成人の成長発達と成人の役割

低侵襲的治療と看護

保健行動と健康観

救急医療における患者の
看護

生活習慣に関連する健康障害

主要な健康観

大人の学びの目標（エンパワメントモデル）

健康観を理解する方法

身体機能の変化に着目したアセスメントと看護

余暇に関連する健康障害

更年期に関連する健康障害

倫理的課題

成人への看護に有用な概念

青年期・壮年期・向老期の健康問題

成人の生活の理解とアセスメント

健康観に影響を及ぼす要因

職業に関連する健康障害

ナラティブアプローチ

ストレス理論・コーピング理論

成人期に見られる健康障害

成人教育学の概念（アンドラゴジーモデル）

回復期にある患者の看護

行動変容・自己効力感

事例展開の紹介

変化する医療・生活環境
に対応した看護

生活ストレスに関連する健康障害
セクシュアリティに関連する健康障害

成人の定義

身体機能の理解に基づく看護
身体機能の安定性と変化

健康観の多様性と看護

急性期にある患者とその家族の特性

急性期における看護の目標

急性期にある患者の看護

役割理論

新たな治療法・先端医療の実際と看護

痛みの軌跡

呼吸機能障害を持つ患者の看護

排泄機能障害を持つ患者の看護

回復期における看護の目標
リハビリテーションを必要とする患者の看護
運動機能障害を持つ患者の看護
脳・神経機能障害を持つ患者の看護

侵襲的治療と看護

終末期にある患者の看護

成人期にある対象の看護
過程の展開

意思決定
終末期におけるチーム医療と看護師の役割

学生の心構えについて

終末期医療の現状と課題
終末期にある人の療養の場と看取りの場
終末期における概念

侵襲的治療を受ける患者の
看護

外科的治療の実際

周術期看護の概論

救急患者への心理的援助
救急患者の家族に対する援助

集中治療が行われる場の特徴

健康の急激な破綻

成人看護の目的

成人と死

大人の学びの特徴

包帯法

吸入法

終末期にある人とその家族の特性

慢性期にある患者とその家族の特性
慢性期における看護の目標
障害コントロールを必要とする患者の看護

集中治療を受ける患者の看護

成人の生活を理解する視点と
方法

グループ別技術演習

わが国の救急医療・救急看護体制
救急看護と法的・倫理的側面

内分泌・代謝機能障害を持つ患者の看護
身体防御機能障害を持つ患者の看護

救急患者の特徴
救急救命処置

専門家別技術演習

集中治療を受ける患者の家族に対する援助



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講 師  

成人看護学総論Ⅰ １ １５ １年 後期 クラス別 
千葉 祐子 

実務経験あり(看護師) 

科目目的 

成人期にある対象の特徴を学び、看護の役割を果たすために必要な基礎知識を理解する。 

科目目標 

１．成人看護の機能と役割を理解する 

２．ライフサイクルからみた成人期の特徴を理解する 

３．成人の生活と役割・特徴を理解する 

 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

４ 成人期にある人の理解 

１．成人看護の目的  

２．成人の定義  

人間の成長発達と成人期  

GW：「大人」とは 

３． 成人の特徴の概要 

講 義 

GW 

８ 成人期の成長発達の特徴 

１．成人の成長発達と成人の役割  

 ①エリクソン ②ハビガースト 

③レビンソン  

レポート：『私の発達課題』  

２．青年期・壮年期・向老期の健康問題 

  身体的・心理社会的特徴と健康障害 

  日本の衛生統計からみる成人期 

  成人と死 

講 義 

レポート 

ＤＶＤ 

３ 
成人の生活を理解する 

視点と方法 

１．成人の生活の理解とアセスメント 

  １）家族における成人の役割と特徴 

  ２）仕事における成人の役割と特徴 

  ３）地域における成人の役割と特徴 

講 義 

１ 単位修得認定試験 
  

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ： ナーシンググラフィカ 成人看護学① 成人看護学概論  メディカ出版 

参考文献 ：その都度紹介します。 

学生のみなさんへ ： 人生の中で一番長く充実している成人期について理解を深め、自らも成人としての 

           自覚を持ち学習に取り組んでください。 

          グループ学習への積極的な参加も期待しています。 

 

 

 

 

 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講 師  

成人看護学総論Ⅱ １ ３０ １年 後期 クラス別 
千葉 祐子 

実務経験あり(看護師) 

科目目的 

１．成人期にある対象の健康問題を理解し、健康の保持増進・疾病予防のための対策と看護実践に必要な理論を

学ぶ 

科目目標 

１．成人期にある対象の身体機能の特徴と変調に合わせた看護を理解する 

２．成人期に見られる健康問題と対策について理解する 

３．成人期にある対象の多様な健康観を理解する 

４．変化する医療・生活環境に対応した看護を理解する 

５．成人看護で活用する理論を理解する 

 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

４ 
身体機能の特徴と 

看護 

１．身体機能の安定性と変化 

２．身体機能の理解に基づく看護 

１）部位別看護  ２）臓器別看護 

３）系統別看護 

４）身体機能を理解する見方とその重要性 

３．身体機能の変化に着目したアセスメントと看護 

１）加齢による影響  ２）疾病・外傷による影響 

３）生活習慣・生活行動による影響 

４）症状別看護  ５）疾患別・治療別看護 

６）健康レベル・経過別看護 

７）機能障害別看護 

講 義 

２ 
健康観の多様性と 

看護 

１．主要な健康観 

２．健康観に影響を及ぼす要因 

３．健康観を理解する方法 

４．保健行動と健康観 

講 義 

レポート 

２ 
成人の学習の特徴と

看護 

１．大人の学びの特徴 

２．成人教育学の概念（アンドラゴジーモデル） 

３．大人の学びの目標（エンパワメントモデル） 

講 義 

１０ 
成人期に見られる 

健康障害 

１．生活習慣に関連する健康障害 

１）生活習慣病の種類と発生状況 

２）予防と対策 

講 義 

Ｇ．Ｗ 

１．職業に関連する健康障害 

  １）職業性疾病および業務上疾病 

  ２）予防と対策 

１．生活ストレスに関連する健康障害 

  １）成人の生活ストレス 

  ２）予防と対策 



１．セクシュアリティに関連する健康障害 

  １）性的健康の指標および実態 

  ２）予防と対策 

１．余暇に関連する健康障害 

  １）成人期の余暇活動の特徴と健康障害 

  ２）予防と対策 

１．更年期に関連する健康障害 

  １）更年期障害の原因・症状 

  ２）予防と治療 

２ 
変化する医療・生活 

環境に対応した看護 

１．新たな治療法・先端医療の実際と看護 

２．倫理的課題 
講 義 

１０ 
成人への看護に有用

な概念 

１．健康状態に応じた援助（支援）のための主な理論 

 １）ストレス理論・コーピング理論 

 ２）危機理論 

 ３）行動変容ステージモデル・自己効力感 

 ４）役割理論 

 ５）病みの軌跡 

 ６）ナラティブ・アプローチ 

２．事例展開の紹介 

講 義 

１ 単位修得認定試験   

 

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：ナーシンググラフィカ 成人看護学① 成人看護学概論   メディカ出版 

参考文献 ：看護診断のためのよくわかる中範囲理論 第 2 版 学研 

      系統看護学講座 成人看護学① 成人看護学総論 医学書院 

      国民衛生の動向   一般財団法人 厚生労働統計協会 

学生のみなさんへ ： 多様化する成人の生活および健康に対する考え方を学び、成人期にある人の 

          社会復帰を支えるための看護の役割と介入の視点を理解しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講 師 実務経験あり(看護師) 

成人看護学方法論Ⅰ １ ３０ ２年 前期 クラス別 
田中幸代(消)中上紀子(循) 

金井加代(運)高橋利光(脳) 

科目目的 

   成人期にある対象の持つ多様な健康課題を理解し、対象および家族に必要な看護を学ぶ。 

科目目標 

   急性期・回復期にある患者の特徴と必要な看護を理解する。 

授業進度と内容 

時間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

８ 急性期にある患者の看護 

１．急性期にある患者とその家族の特徴 

２．急性期における看護の目標 

３．消化機能障害をもつ患者の看護 

１）看護の役割  ２）症状に対する看護 

３）治療・処置を受ける患者の看護 

４）代表疾患の看護   

 （１）胃がん（２）大腸がん（３）肝硬変 

講義 

６ 急性期にある患者の看護 

４．循環機能障害をもつ患者の看護 

１）看護の役割  ２）症状に対する看護 

３）治療・処置を受ける患者の看護 

４）代表疾患の看護 

（１）狭心症 （２）心筋梗塞 

講義 

８ 回復期にある患者の看護 

１．回復期にある患者とその家族の特徴 

２．回復期における看護の目標 

３．リハビリテーションを必要とする患者の看護 

１）リハビリテーションの目的・意味 

２）障害受容の過程 

４．運動機能障害をもつ患者の看護 

１）看護の役割  ２）症状に対する看護 

３）治療・処置を受ける患者の看護 

４）疾患を持つ患者の看護 

（１）大腿骨頚部骨折 （２）脊髄損傷 

（３）腰椎椎間板ヘルニア 

講義 

８ 回復期にある患者の看護 

１．脳・神経機能障害を持つ患者の看護 

１）看護の役割 ２）症状に対する看護 

３）治療・処置を受ける患者の看護 

４）疾患を持つ患者の看護 

（１）脳梗塞 （２）クモ膜下出血 

※  感覚器機能障害を持つ患者の看護は 

    病態学Ⅳで学習する 

講義 

１ 単位修得認定試験   

 

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ： 系統看護学講座 成人看護学 ⑤消化器 ③循環器 ⑩運動器 ⑦脳神経  医学書院 

参考文献 ：その都度配布・紹介します。 

学生のみなさんへ ：急性期・回復期の看護目標を意識し、事例をとおしてその実際を学びます。 

         疾患や治療などの基礎知識を復習して講義に臨みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講 師 実務経験あり(看護師) 

成人看護学方法論Ⅱ １ ３０ ２年 前期 クラス別 
上岡 晃  (終末期) 

千葉 祐子（慢性期）（看護過程） 

 

科目目的 

１．成人期にある対象の持つ多様な健康課題を理解し、対象および家族に必要な看護を学ぶ。 

 ２．健康障害のある成人期にある対象に対して、看護過程を展開する能力を養う。 

 

科目目標 

１．慢性期・終末期にある対象および家族の必特徴と必要な看護を理解する。 

２．成人期にある対象の事例をもとに、看護過程を展開し対象者に合った看護を計画できる。 

 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

１０ 
慢性期にある 

患者の看護 

１．慢性期にある対象者とその家族の特徴 

２．慢性期における看護の目標 

３．生涯コントロールを必要とする患者の看護 

４．呼吸機能障害を持つ患者の看護 

１）看護の役割  ２）症状に対する看護 

３）治療・処置を受ける患者の看護 

４）代表疾患の看護   

（１）肺がん   

５．排泄機能障害を持つ患者の看護 

１）看護の役割  ２）症状に対する看護 

３）治療・処置を受ける患者の看護 

４）代表疾患の看護   

（１）慢性腎不全 

６．内分泌・代謝機能障害を持つ患者の看護 

１）看護の役割  ２）症状に対する看護 

３）治療・処置を受ける患者の看護 

４）代表疾患の看護   

（１）糖尿病 

７．身体防御機能障害を持つ患者の看護 

１）看護の役割  ２）症状に対する看護 

３）治療・処置を受ける患者の看護 

４）代表疾患の看護   

（１）白血病  （２）膠原病 

講義 

 

８ 
終末期にある 

患者の看護 

１．終末期医療の現状と課題 

 １）安楽死 

 ２）尊厳死 

２．終末期にある人の療養および看取りの場 

３．終末期における概念 

４．終末期にある人とその家族の特性 

１）QOL  

 ２）トータルペイン   

３）家族が直面する危機 

５．終末期におけるチーム医療と看護師の役割 

６．意思決定 

 １）リビング・ウィル 

 ２）アドバンス・ディレクティブ 

７．学生の心構えについて 

認定看護師からの 

講義 

 

 



時間 単元 学習内容 学習方法 

１２ 
成人期にある対象の 

看護過程の展開 

１．紙上事例を用いた看護過程の展開 

  １）学習計画の立案 

  ２）事前学習 

  ３）発達段階・課題、病理的状態 

  ４）14 項目のアセスメント 

  ５）看護課題の明確化 

  ６）関連図 

  ７）優先順位の根拠の明確化 

  ８）看護計画の立案 

９）実施・評価の視点 

講義 

個人学習 

   GW 

１ 単位修得認定試験   

 

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：系統看護学講座 成人看護学（医学書院） 

②呼吸器 ⑧腎・泌尿器 ④血液・造血器 ⑥内分泌代謝 ⑪アレルギー、膠原病、感染症          

      看護過程を使ったヘンダーソン看護論の実践 第４版 

      

参考文献 ：ヘンダーソンの基本的看護に関する看護問題リスト 第４版 

ナーシンググラフィカ 成人看護学① 成人看護学概論  メディカ出版  

      臨床看護学総論                  メヂカルフレンド社 

学生のみなさんへ ：事前学習が大切です。文献を十分に活用し、学習を深めましょう。 

          看護過程では個人学習が中心ですので、計画的に学習しましょう。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講 師 実務経験あり(看護師) 

成人看護学方法論Ⅲ １ ３０ ２年 前期 クラス別 
（周術期、侵襲的治療） 

渡辺静香（救急医療・集中治療） 

科目目的 

  危機的状況および周術期にある対象と家族に必要な看護を実践するための基礎的知識を学ぶ 

科目目標 

１．救急患者および家族、救急看護の特徴を理解する。 

２．救命救急に必要な救急処置と看護技術を理解する。 

３．集中治療を受ける患者および家族の特徴と看護について理解する。 

４．侵襲的治療を受ける患者の特徴と看護を理解する。 

５．手術療法を受ける患者および家族の特徴と看護を理解する。 

授業進度と内容 

単 元 学 習 内 容 学習方法 

救急医療における 

患 者の看

護 

（渡辺） 

１．わが国の救急医療・救急看護体制 

２．救急看護と法的・倫理的側面 

３．救急患者の特徴 

４．救急救命処置 

 １）一次救命処置（BLS） 

 ２）二次救命処置（ALS） 

５．救急患者への心理的援助 

６．救急患者の家族に対する看護 

講義 

 

集中治療下における 

患者の看護 

（渡辺） 

１．集中治療が行われる場の特徴 

１）集中治療を受ける患者の特徴 

 ２）ICU・HCU・CCU 

 ３）医療チーム 

 ４）安全管理 

２．集中治療を受ける患者の看護 

３．集中治療を受ける患者の家族に対する看護 

講義 

侵襲的治療を受ける 

患者の看護 

 

１．健康の急激な破綻 

２．侵襲的治療と看護 

 １）手術療法 ２）化学療法 ３）放射線療法 

３．低侵襲的治療と看護 

講義 

 

 

周術期にある患者の 

看護 

 

 

 

１．外科的治療の実際 

 １）麻酔を受ける患者の看護 

 ２）麻酔侵襲・手術侵襲と生体の反応 

２．周術期看護の概論 

 １）手術を受ける患者の特徴と看護師の役割 

 ２）安全管理・感染予防 

３．全身麻酔下で開腹手術を受ける患者の看護 

１）手術前患者のアセスメントと看護 

２）手術中患者のアセスメントと看護 

３）手術後患者のアセスメントと看護 

  ①術後合併症 

   ②術後の回復を促進するための看護 

    ③セルフケアに向けた看護 

４．鏡下式手術を受ける患者の看護 

   講義 

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：系統看護学講座 別巻１ 臨床外科看護総論 医学書院 

臨床看護総論  メヂカルフレンド社 

 

 

 

 



科目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講師  

成人看護学方法論Ⅳ １ ３０ ２年 前期 クラス別 
千葉 祐子 

実務経験あり(看護師) 

科目目的  

成人看護に必要な看護技術を学ぶ。 

科目目標  

診療に伴う援助技術の原理・原則を理解し、安全・安楽に提供できるように習得する。 

授業進度と内容 

時間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

２ 包帯法 
１．包帯法の基礎知識・方法 

２．包帯法に関するアセスメント 

講 義 

DVD 

 

２ 創傷管理 

１．創傷の分類・治癒過程・創傷管理の方法 

２．ドレッシング法 

３．創傷管理に関するアセスメント 

４．創傷処置の方法 

２ 
穿刺・ 

簡易血糖測定・ 

１．穿刺の基礎知識・方法・留意点 

２．穿刺に関するアセスメント 

３．血糖自己測定の方法、滅菌手袋の装着方法 

２ 吸入法 

１．吸入法の基礎知識・方法・留意点 

２．吸入法に関するアセスメント 

３．薬液吸入・気道内加湿の方法 

４．酸素吸入の方法 

２ 吸引法 
１．吸引の基礎知識・方法・留意点 

２．吸引に関するアセスメント 

２ 輸液管理 

１．輸液管理の基礎知識・方法・留意点 

２．滴下数の求め方 

３．輸液療法に関するアセスメント 

４．輸液ポンプの取り扱い 

６ 
専門家別 

技術演習 

１．演習オリエンテーション 

 １）演習内容 

①創傷管理、滅菌グローブ着脱・鑷子間の受渡 

②酸素吸入、気道内加湿 

③吸引（口腔・気切部） 

④簡易血糖測定・輸液ポンプ（滴下計算含む） 

 ２）演習方法（ジグソー学習法） 

 ３）担当技術（専門家）の決定 

２．専門家同士による技術練習 

 

ジグソー学習 

 

・ＤＶＤ視聴 

・個人学習 

・ＧＷ 

・技術演習 

・レポート   12 
グループ別 

技術演習 

１．各グループの専門家が、グループメンバーに対してデモン

ストレーションを実施する。 

２．メンバーは、専門家の指導を受けながら技術の練習を行う。 

３．専門家は、メンバーの技術習得度を評価する。 

１ 単位修得認定試験 

評価方法 ：筆記試験、レポート、演習参加態度 

教科書  ：基礎看護学③ 基礎看護技術Ⅱ メヂカルフレンド社 

 看護が見える①② メディックメディカ 

参考文献 ：その都度配布・紹介します。 

学生のみなさんへ ：事前学習をして授業・学内実習に臨みましょう。ジグソー学習は、専門家の役割を持った学

生が、他の学生に技術を教え互いに学び合うことを目的にした学習方法です。主体性と責任

感を持って活発な学習になることを期待しています。 



 

老年看護学　（５単位　１２０時間）

高齢者模擬体験演習

老年期にある人の

看護過程の展開

生活リズムのアセスメントと看護

高齢者とのコミュニケーション

身体機能に障害のある高齢者への移動の援助

嚥下機能障害のある高齢者への食事の援助

健康障害の特徴と

老年期の理解

老年看護の特徴

老年看護学総論Ⅱ

（１単位　３０時間）

高齢社会における

加齢と老化

高齢者の定義

加齢に伴う変化と

老年看護のなりたち・定義

老年看護の役割

老年期の発達・成熟

老年看護学
（１単位　１５時間）

（１単位　３０時間）

老年看護学方法論Ⅰ

高齢者と医療安全

老年看護の倫理 高齢者の権利擁護

老年看護学総論Ⅰ
（１単位　１５時間）

保健医療福祉の動向

超高齢社会の統計的輪郭

高齢者の健康の維持・増進の方法
老年看護学方法論Ⅲ

（１単位　３０時間）

高齢者を知ろうとすること

老いのイメージ

薬物療法を受ける高齢者の看護

身体的側面の変化

精神的側面の変化

身体の加齢変化とアセスメント

超高齢社会の現況

老年看護学方法論Ⅱ

老年看護における理論・理念の活用

老年看護に携わる者の責務

保健医療福祉システムの構築

高齢者を支える多職種の連携と看護活動

検査を受ける高齢者の看護

コミュニケーション障害のアセスメントと看護

エンドオブライフケアの概念エンドオブライフケア

認知機能障害のある

高齢者への看護

コミュニケーション障害の

ある高齢者への看護
高齢者とのコミュニケーションの特徴と関わり方

認知機能障害のある高齢者への援助

高齢者の看護過程展開における特徴

事例展開

高齢者に特有な

身体可動性に障害の

ある高齢者への看護

基本活動

社会参加

症候・疾患・障害

身体可動性に障害のある高齢者への看護

手術を受ける高齢者の看護

セクシュアリティ

老年看護の援助技術

入院治療を受ける高齢者への看護
治療・介護を必要とする高齢者を含む家族への看護

治療を必要とする高齢者
への看護

転倒のアセスメントと看護

食生活のアセスメントと看護

排泄のアセスメントと看護

清潔のアセスメントと看護

アセスメント・看護

高齢者の疾患の特徴

リハビリテーションを受ける高齢者の看護

日常生活を支える

問題・アセスメントと看護

排泄機能に障害のある高齢者への排泄と清潔の援助

基本動作と環境のアセスメントと看護

老年看護の援助技術

アセスメント

社会的側面の変化

看護とリスクマネジメント

高齢者と救命救急

老年症候群－主要な症候とおこりやすい

生活・療養の場における 高齢者とヘルスプロモーション

保健医療福祉施設および居住施設における看護

高齢者と災害

高齢者模擬体験



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

老年看護学総論Ⅰ １ １５ １年 後期 クラス別 
乗次 美弥子       

実務経験あり(看護師) 

 

科目目的 

  老年期にある対象の特徴を理解し、老年看護の機能と役割を学ぶ。 

科目目標 

１．老年看護の理念と、老年者の身体的・精神的・社会的特徴を理解する。 

２．老年看護の実践の場とその役割、機能を理解する。 

授業進度と内容 

時間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

２ 老年期の理解 

１．高齢者を知ろうとすること 

２．老いのイメージ 

３．加齢と老化 

４．高齢者の定義 

５．老年期の発達・成熟 

講 義 

ＧＷ 

６ 
加齢に伴う変化と 

アセスメント 

１．身体的側面の変化 

２．精神的側面の変化 

３．社会的側面の変化 

４．身体の加齢変化とアセスメント 

 １）皮膚とその付属器 

 ２）視聴覚とそのほかの感覚 

 ３）循環器系 

 ４）呼吸器系 

 ５）消化器系 

 ６）ホルモンの分泌 

 ７）泌尿生殖器 

 ８）運動系 

講 義 

４ 老年看護の特徴 

１．老年看護のなりたち・定義 

２．老年看護の役割 

３．老年看護における理論・概念の活用 

４．老年看護に携わる者の責務 

講 義 

ＧＷ 

３ 

生活・療養の場におけ

る看護とリスクマネジ

メント 

１．高齢者とヘルスプロモーション 

 １）介護予防 

２．保健医療福祉施設および居住施設における看護 

 １）介護保険施設 

 ２）地域密着型サービス 

３．高齢者と救命救急 

４．高齢者と災害 

講 義 

１ 単位修得認定試験   

評価方法 ： 筆記試験 

教科書  ：老年看護学 医学書院 

参考文献 ：その都度紹介 

学生のみなさんへ ：老年看護学の導入となる科目です。高齢者の理解につなげていきましょう。 



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 実務経験あり 

老年看護学総論Ⅱ １ ３０ １年 後期 クラス別 
沼田 環(看護師)   

乗次 美弥子 (看護師) 

 

科目目的 

  高齢社会における老人保健の意義と老人保健対策の現状と看護の果たす役割を学ぶ。 

 

科目目標 

１．高齢社会における保健の動向、保健活動について理解する。 

２．模擬体験学習を通して老年期にある対象を理解する。 

 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

６ 

超高齢社会の統計的 

輪郭 

（沼田） 

１． 超高齢社会の現況 

１）人口動態、高齢化率、平均寿命 

２）高齢者と家族 

３）高齢者の健康状態 

４）死因の動向、死亡場所 

５）高齢者の暮らし 

講 義 

６ 

高齢社会における保健

医療福祉の動向 

（沼田） 

１．保健医療福祉システムの構築 

１）保健医療福祉制度の変遷  

２）介護保険制度の整備 

３）高齢者医療のしくみ 

２．高齢者を支える多職種の連携と看護活動 

 １）高齢者の生活と健康を支える多様な職種 

 ２）看護職の活動の場の拡大と専門性 

講 義 

6 
老年看護の倫理 

（乗次） 

５．高齢者の権利擁護  

 １）高齢者に対するスティグマと差別 

２）高齢者虐待 

３）身体拘束 

４）権利擁護のための制度 

講 義 

ＧＷ 

12 
高齢者模擬体験演習 

（乗次） 

１．高齢者模擬体験（演習） 

１）高齢者模擬体験 

２）健康な高齢者の活動 

２．高齢者と医療安全 

学内演習 

ＧＷ 

１ 単位修得認定試験   

 

評価方法 ：筆記試験  

教科書  ：老年看護学 医学書院 、国民衛生の動向 

参考文献 ：その都度紹介します 

学生のみなさんへ ： 高齢社会にある我が国の現状を学んでいきましょう。 



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 実務経験あり 

老年看護学方法論Ⅰ １ １５ ２年 前期 クラス別 
若林 崇雄 (医師) 

山下 いずみ(看護師) 

 

科目目的 

  老年の健康障害の特徴と老年期に多い健康障害を学ぶ。 

科目目標 

 １．高齢者に多く見られる疾患、主な症状を理解する。 

２．高齢者の特徴をふまえた検査・治療を理解する。 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

５ 

健康障害の特徴と 

アセスメント・看護 

（山下） 

１．老年症候群―主要な症候とおこりやすい問題・ 

アセスメントと看護 

１）意識障害 ２）発熱・熱中症・脱水症 

３）やせ ４）痛み・かゆみ ５）嘔吐 

６）浮腫 ７）倦怠感 ８）手足のしびれ 

講 義 

４ 

高齢者に特有な症候・疾

患・障害 

（若林） 

１．高齢者の疾患の特徴  

１）心不全、浮腫、胸水 

２）肺炎 

３）慢性閉塞性肺疾患 

４）腎不全 

５）骨粗鬆症・骨折・変形性関節症 

６）うつ病 

７）脳血管障害 

８）前立腺肥大症 

９）皮膚瘙痒症・白癬・疥癬 

講 義 

６ 

治療を必要とする 

高齢者への看護 

（山下） 

１．入院治療を受ける高齢者への看護 

２．治療・介護を必要とする高齢者を含む家族への 

看護 

３．検査を受ける高齢者の看護 

４．薬物療法を受ける高齢者の看護 

  高齢者の安全な薬物療法 

５．手術を受ける高齢者の看護 

６．リハビリテーションを受ける高齢者の看護 

講 義 

１ 単位修得認定試験   

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：老年看護病態・疾患論、老年看護学   医学書院 

参考文献 ：その都度配布・紹介します。 

学生のみなさんへ ： 積極的な質問を歓迎します。 

 

 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 実務経験あり 

老年看護学方法論Ⅱ １ ３０ ２年 前期 クラス別 
緑川 弥生(看護師)   

乗次 美弥子(看護師)  

 

科目目的 

  １．高齢者の特徴をふまえ、高齢者の生活機能を整える知識を習得する。 

  ２．老年の健康課題に対する生活上の問題を判断し、解決するために理論的知識を用いて、問題解決思考の

方法を習得する。 

 

科目目標 

  １．高齢者の日常生活の変化が理解できる。 

２．高齢の対象者を援助する際のアセスメント方法を学び、安全性を考慮した日常生活の援助方法を 

実践できる。 

  ３．老年期の看護の特徴をふまえ、事例から看護過程を展開する能力を養う。 

 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

２ 
日常生活を支える 
基本的活動 ① 
（緑川） 

１．基本動作と環境のアセスメントと看護 
 １）生活の基本となる日常生活動作 
 ２）基本動作と環境の理解と看護 
 ３）日常生活活動（動作）の評価指標 

講 義 
 

６ 
日常生活を支える 
基本的活動 ② 
（乗次） 

１．転倒のアセスメントと看護． 
２．清潔のアセスメント 
３．生活リズムのアセスメントと看護 

講 義 

４ 
日常生活を支える 
基本的活動 ③ 
（緑川） 

１．食生活のアセスメントと看護 
２．嚥下機能障害のある高齢者への食事の援助 

講義 
演習 

４ 
日常生活を支える 
基本的活動 ④ 
（緑川） 

７．排泄のアセスメントと看護 
８．清潔のアセスメントと看護 
９．排泄機能に障害のある高齢者への排泄と清潔の 

援助 

２ 
日常生活を支える 
基本的活動 ⑤ 
（緑川） 

１０．セクシュアリティ 
１２．社会参加 

講義 

１２ 
老年期にある人の 

看護過程の展開 
（乗次） 

演習 
１．高齢者の看護過程展開における特徴 
２．事例展開 
１）情報収集、アセスメント 
２）看護問題の明確化（関連図作成） 
３）看護計画の立案 
４）実施・評価 

講 義 
演習 

１ 単位修得認定試験 
  

評価方法 ：筆記試験  

教科書  ：老年看護学 医学書院 

参考文献 ：その都度紹介 

学生のみなさんへ ： 高齢者への生活援助技術の基本を学んでいきましょう 



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 実務経験あり 

老年看護学方法論Ⅲ １ ３０ ２学年前期 クラス別 
小原菜穂(看護師) 疋田健(看護師) 

上岡晃(看護師) 朝倉あつ子(看護師) 

 

科目目的 

健康障害の特徴と健康状態に応じ、高齢者とその家族に対する看護を実践するための知識・技術・態度を 

養う。 

 

科目目標 

１．健康維持・増進のための援助方法が理解できる。 

２．高齢者に多く見られる疾患、主な症状の看護方法を理解する。 

３．身体可動性に障害のある高齢者とその家族の問題を知り、その支援の方法を理解する。 

４．終末期にある高齢者とその家族への援助方法を理解する。 

 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

８ 

身体可動性に障害が 

ある高齢者の看護 

（小原） 

１．高齢者の健康の維持・増進の方法 

２．身体可動性に障害がある高齢者の看護 

１）廃用症候群の主な症状 

２）廃用症候群のアセスメントと看護ケア 

３）褥瘡のリスクアセスメント 

４）褥瘡の予防と看護ケア 

講 義 

ビデオ 

ＧＷ 

８ 

認知機能障害がある 

高齢者への看護 

  （疋田） 

１．認知機能障害がある高齢者への看護 

１）せん妄とは 

２）認知症とは 

３）認知症の高齢者への援助 

４）家族への援助 

講 義 

６ 

コミュニケーション障害

のある高齢者への看護 

  （朝倉） 

１．高齢者とのコミュニケーションの特徴と関わり方 

１）視力障害 

２）聴力障害 

３）失語症の症状と分類 

４）構音障害の症状と分類 

２．コミュニケーション障害のアセスメントと看護 

講 義 

８ 
エンドオブライフケア 

  （上岡） 

１．エンドオブライフケアの概念 

１）エンドオブライフケアとは 

２）死生観、意思決定への支援 

３）末期段階に求められる援助 

 ①身体的変化とアセスメント 

 ②緩和ケア 

 ③家族への支援 

 ④グリーフケア 

講 義 

GW 

１ 単位修得認定試験 
  

評価方法 ：筆記試験  

教科書  ：老年看護学、老年看護 病態・疾患論 医学書院 

参考文献 ：その都度紹介 

学生のみなさんへ ： 老年期の健康障害に対する看護について学んでいきます。グループワークでは 

自分の意見を積極的に述べ、学びを深めていきましょう。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小児看護学 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

小児看護学     （４単位　１０５時間）

　

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

小児看護の専門分化

諸統計からみた子どもと家族の健康課題
小児看護の課題

小児看護の変遷

子どもにとっての検査・処置体験

看護過程

災害時の子どもと家族の看護

慢性期にある子どもと家族の看護

急性期にある子どもと家族の看護

小児看護学方法論Ⅱ

（１単位　３０時間） 各症状別看護　　　　

事故・外傷と看護
症状を示す子どもの看護

子どもにおける
周手術期の子どもと家族の看護

終末期の子どもと家族の看護

子どものアセスメント

検査・処置を受ける

アセスメントに必要な技術

疾病の経過と看護

子どもと家族の看護 健康問題と看護

入院中の子どもと家族の看護
子どもの状況（環境）に

外来における子どもと家族の看護
特徴づけられる看護

在宅療養中の子どもと家族の看護

　悪性新生物、血液造血器障害

心身障碍児、低体重児・新生児、出生前疾患

小児の救急法

病気・障害を持つ 病気・障害が子どもと家族に与える影響

　消化器障害、腸重積症、熱性痙攣、髄膜炎

慢性期

　循環器障害、内分泌障害
小児看護学方法論Ⅰ 小児に多い健康障害の

　腎泌尿器障害、免疫アレルギー
（１単位　３０時間） 　病態生理・経過・治療

終末期

子どもと家族を取り巻く社会 予防接種、学校保健

特別支援教育、臓器移植法

小児看護学
急性期

　呼吸器疾患、感染症

虐待の特徴、虐待防止に向けての支援

思春期・青年期の生活の特徴、思春期の看護

家族の特徴とアセスメント 子どもにとっての家族、家族アセスメント

児童福祉、母子保健、医療費支援

小児看護学総論Ⅱ
小児各期の特徴と生活 幼児期の基本的生活習慣の獲得、養育および看護

（１単位　３０時間）
　　　　

学童期の子供を取り巻く諸環境、養育および看護

成長・発達に影響する因子、養育環境

成長・発達の評価、発達検査

形態的特徴、感覚運動機能、情緒社会的機能

子どもの栄養 発達段階別の子どもの栄養の特徴

新生児、乳児の養育および看護

子どもの権利と変遷
小児看護における倫理

医療現場におこりやすい問題点と看護

疾病構造の変化と小児看護

社会の変化と小児看護

子どもの看護

身体的アセスメント

子どもの
成長・発達、一般的原則、発達課題と理論

　成長発達と評価

（１単位　１５時間）

小児看護の対象
小児看護の目ざすところ 小児看護の目標と役割

わが国の人口構造、出生と家族
小児看護学総論Ⅰ 小児と家族の諸統計

小児医療、小児看護の変遷

子どもの死亡



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講 師  

小児看護学総論Ⅰ １ １５ １年 後期 クラス別 
岡田 千佐子 

実務経験あり(看護師) 

 

科目目的 

小児看護の変遷を知り、小児看護の理念・目的を理解する。 

小児各期の特徴を学び小児看護の機能と役割を理解する。 

 

科目目標 

１．小児看護の理念・目的・変遷を学び小児医療・疾病構造の変化と考え方を理解する。 

２．小児看護の対象・小児の特徴を理解する。 

３．小児看護の機能と役割を理解する。 

 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

２ 小児看護の目ざすところ 
１．小児看護の対象 

２．小児看護の目的と役割 
講 義 

４ 小児と家族の諸統計 

１．わが国の人口構造 

２．出生と家族 

３．子どもの死亡 

講 義 

２ 小児看護の変遷 

１．諸外国、わが国の児童観･育児観 

２．諸外国、わが国の小児医療の変遷 

３．小児看護の変遷、現代の小児看護 

講 義 

４ 小児看護における倫理 
１．子どもの権利と変遷 

２．医療現場でおこりやすい問題点と看護 
講 義 

３ 小児看護の課題 

１．疾病構造の変化と小児看護 

２．諸統計からみた子どもと家族の健康課題 

３．社会の変化と小児看護 

４．小児看護の専門分化 

講 義 

１ 単位修得認定試験 
  

 

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：小児看護学概論 小児臨床看護総論    医学書院 

参考文献 ：その都度紹介・配付します。 

学生のみなさんへ ：対象と看護の役割についてしっかり学びましょう。 

 

 

 

 

 

 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講 師  

小児看護学総論Ⅱ １ ３０ ２年 前期 クラス別 
岡田 千佐子 

実務経験あり(看護師) 

 

科目目的 

１．小児保健統計をふまえ、子供を保護する法律や保健対策を学ぶ。 

２．保健医療福祉チームにおける看護の役割を学ぶ。 

３．小児各期の特徴と成長発達を理解し小児看護の対象と機能・役割を学ぶ。 

 

科目目標 

１．小児保健の意義と動向を理解する。 

２．小児の精神衛生と保健活動について理解する。 

３．小児各期の成長発達と評価を理解する。 

４．小児各期の特性と生活を理解する。  

 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

１８ 
子どもの 

成長・発達 

１．発達課題と小児看護で用いられる理論 

２．成長発達の進み方(一般的原則) 

３．成長発達の影響する因子、養育環境 

４．成長･発達の評価、発達検査 

５．形態的特徴･感覚運動機能･情緒社会的機能 

６．小児各期の特徴と生活 

1) 新生児期の特徴と療育および看護 

2) 乳児期の特徴と療育および看護 

3) 幼児期の特徴と療育および看護 

4) 学童期の特徴と療育および看護 

5) 思春期・青年期の特徴と療育および看護 

講 義 

GW 

DVD 

４ 子どもの栄養 

１．子どもにとっての栄養の意義 

２．食事摂取基準 

３．発達段階別の子どもの栄養の特徴と看護 

４．調乳方法、離乳食（演習） 

講 義 

演習 

４ 
家族の特徴と 

アセスメント 

１．子どもにとっての家族とは 

２．家族アセスメント 
講 義 

４ 
子どもと家族を 

取り巻く社会 

１．児童福祉、母子保健 

２．医療費の支援 

３．予防接種、学校保健 

４．特別支援教育 

５．臓器移植法 

６．子どもへの虐待の特徴 

７．虐待のリスク要因と早期発見 

８．虐待の未然防止に向けての支援、多機関・多職種との連携 

講 義 

１ 単位修得認定試験   

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：小児看護学概論 小児臨床看護総論  医学書院 

参考文献 ：その都度紹介・配布します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

小児看護学方法論Ⅰ １ ３０ ２年 前期 クラス別 
佐藤 俊哉        

実務経験あり(医師) 

 

科目目的 

小児の健康障害の特徴と小児期に多い健康障害を学ぶ。 

科目目標 

小児期に多い健康障害の病態生理・経過・治療を理解する。 

 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

１０ 
小児に多い健康障害の 

病態生理・経過・治療 

１．急性期 

肺炎、小児伝染性疾患、川崎病、乳児下痢症、 

幽門狭窄症、腸重積症、熱性痙攣、髄膜炎 

講 義 

８ 
小児に多い健康障害の 

病態生理・経過・治療 

１．慢性期 

先天性心疾患、若年性糖尿病、周期性嘔吐症 

糸球体腎炎、気管支喘息 

講 義 

４ 
小児に多い健康障害の 

病態生理・経過・治療 

１．終末期 

悪性新生物、白血病、血友病 
講 義 

４ 
小児に多い健康障害の 

病態生理・経過・治療 

１．心身障害児、低体重児、新生児 

２．出生前疾患 
講 義 

４ 
小児に多い健康障害の 

病態生理・経過・治療 

１．小児の救急法 

 呼吸停止、心停止、誤飲、溺水、外傷、出血 
講 義 

１ 単位修得認定試験 
  

 

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：小児臨床看護各論  医学書院 

参考文献 ：その都度紹介・配布します。 

学生のみなさんへ ：資料をたくさん配布して進めますので、必ず忘れず資料を持参して臨みましょう。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 実務経験あり 

小児看護学方法論Ⅱ １ ３０ ２年 後期 クラス別 
佐藤 真紀子(看護師/助産師) 

花井 未帆(看護師) 

 

科目目的 

健康障害を持つ子ども、保護者への影響を理解し、健康を障害された子どもとその家族に必要な看護を実践する

ための知識、技術、態度を養う。 

 

科目目標 

１．健康を障害された子どもの看護について理解する 

２．子どもの疾病経過の特徴とその看護について理解する 

３．健康回復に向けての看護について理解する 

４．主な症状を持つ子どもの看護について理解する 

５．子どもの特殊技術・治療・処置別看護について理解する 

６．健康障害をもった子どもと家族についての看護過程を展開する 

 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

２ 
病気･障害を持つ 

子どもと家族の看護 

１．病気･障害が子どもと家族に与える影響 

２．子どもの健康問題と看護 

１） 子どもの治療・健康管理にかかわる看護 

２） 子どもの日常生活にかかわる看護 

３） 健康問題を持つ子どもの看護 

講義 

２ 
子どもの状況（環境）に 

特徴づけられる看護 

１．入院中の子どもと家族の看護 

１） 入院環境と看護の役割 

２） 入院中の子どもと家族の特徴・看護 

２．外来における子どもと家族の看護 

１） 子どもを対象とする外来の特徴と看護の役割 

２） 外来の環境 

３） 外来における子どもと家族の特徴・看護 

３．在宅療養中の子どもと家族の看護 

１） 在宅療養の環境と看護の役割 

２） 在宅療養中の子どもと家族の特徴・看護 

４．災害時の子どもと家族の看護 

１） 被災地の環境と看護の役割 

２） 災害時の子どもと家族の特徴・看護 

講義 

DVD 



２ 
子どもにおける 

疾病の経過と看護 

１．慢性期にある子どもと家族の看護 

１） 慢性期の特徴と看護 

２） 慢性期の代表疾患の看護 

２．急性期にある子どもと家族の看護 

１） 急性期の特徴と看護 

２） 急性期の代表疾患の看護 

３） ハイリスク新生児・先天性疾患・心身障害のあ

る子どもと家族の看護 

３．周手術期の子どもと家族の看護 

４．終末期の子どもと家族の看護 

講 義 

６ 症状を示す子どもの看護 

１．各症状別看護 

不機嫌、啼泣、痛み、呼吸困難、チアノーゼ、 

ショック、発熱、発疹、嘔吐、下痢、便秘、脱水、

浮腫、出血、貧血、黄疸、けいれん、意識障害 

２．事故・外傷と看護 

１） 子どもの事故の特徴とその要因 

２） 事故防止と安全教育 

３） 不慮の事故 

頭部外傷、誤飲・誤嚥、溺水、熱傷、熱中症 

講 義 

１０ 
検査･処置を受ける 

子どもの看護 

１．アセスメントに必要な技術 

２．身体的アセスメント 

３．コミュニケーション技術、プレパレーション 

４．子どもにとっての検査･処置 

１）バイタルサイン測定、身体計測 

２）与薬、注射、輸液管理 

３）抑制 

４）検体採取：採尿、採血、腰椎穿刺 

５）経管栄養 

６）排泄；おむつ交換、浣腸 

７）呼吸症状の緩和；吸引、酸素療法、吸入療法 

８）救急処置；心肺蘇生法 

講義 

DVD 

演習 

（バイタルサ

イン測定、 

身体測定、 

採尿バッグ） 

８ 看護過程 急性期にある子どもの看護過程の展開  

１ 単位修得認定試験   

 

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：小児看護学概論 小児臨床看護総論   医学書院 

      小児臨床看護各論   医学書院 

参考文献 ：紹介します。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

母性看護学 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

母性看護学       (４単位　１０５時間）

(１単位  15時間）

成熟期の健康と看護

ヘルスプロモーション

母性看護における倫理

母性看護の対象を取り巻く環境

母性看護の歴史的変遷・母子保健統計の動向

母性看護学総論Ⅰ

母性看護学総論Ⅱ

妊娠・分娩・産褥期にある女性の異常

分娩期の特徴

分娩期の看護

母性看護の対象を取り巻く

母性の身体的特性

（１単位　３０時間）

老年期の健康と看護

母性とは

思春期の健康と看護

母性看護の基礎となる
                           概念

リプロダクティブ・ヘルスに関する概念

更年期の健康と看護

母性看護の対象理解

母性の心理・社会的特性

母性看護に関する法律や施策と支援

女性のライフサイクル

社会の変遷と現状

妊娠期の特徴

各期における看護

（１単位　３０時間）

新生児の看護

新生児の看護

分娩期の看護

妊娠期の看護

母性看護学

母性看護学方法論Ⅱ

（１単位　３０時間）

母性看護学方法論Ⅰ

新生児の生理的特徴

妊娠期の看護

産褥期の看護
産褥期の特徴

産褥期の看護

看護過程 正常初産褥婦の看護過程の展開

出生直後の新生児の看護

リプロダクティブ・ヘルスケア

早期新生児の異常

母性看護に特有な看護技術



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

母性看護学総論Ⅰ １ １５ １年 後期 クラス別 
小林 和子 

実務経験あり(看護師/助産師/保健師) 

科目目的 

 母性看護の基盤となる概念を学び、母性看護の対象から母性看護独自の特徴を学ぶ。 

科目目標 

１．母性とは何かを考え、母性をめぐるさまざまな定義を理解し、母性看護における母性のとらえ方 

について理解する。 

２．リプロダクティブヘルスに関する概念やヘルスプロモーションについて理解する。 

３．母性看護の対象の特徴と特性を理解する。 

４．母性看護における倫理的課題について考えることができる。 

 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

２ 母性とは 
１．親になることと母性  

２．母性看護における母性 

講 義 

DVD 視聴 

「うまれる」 

４ 

リプロダクティブ・ヘルスに

関する概念 

 

１．リプロダクティブヘルス/ライツ 

 １）リプロダクティブヘルス/ライツとは 

 ２）リプロダクティブヘルス/ライツの課題 

２．セクシュアリティ（人間の性） 

 １）セクシュアリティとは 

 ２）各発達段階の課題 

３．ジェンダー 

 １）ジェンダーとは  

２）日本におけるジェンダー 

４．性の多様性 

 １）性同一性障害 ２）性分化疾患 

 ３）ＬＧＢＴ 

講 義 

１ ヘルスプロモーション 
１．ヘルスプロモーションとは 

２．女性の生涯にわたる健康教育 

２ 母性の身体的特性 

１．生殖器の形態・機能 

２．妊娠と胎児の性分化 

講 義 

 
２ 母性の心理・社会的特性 

１．現代女性のライフサイクル 

２．家族の発達段階と家族看護 

３．母性の発達・成熟・継承 

１）女性性の発達 ２）母性の発達   

３）母子関係と愛着・母子相互作用   

４）母子の世代間伝達 

４ 母性看護における倫理 
１．生命倫理と看護倫理 

２．看護における倫理的意思決定 

講義 

事例について 

倫理を考える 

１ 単位修得認定試験   

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：母性看護学概論 医学書院           

参考文献 ：その都度配布・紹介します。 

学生のみなさんへ ：母性看護学の基礎となる部分です。自ら考え、学習し母性看護の理解を深めるとともに自己

の母性（父性）を育ててください。 

 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

母性看護学総論Ⅱ １ ３０ ２年 前期 クラス別 
齊藤 麻木         

実務経験あり(看護師/助産師)   

 

科目目的 

 １．母性看護の対象を取り巻く社会の変遷と現状を知り、母性看護の課題と役割を学ぶ。 

 ２．女性のライフステージ各期の看護を学ぶ。 

科目目標 

 １．母子看護の歴史と統計からその変遷を知り、母性看護に関する組織や法律、母子保健施策の観点から母性

看護の現状を理解する。 

 ２．母性を取り巻く環境の特徴と母性看護の現状を理解する。 

 ３．女性のライフサイクルに与えるホルモンの影響について理解する。 

 ４．母性のライフサイクル各期に起こりやすい疾患と健康問題、その看護について理解する。 

 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容  学習方法 

２ 

母性看護の対象を取

り巻く社会の変遷と

現状 

１．母性看護の歴史と変遷 

２．母子保健統計の動向 

講義、国民衛生

の動向参照 

６ 
母性看護に関する 

法律や施策と支援 

１．母性看護にかかわる組織 

２．母性看護に関わる法律 

 １）母子保健に関する法律 

 ２）働く女性の健康・子育て支援に関する法律 

 ３）ＤＶ防止法 

４）性暴力被害者支援 

 ５）虐待防止に関する法律 

３．母子保健施策の実際 

 １）母子保健法に関する施策 

 ２）子育て支援に関する施策 

 ３）周産期医療のシステム 

講 義 

２ 
母性看護の対象を 

取り巻く環境 

１．家庭、地域社会 

２．生物・社会文化的環境 
講 義 

６ 
思春期女性の特徴・

健康問題と看護 

１．第二次性徴 ２．性意識・性行動の発達 

３．月経異常  ４．性感染症 

５．人工妊娠中絶 

 

講 義 

 

８ 
成熟女性の特徴・ 

健康問題と看護 

１．家族計画と受胎調節 ２．生殖補助医療  

３．出生前診断 ４．不妊症 ５．子宮内膜症 

６．子宮筋腫 ７．子宮がん 

講 義 

４ 
更年期女性の特徴・

健康問題と看護 

１．ホルモンの変化と閉経 ２．更年期症状 

３．卵巣腫瘍   
講 義 

２ 
老年期女性の特徴・

健康問題と看護 

１．骨盤臓器脱 ２．老人性膣炎・外陰炎 
講 義 

１ 単位修得認定試験   

評価方法 ： 筆記試験 

教科書  ： 母性看護学概論 医学書院 

母性看護学各論 医学書院    

成人看護学（9）女性生殖器 医学書院          

参考文献：  その都度配布・紹介します。 

学生のみなさんへ ：母性看護の歴史と現状、女性のライフサイクル各期の看護を学びます。 

 

 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

母性看護学方法論Ⅰ １ ３０ ２年 後期 クラス別 

齊藤 麻木  

実務経験あり(看護師/助産師) 

(演習：齊藤,小林他) 

科目目的 

妊娠、分娩、産褥及び新生児の特徴を理解し、対象とその家族に必要な看護を実践できる能力を養う。 

 

科目目標 

 １．妊娠期の身体的、精神的、社会的特徴を理解し、その看護を学ぶ。 

 ２．分娩期の身体的、精神的特徴を理解しその看護を学ぶ。 

 ３．産褥期の身体的、精神的、社会的特徴を理解し、その看護を学ぶ。 

 ４．新生児の特徴を理解し、その看護を学ぶ。 

 ５．母性看護に特有な看護技術の意義と目的を理解し、体験をとおして理解できる。 

 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

６ 妊娠期の看護 

１．妊娠期の身体的特徴、精神的特徴、社会的特徴 

２．妊娠期の看護 

  健康診査と保健指導、妊婦の診察と介助、 

  生活指導、マイナートラブルと保健指導 

  妊娠期の栄養、分娩の準備と分娩準備教育 

講 義 

６ 分娩期の看護 

１．分娩後の身体的特徴、精神的特徴と分娩の母子に及ぼす影響  

２．分娩期の看護 

 １）基本原則、分娩開始時と入院時の看護 

 ２）分娩第１期の経過と看護 

 ３）分娩第２期の経過と看護 

 ４）分娩第３期の経過と看護 

 ５）分娩第４期の経過と看護 

講 義 

６ 産褥期の看護 

１．産褥期の身体的特徴、精神的特徴、社会的特徴 

２．産褥期の看護 

 １）分娩後２４時間の経過と看護 

 ２）日常生活の援助  ３）復古現象促進の援助 

 ４）母乳栄養確立のための援助 

 ５）退院に向けての保健指導 

講 義 

４ 新生児の看護 

１．新生児の生理的特徴 

２．出生直後の新生児の看護 

３．新生児の看護 

 １）看護の原則 ２）保育環境、 

３）日常の看護 ４）母親への保健指導・沐浴 

 

講義 

８ 
母性看護に特有な看

護技術 

１．新生児の看護 

１）沐浴 ２）着替え ３）オムツ交換 

４）ベッドからの抱き上げ・抱き方・寝かせ方   

５）ミルク哺乳の方法 ６）排気 

７）ドライテクニック 

２．母体の看護 

 １）子宮底測定・腹囲測定 ２）レオポルド触診法   

３）児心音聴取 ４）授乳姿勢と吸着  

演 習 

ＤＶＤ 

１ 単位修得認定試験   

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：母性看護学各論  医学書院  参考文献 ：その都度配布・紹介します。 

学生のみなさんへ ：事前学習をして授業や学内演習に臨みましょう。 



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 実務経験あり 

母性看護学方法論Ⅱ １ ３０ ２年 後期 クラス別 
佐藤 真紀子(看護師/助産師) 

小林 和子(看護師/助産師/保健師 ) 

科目目的 

 母性各期に起こりやすい疾患と異常の徴候を理解し、健康障害の予防と看護が実践できる能力を養う。 

科目目標 

  １．リプロダクティブヘルスケアについて特徴及び、看護について理解する。 

２．妊娠・分娩・産褥期にある女性及び早期新生児にみられる異常について理解する。 

 ３．妊娠、分娩、産褥期の特徴を理解し、セルフケア能力に視点をおいた看護を展開できる能力を習得 

する。 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 方法 

６ 
リプロダクティブヘ

ルスケア 

１．性暴力を受けた女性に対する看護 

２．ＨＩＶに感染した女性に対する看護 

３．人工妊娠中絶と看護 

４．出生前診断を受ける人への看護 

５．生殖補助医療を受ける人への看護 

６．性同一性障害と看護 

講 義 

ＧＷ 

(佐藤) 

６ 妊娠の異常 

妊娠期の健康問題と看護 

１）切迫流早産 ２）妊娠高血圧症候群 

３）前置胎盤 ４）常位胎盤早期剥離 

５）前期破水 ６）妊娠貧血 ７）多胎妊娠 

８）妊娠糖尿病 ９）妊娠期の感染症  

講 義 

（佐藤） 

４ 分娩の異常 

分娩期の健康問題と看護 

１）微弱陣痛・過強陣痛 ２）分娩時の損傷 

３）分娩時異常出血 ４）帝王切開術と看護 

５）分娩誘発 ６）急速遂娩 

講 義 

(佐藤) 

２ 産褥の異常 

産褥期の健康問題と看護 

１）子宮復古不全 ２）産褥期の発熱 

３）乳腺炎 ４）産後うつ症 

講 義 

(佐藤) 

２ 新生児の異常 

早期新生児の健康問題と看護 

１）早産児、低出生体重児  

２）新生児一過性多呼吸 ３）胎便吸引症候群 

４）新生児仮死 ５）新生児黄疸 

講 義 

（佐藤） 

１０ 看護過程 産褥期にある対象の看護過程の展開 

講義・ＧＷ 

個人ワーク 

(小林) 

１ 単位修得認定試験   

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：母性看護学概論  医学書院 

母性看護学各論  医学書院 

参考文献 ：その都度配布・紹介します。グループ学習がありますので事前学習をして臨みましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

精神看護学 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

精神看護学　（４単位　１０５時間）

脳の仕組みと精神機能

主な精神症状と問題行動への看護

統合失調症慢性期の看護過程
精神に障害のある

対象の看護過程

精神障害患者の看護 主な精神疾患の看護

主な精神疾患の治療

知的障害〈精神遅滞〉

精神看護学方法論Ⅱ 精神障害を持つ患者の家族への支援

（１単位　３０時間） 地域と精神科以外における看護

精神看護における安全と事故防止

精神を病む人への看護援助の基本

精神看護学
実際と今後の課題 地域生活支援の現状と展開

精神保健に関する今後の課題

小児期・青年期に発症する行動・情緒の障害

（１単位　30時間）

精神看護学方法論Ⅰ

性同一性障害

生活の場と精神保健

地域における精神保健 災害と精神保健

自殺の現状と予防対策

リカバリーを促進する支援

精神保健活動の 地域移行支援

法律と社会資源 精神保健医療福祉の施策と動向

入院患者の権利擁護

精神看護学総論Ⅱ 医療場面での精神症状と精神保健
医療現場における

（１単位　３０時間） 医療場面における家族への支援

精神科チーム医療と看護者の役割

精神保健の定義

精神保健の概念 精神保健の領域

精神保健医療の変遷

精神障害者支援に関わる法制度

精神看護学総論Ⅰ 心の機能と発達
精神保健の現状と今後

（１単位　１５時間） 危機状況と心の動き

ノーマライゼーションと精神障害者の人権・倫理

心理的発達の障害

精神看護学の位置づけ

精神看護学の目的・目標 精神看護の目的と目標

精神看護の対象となる個人と集団

日本の精神保健の現状

精神看護の特徴と主な治療の概要

精神障害者とその家族に対する看護
精神看護の機能・役割

精神障害者を支援するための法律

統合失調症および妄想性障害

気分（感情）障害

神経症性障害、ストレス関連障害、身体表現性障害

生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群

パーソナリティ障害

　　　　　　　　　　精神保健　　　　　　

主な精神疾患・障害の
　　　　　　　　　　　特徴

精神作用物質使用による精神・行動の障害

症状性を含む器質性精神障害

習慣および衝動の障害



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

精神看護学総論Ⅰ １ １５ １年 後期 クラス別 
千葉 弘恵        

実務経験あり(看護師) 

 

科目目的 

 精神看護の意義、対象、役割、機能を理解し、精神の危機的状況や障害を持つ人とその家族に必要な基本的な

知識を学ぶ。 

 

科目目標 

 １．精神看護の目的と目標を理解する。 

 ２．精神看護の対象を理解する。 

 ３．精神看護の役割と機能を理解する。 

 ４．精神看護の動向と課題を理解する。 

 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

４ 精神看護の目的目標 

１．精神看護学の位置づけ 

２．精神看護の目的・目標 

３．精神の健康とは 

４．精神看護の対象となる個人と集団 

講 義 

５ 
精神保健の現状と今後 

 

１．日本の精神保健の現状と生きにくさ 

２．精神保健福祉の現在と今後 

３．心の機能と発達 

４．ライフサイクルと精神保健 

１）心の発達理論 

（１）ピアジェ発生的認識論 

（２）精神分析理論（フロイト） 

（３）人格の漸成発達理論（エリクソン） 

５．危機状況と心の動き 

１）危機の定義 

２）危機介入の理論 

３）各発達段階での危機の諸相と危機介入  

６．ストレスへの対処 

７．ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝと精神障害者の人権・倫理 

講 義 

６ 精神看護の機能と役割 

１．精神看護の特徴と主な治療の概要 

２．精神障害者とその家族に対する看護 

３．精神障害者を支援するための法律と今後の課題 

４．精神科チーム医療と看護者の役割 

講 義 

１ 単位修得認定試験   

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：ナーシンググラフィカ 精神看護学①情緒発達と精神看護の基本 

参考文献 ：適宜紹介します 

学生のみなさんへ ：ノーマライゼーションの考えを基盤とし、地域で自立した生活や生活の向上を目指す 

看護を学びます。また、精神疾患を正しく理解すると共に自分自身をも含めた心の健 

康について学びます。 



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

精神看護学総論Ⅱ １ ３０ ２年 前期 クラス別 

桒内 崇 実務経験あり 

(精神保健福祉士/認定心理士/

社会福祉士) 

 

科目目的 

 精神保健福祉の概要と変遷を学び、現代の医療福祉場面において対象が抱えている問題を理解する。また保健・

医療・福祉チームにおける精神保健活動と今後の課題について学ぶ。 

 

科目目標 

 １．精神保健の概念について理解する。 

 ２．精神保健及び精神障害者福祉に関する法律と施策について理解する。 

 ３．精神保健の動向について学び、現状の問題や課題について理解する。 

 ４．精神保健活動と看護の役割を理解する。 

 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

４ 精神保健の概念 

１．精神保健の定義 

２．精神保健の領域 

３．現代社会と精神保健 

４．精神保健医療の変遷 

１）諸外国の精神医療・看護の歴史 

２）日本の精神医療・看護の歴史 

講 義 

 

 

 

 

 

 

６ 

精神保健及び精神保健

福祉に関する法律と社

会資源 

１．精神障害者支援に関わる法制度 

 １）精神保健福祉法 

 ２）障害者総合支援法 

２．精神保健医療福祉の施策と動向 

 １）精神保健医療福祉の改革ビジョン 

 ２）精神医療の将来像 

３．入院患者の権利擁護 

１）病院における医療及び保護 

 ２）入院医療の特徴と処遇 

４．社会資源の活用 

 １）社会資源の種類 

 ２）各社会資源の概要 

講 義 

４ 
医療現場における精神

保健 

１．医療場面での精神症状と精神保健 

１）身体疾患と精神保健 

２）救急医療と精神保健 

３）終末期と精神保健 

２．医療場面における家族への支援 

講 義 

 



時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

８ 
 

地域における精神保健 

１．生活の場と精神保健 

１）暮らしの場と精神保健 

（１）家族の機能と家族形態の変化 

（２）家族における精神保健上の問題 

２）教育の場と精神保健 

（１）現代の教育環境と心の健康 

（２）学校における精神保健上の問題 

３）職場と精神保健 

（１）職場の環境変化と心の健康 

４）地域と精神保健 

（１）人間関係の希薄化と心の健康 

（２）様々な社会問題とその様態 

２．災害と精神保健 

 １）災害がもたらす精神への影響 

 ２）災害時の精神保健福祉活動 

３．自殺の現状と予防対策 

 １）自殺のリスク要因 

 ２）自殺予防に関する政策 

４．地域における家族への支援 

講 義 

８ 
精神保健活動の 

実際と今後の課題 

１．リカバリーを促進する支援 

１）精神リハビリテーション 

２）精神障害予防と再発予防 

３）ストレングス・レジリエンス 

エンパワメント 

２．地域移行支援 

 １）長期入院患者への支援 

 ２）早期退院に向けた支援 

 ３）医療相談室の機能と役割 

３．精神障害者の地域生活支援の現状と展開 

 １）地域生活支援システム 

２）精神保健医療福祉に関わる専門機関とその 

活動 

 ３）地域生活支援者、専門職との連携 

４．精神保健に関する今後の課題 

講 義 

 

 

１ 単位修得認定試験   

評価方法 ： 筆記試験 

教科書  ：ナーシンググラフィカ 精神看護学①情緒発達と精神看護の基本       

ナーシンググラフィカ 精神看護学②精神障害と看護の実践 

参考文献 ：適宜紹介します 

学生のみなさんへ ：精神保健の概念を理解し､精神障害者を支える法律や施策について学びます。また、現状に

おける精神保健の動向や問題点･課題などを理解しながら精神保健活動の実際と看護の役割

について学びます。   

 



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 実務経験あり 

精神看護学方法論Ⅰ １ ３０ ２年 後期 
クラス別 

合同 

清水 祐輔(医師) 嶋岡 修平(医師) 

吉田 隼輔(医師) 

鈴木 ゆき(臨床心理士/公認心理士)  

 

科目目的 

   精神神経障害の特徴と主な精神疾患の原因、診断、治療について理解する。 

 

科目目標 

  １．主な精神症状と精神疾患について理解する。 

   ２．主な臨床検査と治療について理解する。 

 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

１６ 

 

主な精神疾患・障害の

特徴 

 

Ａ．脳の仕組みと精神機能 

 １）脳の部位と精神機能 

 ２）神経伝達物質と精神機能・薬理作用 

 

Ｂ．症状性を含む器質性精神障害 

 １）症状 

 ２）臨床検査および心理検査 

 ３）薬物療法とその他の治療法 

 

Ｃ．精神作用物質使用による精神・行動の障害  

１）症状 

 ２）臨床検査および心理検査 

 ３）薬物療法とその他の治療法 

 

Ｄ．統合失調症および妄想性障害 

 １）症状 

 ２）臨床検査および心理検査 

 ３）薬物療法とその他の治療法 

 

Ｅ．気分〈感情〉障害 

 １）症状 

 ２）臨床検査および心理検査 

 ３）薬物療法とその他の治療法 

 

Ｆ．神経症性障害、ストレス関連障害、身体表現性障害 

１）症状 

 ２）臨床検査および心理検査 

 ３）薬物療法とその他の治療法 

 

 

 

 

 

 

講 義 



時間 単元 学習内容 学習方法 

１４ 

 

主な精神疾患・障害の

特徴 

 

Ｆ．生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群 

 １）症状 

 ２）臨床検査および心理検査 

 ３）薬物療法とその他の治療法 

 

Ｇ．パーソナリティ障害 

１）症状 

 ２）臨床検査および心理検査 

 ３）薬物療法とその他の治療法 

 

Ｈ．習慣および衝動の障害 

 １）症状 

 ２）臨床検査および心理検査 

 ３）薬物療法とその他の治療法 

 

Ｉ．性同一性障害 

 １）症状 

 ２）臨床検査および心理検査 

 ３）薬物療法とその他の治療法 

 

Ｊ．知的障害〈精神遅滞〉 

１）症状 

 ２）臨床検査および心理検査 

 ３）薬物療法とその他の治療法 

 

Ｋ．心理的発達の障害 

１）症状 

 ２）臨床検査および心理検査 

 ３）薬物療法とその他の治療法 

 

Ｌ．小児期・青年期に発症する行動・情緒の障害 

１）症状 

 ２）臨床検査および心理検査 

 ３）薬物療法とその他の治療法 

 

 

１ 単位修得認定試験 
 

 

 

評価方法：筆記試験     参考文献：適宜紹介します 

教科書 ：ナーシンググラフィカ 精神看護学①情緒発達と精神看護の基本       

ナーシンググラフィカ 精神看護学②精神障害と看護の実践 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 生 の み な さ ん へ  ： 精神症状・状態像 から 精神疾患を理解し 、そ の検査、治療を学 びま す。  



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

精神看護学方法論Ⅱ １ ３０ ２年 後期 クラス別 齋藤 伸  千葉 弘恵 

科目目的 

  主な精神障害の特徴と精神疾患について理解し、対象者・看護師関係の成立、発展の必要性を知る。 

 また、精神活動に障害のある個人とその家族への援助に必要な看護を実践する知識、技術、態度を身 

につける。 

科目目標 

 １．対象者一看護師関係の意義、発展させるための方法を理解する。 

 ２．対象の特徴を知り、様々な状況における看護の展開と援助技術について理解する。 

 ３．精神に障害をもつ対象の家族がおかれている状況を理解し、家族が危機を乗り越える為の援助を学ぶ。 

 ４．精神･保健・医療チームにおける看護師の役割を理解できる。 

 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

４ 
精神障害患者の理解 

（千葉） 

１．精神を病む人への看護援助 

１）日常生活援助 

２）活用する技術              

（１）コミュニケーション 

（２）ロールプレイング  （３）面接 

（４）カウンセリング （５）グループワーク 

（６）生活技能訓練（ＳＳＴ）（７）心理教育 

３）行動制限と看護 

（１）隔離室（保護室）使用時の看護 

（２）拘束の看護 

４）暴力のマネジメント 

（１）患者からの暴力行為から回避（逃げる）

する方法 

（２）暴れている患者を保護する方法 

（３）言語的に興奮を鎮める技術 

（４）お互いの位置関係を保つ 

５）患者＝看護者関係 

（１）患者＝看護者関係の基盤 

（２）患者＝看護関係の発展段階 

６）プロセスレコードの活用 

講 義 

演 習 

４ 

主な精神症状と 

問題行動への看護 

（齋藤） 

１．主な精神症状と問題行動への看護 

１）不安､緊張状態 

２）抑うつ状態 

３）引きこもり状態 

４）興奮､攻撃、躁状態 

５）幻覚､妄想 

６）強迫、儀式行動 

７）拒否、否定状態 

８）操作的状態 

９）自傷、自殺企図 

10）嗜癖行動 

11）せん妄、認知症 

講 義 

 

 



時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

４ 
主な精神疾患の看護 

（齋藤） 

 

１．主な精神疾患の看護 

１）主な疾患の看護 

（１）アルツハイマー病 

（２）血管性認知症 

（３）アルコール，薬物依存症 

（４）てんかん 

（５）統合失調症 

（６）気分障害 

（７）心因性精神病と神経症 

（８）人格障害 

 

講 義 

２ 

主な精神科治療の看

護 

（千葉） 

 

１．主な精神科治療の看護 

１）主な治療の看護 

（１）薬物療法、電気けいれん療法 

（２）精神療法 

（３）環境療法、社会療法 

 

講 義 

２ 

精神障害をもつ 

患者の家族への看護 

（齋藤） 

１．精神障害をもつ患者の家族への看護 

１）家族の理解 

２）家族への支援 

講 義 

２ 

地域と精神科以外に

おける看護 

（千葉） 

 

１．地域での看護の実際 

１）治療を継続するためのリハビリテーション 

の場 

（１）精神科訪問看護     

（２）精神科デイケア・ナイトケア 

２）生活を支えるサービス 

（１）社会復帰施設 

（２）地域生活支援事業 

（３）雇用及び就労支援としての社会資源 

２．リエゾン看護 

 

講 義 

１２ 

精神に障害のある 

対象の看護過程 

（千葉） 

統合失調症の慢性期の看護過程 
講義 

ＧＷ 

１ 単位修得認定試験 
  

 

評価方法 ：筆記試験、レポート、ＧＷの参加状況 

教科書  ：ナーシンググラフィカ 精神看護学①情緒発達と精神看護の基本       

ナーシンググラフィカ 精神看護学②精神障害と看護の実践 

 

参考文献 ：適宜紹介します 

学生のみなさんへ ：精神障害患者を理解し、精神に障害を持つ人への必要な看護を学習します。 

         積極的に参加し看護の考え方を学びましょう。   

           

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統合分野 
 

 

 

 

在宅看護論 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

在宅看護における安全と

在宅療養を支える災害対策

日常生活における安全管理

在宅ケアにおける関連機関・関連職種との連携・協働

地域包括ケアシステムと在宅ケア

事例検討

療養を支える看護技術

褥瘡管理

在宅ケアのケアマネジメントと

関係機関・関係職種間の連携

在宅看護論

　　　　　　　　　　　　危機管理

在宅看護の概念

在宅療養者と家族の支援

在宅療養者の症状・

　　　　　　　　　状態別看護

在宅看護の基本理念と倫理

（医療ケア）

薬物療法（インスリン自己注射含む）

在宅療養者への看護活動

酸素療法

人工呼吸療法

在宅ケアと在宅看護

フィジカルアセスメント

在宅看護論総論Ⅱ

看護技術演習 膀胱留置カテーテルの挿入（演習）

（１単位　３０時間）

難病がある在宅療養者

疼痛管理

経鼻胃チューブの挿入（演習）日常生活を支える

在宅ターミナルケア（家族へのグリーフケア含む）

障害者を支える制度と社会資源

認知症のある高齢在宅療養者

在宅看護論方法論Ⅰ

訪問看護サービスの質保証

生活リハビリテーション

在宅ケアとケアマネジメント

（１単位　３０時間）

コミュニケーション

在宅療養を支える看護

在宅看護の歴史と現状

地域における看護の対象者

訪問看護の特徴

在宅看護の対象者と在宅看護の成立要件

訪問看護ステーションの開設基準

訪問看護サービス開始までの流れ

在宅看護と家族

家族介護の個別性に応じた支援

在宅ケアを支える制度

難病療養者を支える制度と社会資源

子どもの在宅療養を支える社会資源

在宅療養者の権利を擁護する制度と社会資源

社会資源の活用

高齢者を支える制度と社会資源

がん化学療法・放射線療法

中心静脈栄養法

（外来通院中の在宅療養者に対する援助）

環境整備

呼吸

排泄

精神疾患のある在宅療養者

小児在宅療養者

ターミナルケア

食生活

在宅看護論（４単位　１０５時間）

訪問看護の記録

訪問看護の実践

訪問看護サービスの展開

訪問看護サービスの管理・運営

訪問看護サービスの

仕組みと提供

在宅看護論総論Ⅰ

（１単位　１５時間）

地域療養を支える看護師の役割・機能

睡眠

清潔と更衣

肢位の保持と移動

在宅療養者を支える
基本的な技術

在宅ケアを支える訪問看護ステーション

在宅ケアを支える制度と

社会資源

日常生活を支える看護技術

訪問看護の実践（演習）

在宅看護過程

在宅看護の展開（１単位　３０時間）

在宅看護論方法論Ⅱ

在宅看護の展開と訪問看護演習



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

在宅看護論総論Ⅰ １ １５ １年 後期 クラス別 
小宮山 政枝     

実務経験あり(看護師) 

科目目的 

  統合看護の視点で在宅看護の対象及びその家族の特徴を理解し、看護の役割・機能を学ぶ。 

科目目標 

１．在宅看護の変遷、制度と地域活動について理解する。 

２．在宅看護の対象と家族を理解する。 

  ３．在宅看護の目的と役割を理解する。 

 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学 習 方 法 

４ 在宅看護の概念 

１．在宅看護の歴史と現状 

２．地域療養を支える看護師の役割・機能 

３．在宅看護の基本理念と倫理 

４．在宅ケアと在宅看護 

講 義 

ＤＶＤ 

４ 在宅療養者と家族の支援 

１．地域における看護の対象者 

２．在宅看護の対象者と在宅看護の成立要件 

３．在宅看護と家族 

４．家族介護者の個別性に応じた支援 

講 義 

５ 
在宅ケアを支える制度と

社会資源 

１．社会資源の活用 

２．在宅ケアを支える制度 

３．高齢者を支える制度と社会資源 

４．障害者を支える制度と社会資源 

５．難病療養者を支える制度と社会資源 

６．子どもの在宅療養を支える社会資源 

７．在宅療養者の権利を擁護する制度と社会資源 

講 義 

２ 在宅療養を支える看護 

１．訪問看護の特徴 

２．在宅ケアを支える訪問看護ステーション 

３．訪問看護の実践 

４．訪問看護の記録 

５．在宅療養者への看護活動 

講 義 

ＤＶＤ 

１ 単位修得認定試験 
  

 

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：ナーシング・グラフィカ 在宅看護論① 地域療養を支えるケア メディカ出版 

 

参考文献 ：その都度資料配布、文献紹介をする。 

学生のみなさんへ ：皆さんから考えや意見も求めながら進めます。事前事後の学習が必要となりますのでしっ

かり取り組んでください。 

 

 

 

 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

在宅看護論総論Ⅱ １ ３０ ２年 前後期 クラス別 
柴田 ひとみ       

実務経験あり(看護師) 

 

科目目的 

  １．在宅ケアシステムにおけるケアマネジメントの役割や展開について学ぶ。 

  ２．在宅で療養する対象及びその介護者を支援する看護の展開を理解し、在宅看護の訪問技術を学ぶ。 

科目目標 

１．在宅看護に必要な知識・技術を理解する。 

２．在宅ケアにおけるケアマネジメントや関係機関・関係職種間の連携を理解できる。 

３．在宅看護の展開までのプロセスを理解する。 

 

授業進度と内容 

時 

間 
単 元 学 習 内 容 学 習 方 法 

１０ 
訪問看護サービスの 

仕組みと提供 

１．訪問看護ステーションの開設基準 

２．訪問看護サービス開始までの流れ 

３．訪問看護サービスの展開 

４．訪問看護サービスの質保証 

５．訪問看護サービスの管理・運営 

講 義 

２ 
在宅看護における安全

と危機管理 

１．日常生活における安全管理 

２．在宅療養を支える災害対策 
講 義 

１８ 

在宅ケアのケアマネジ

メントと関係機関・関

係職種間の連携 

１．在宅ケアとケアマネジメント 

２．在宅ケアにおける関連機関・関連職種との連

携・協働 

３．地域包括ケアシステムと在宅ケア  

４．事例検討 

１）訪問看護における在宅ケアとケアマネジメント 

２）訪問看護計画 

講 義 

ＧＷ 

１ 単位修得認定試験   

 

 

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：ナーシング・グラフィカ 在宅看護論① 地域療養を支えるケア メディカ出版 

ナーシング・グラフィカ 在宅看護論② 在宅療養を支える技術 メディカ出版  

 

参考文献 ：資料配布、その都度紹介します。 

学生のみなさんへ ：在宅看護に必要な他職種との連携と、訪問看護について具体的に学びます。また、訪問看護

での留意点や配慮についても学習するため、復習を十分行って下さい。 

 

 

 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 実務経験あり 

在宅看護論方法論Ⅰ １ ３０ ２年前期 クラス別 

小宮山政枝(看護師)（技術） 

三宅由佳 (看護師)     

（症状・状態別看護・看護技術） 

科目目的 

  在宅で療養する対象者およびその介護者を支援する日常生活援助技術と医療技術について学ぶ。 

科目目標 

  １．在宅療養を支援するために必要な知識・技術について理解できる。 

  ２．在宅療養者の対象疾患とその援助について理解できる。 

  ３．在宅看護で行われる医療処置の種類、援助方法について理解できる。 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学 習 方 法 

４ 

在宅療養生活を支え

る基本的な技術 

（小宮山） 

 

１．コミュニケーション 

２．フィジカルアセスメント 

３．環境整備 

４．生活リハビリテーション 

５．感染予防 

６．ターミナルケア 

講 義 

６ 
日常生活を支える 

看護技術（小宮山） 

１．食生活    ２．呼吸 

３．排泄     ４．睡眠 

５．清潔と更衣  ６．肢位の保持と移動 

講 義 

１０ 

在宅療養者の 

症状・状態別看護 

（三宅） 

１．小児在宅療養者 

２．認知症のある高齢在宅療養者 

３．精神疾患のある在宅療養者 

４．難病がある在宅療養者 

５．在宅ターミナルケア（家族へのグリーフケア含む）  

講 義 

ＤＶＤ 

１０ 

療養を支える 

看護技術（医療ケア） 

（三宅） 

１．薬物療法（インスリン自己注射も含む） 

２．がん化学療法・放射線療法 

  （外来通院中の在宅療養者に対する援助） 

３．酸素療法 

４．人工呼吸療法  

５．中心静脈栄養法 

６．褥瘡管理 

７．疼痛管理 

講 義 

ＤＶＤ 

１ 単位修得認定試験   

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：ナーシング・グラフィカ 在宅看護論① 地域療養を支えるケア メディカ出版 

ナーシング・グラフィカ 在宅看護論② 在宅療養を支える技術 メディカ出版 

参考文献 ：資料配布、その都度紹介します。   

学生のみなさんへ ：在宅看護を支える看護技術の方法を学びます。事前学習を行った上で授業に臨み、授業後は

復習を十分行って下さい。 



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

在宅看護論方法論Ⅱ １ ３０ ２年 後期 クラス別 小宮山 政枝 

 

科目目的 

  在宅での看護展開方法と医療技術を伴う看護の必要性を理解し、安全性や経済性を考慮した看護技術 

を習得する。 

 

科目目標 

１．在宅で行われる医療処置を実践できる。 

２．紙上事例をもとに在宅看護を展開する方法を理解する。 

３．在宅療養者とその家族の状況に応じた生活支援や医療管理の方法を理解する。 

 

 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

６ 

（講義２ 

・演習

４） 

日常生活を支える 

看護技術演習 

＜食生活＞ 

１．食の援助 

１）食のアセスメントと援助 

２）援助の実際と技術 

２．経鼻胃チューブの挿入演習 

講 義 

ＤＶＤ 

学内演習 

モデル人形 

６ 

（講義２ 

・演習

４） 

日常生活を支える 

看護技術演習 

＜排泄＞ 

１．排泄の援助 

１）排泄のアセスメントと援助 

２）援助の実際と技術 

２．膀胱留置カテーテルの挿入演習 

講 義 

ＤＶＤ 

演 習 

モデル人形 

１８ 
在宅看護の展開と 

訪問看護演習 

１．在宅看護の展開 

１）在宅看護の展開の視点 

２）在宅看護過程の特徴 

２．在宅看護過程 

 １）情報収集とアセスメント 

 ２）目標・計画 

 ３）実施と評価 

３．訪問看護の実践 

  

講 義 

ＧＷ 

演 習 

（ロールプレ

イ） 

１ 単位修得認定試験   

 

評価方法 ： 筆記試験 

教科書  ： ナーシング・グラフィカ 在宅看護論① 地域療養を支えるケア メディカ出版 

ナーシング・グラフィカ 在宅看護論② 在宅療養を支える技術 メディカ出版 

       看護技術がみえる②   臨床看護技術 メディックメディア 

参考文献 ：その都度紹介します。 

学生のみなさんへ ：在宅において対象者に即した看護を提供するための看護展開の方法と、計画に基づいた実

施方法を学びます。既習の看護技術の復習をして臨んでください。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護の 

統合と実践 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護の統合と実践        （４単位　１０５時間）

講義・演習

　　災害各期における看護活動

　　災害現場での応急処置・運搬法

看護の展開GW(紙面事例１・２・３）

               GW(プレゼンテーション）

安全教育

災害看護

災害医療と災害看護

災害特有の疾患

プレゼンテーションの実施（講義・実技）

看護技術統合実践

（１単位３０時間）

災害関連死

演習オリエンテーション

災害時の被災者・援助者の心理

災害に関する基礎知識

（１単位１５時間）

看護の統合と実践

看護職の責任と法的責任

看護管理

看護を取り巻く諸制度

医療看護におけるリスクマネージメント

（１単位１５時間）
看護・医療事故予防と看護実践

演習

看護管理の概要

（１単位３０単位）

看護ケアのマネージメント

看護職のキャリアマネージメント

看護サービスマネージメント

マネージメントに必要な理論



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

看護管理 １ ３０ ３年前・後期 
クラス別 

合同 

根本  香        

実務経験あり(看護師) 

 

科目目的 

 看護管理に必要な基礎知識と方法を学ぶ。   

科目目標 

 １．看護管理の概要について理解できる。 

 ２．看護ケアのマネジメントについて理解できる。 

 ３．看護職のキャリア形成とマネジメントについて理解できる。 

 ４．組織としてのマネジメントについて理解できる 

 ５．マネジメントに必要な基礎的な理論を理解する。 

 ６．看護職を取り巻く法律と制度について理解できる。 

 

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

６ 看護管理の概要 

１．看護管理とは 

２．看護におけるマネジメント 

３．「看護覚書」における管理とは 

講 義 

演 習 

６ 
看護ケアのマネジメン

ト 

１．看護を提供する看護ケアのマネジメント 

２．患者の権利の尊重 

３．安全管理 

４．チーム医療と連携 

５．日常業務のマネジメント 

  ・クリティカルパス・情報の活用 

講 義 

 

２ 
看護職のキャリアマネ

ジメント 

１．看護職のキャリア形成 

２．タイムマネジメント 

３．ストレスマネジメント 

講 義 

６ 

看護サービスのマネジ

メント 

 

１．組織としての看護サービスのマネジメント 

２．看護サービス提供のしくみ 

３．人材のマネジメント 

４．施設・設備環境、物品、情報のマネジメント 

５．組織におけるリスクマネジメント 

講 義 

６ 

マネジメントに必要な

理論 

 

１．マネジメントプロセスとサイクル 

２．組織とマネジメント 

３．リーダーシップとマネジメント 

４．組織の調整と組織文化 

５．コミュニケーション 

６．動機づけ等 

講 義 

 

４ 
看護を取り巻く諸制度 

 

１．看護の定義と専門職性 

２．保健師助産師看護師法、看護師等の人材確保 

の促進に関する法律と制度 

３．看護職の教育制度 

４．看護政策と制度  

講 義 

１ 単位修得認定試験   

評価方法 ：筆記試験   

教科書  ：「統合分野 看護管理 看護の統合と実践Ⅰ」医学書院 

参考文献 ：「看護覚え書」・必要時、資料を配布します。 

学生のみなさんへ ：積極的な参加をお願いします。 



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

安全教育 １ １５ ３年 後期 クラス別 
吉田 尚子        

実務経験あり(看護師) 

 

科目目的 

 医療現場の様々な危険を、看護技術や業務との関連で認識し、間違いや不適切行為が、患者にどれほど重大な

結果をもたらすのかを理解する。 

 

科目目標 

 １．医療看護におけるリスクマネジメントについて理解する。 

 ２．看護職の責任と法的責任について理解する。 

 ３．看護・医療事故予防と看護実践について理解する。 

 

授業進度と内容 

時間 単元 学習内容 学習方法 

４ 
医療看護における 

リスクマネジメント 

１．医療事故とは 

２．医療事故を取り巻く状況の変化 

３．リスクマネジメント 

４．人間の注意の特性 

５．ヒューマンエラー 

６．組織の事故防止の体制の重要性 

 １）インシデント・アクシデントレポート 

 ２）医療における危険要因 

 ３）自己モニタリング 

７．事故の引き起こしやすい看護師の思考と行動 

講 義 

 

事故事例の分析 

２ 
看護職の責任と 

法的責任 

１．保助看法による業務範囲 

２．医師業務との関係 

３．注意義務・法的責任 

４．ヒヤリ・ハット体験の分析と共有化 

５．学生としての法的責任 

講 義 

事故事例の分析 

（褥瘡裁判事

例） 

５ 
看護・医療事故予防と

看護実践 

１．病院内の医療安全 

２．診療の補助業務に伴う事故防止 

３．診療上の世話に伴う事故防止 

１）危険の情報収集 

２）危険因子の査定 

３）危険の予測 

４）危険を回避した看護実践 

５）看護実践の評価 

講 義 

４ 演習 

１．目的・目標  ２．演習・試験項目 

３．演習方法   ４．事例の説明 

５．評価方法   ６．評価視点 

ＧＷ 

ＫＹＴ演習 

１ 単位修得認定試験   

 

評価方法 ： 出席状況、筆記試験及び演習レポ－トで評価します。 

教科書  ： 看護の統合と実践[２]医療安全  医学書院 

参考文献 ： 必要時、資料を配布します。 

学生のみなさんへ ：日常の実習で遭遇するまた、引き起こしやすい事故事例を皆さんとディスカッションしな

がら進めます。積極的な参加をしてください。 

 

 

 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 実務経験あり 

災害看護 １ １５ ３年 後期 クラス別 
高橋 久江(看護師) 

苫小牧王子病院 

科目目的 

 災害が暮らしと密着に関係しながら、人の生命や生活に影響を及ぼすことを理解する。また、災害時における

看護の役割を果たすために必要な知識と看護活動について学ぶ。 

科目目標 

 １．災害及び災害看護に関する基礎知識を理解する。 

 ２．災害発生時の社会の仕組みと対応について理解する。 

 ３．災害が人々の生命に及ぼす影響を理解する。 

 ４．災害時に看護が果たす役割、災害各期における看護支援活動を理解する。 

  

授業進度と内容 

時 間 単 元 学 習 内 容 学習方法 

２ 災害に関する基礎知識 

１．災害の定義 

２．災害の種類と被害の特徴 

３．災害発生時の社会の仕組みと対応 
講 義 

２ 災害医療と災害看護 

１．災害サイクルと災害保健医療 

２．災害医療 

１）災害医療災害医療と救急医療の違い 

２）災害医療の体系的アプローチ 

３）トリアージ 

４）支援体制と医療体制 

３．災害看護 

 １）定義  ２）倫理的概念 

講 義 

DVD 

４ 災害時特有の疾患 

発生機序と病理的状態および対応 

 １）圧挫症候群 ２）四肢外傷 ３）熱傷 

４）深部静脈血栓症・肺動脈血栓塞栓症 

５）感染症（飛沫・消化器・接触性） 

講 義 

DVD 

４ 

災害時の被災者・援助

者の心理 

災害関連死 

１．被災者と援助者の心理過程 

２．ストレス反応・心的外傷後ストレス反応 

３．心のトリアージ 

４．支援とストレス軽減法 

５．災害関連死とは 

  講 義 

４ 

 

 

災害看護の実際 

 

 

 

１．災害看護の基本的考え方と看護の役割 

２．わが国の災害医療体制 

３．災害関係諸機関との連携 

４．災害各期における看護活動 

５．保健衛生管理 

６．災害現場での応急処置・運搬法 

講 義 

演 習 

苫小牧王子病院 

ＤＭＡＴチ－ム 

 

 

評価方法 ：筆記試験 

教科書  ：看護の統合と実践【３】災害看護学・国際看護学    医学書院 

参考文献 ：必要時、資料を配布 

   

 

 

 

 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 授業形態 講  師 

看護技術統合実践 １ ３０ ３年 後期 クラス別 
髙橋 久江        

実務経験あり(看護師) 

 

科目目的 

 紙面事例に応じた看護実践ができる 

 グループメンバー全員による参加型実践とする 

科目目標 

 １．3 事例の紙面事例の情報をアセスメントでき、看護問題を挙げることができる 

 ２．上記事例の中、1 事例に対して看護計画立案できる 

３．看護計画に基づいた看護(安全、安楽、自立を促す援助)が実践できる 

 ４．他のメンバーに対して、紙面事例の看護過程の展開（実施を含め）を講義形式でプレゼンテーションし、

質疑に答える 

５．プレゼンを見学した紙面事例に対して看護過程の展開をレポートし提出する（個人ワーク） 

授業進度と内容 

 時間   単元        学 習 内 容  学習方法 

 ２ オリエンテーション １．目的、目標  ２．展開  ３．方法 

４．評価  ５．グループメンバー発表 

全体講義 

 ６ 看護の展開 

 (紙面事例１) 

１．１）疾患の理解 ２）情報のアセスメント 

２．１）看護計画の立案 

３．１）実技練習  ２）看護計画の修正 

グループワーク 

グループ別指導 

実技練習 

 ６ 看護の展開 

 (紙面事例２) 

１．１）疾患の理解 ２）情報のアセスメント 

２．１）看護計画の立案 

３．１）実技練習  ２）看護計画の修正 

グループワーク 

グループ別指導 

実技練習 

 ６ 看護の展開 

 (紙面事例３) 

１．１）疾患の理解 ２）情報のアセスメント 

２．１）看護計画の立案 

３．１）実技練習  ２）看護計画の修正 

グループワーク 

グループ別指導 

実技練習 

 ６ 

 

 

看護の展開 

（プレゼン担当事例） 

１．プレゼンテーションする事例の決定 

２．プレゼンテーション準備 

 １）看護計画の修正  ２）実技練習 

 ３）プレゼン資料等の作成 

グループワーク 

グループ別指導 

実技練習 

 ４ プレゼンテーション

の実施と見学 

１．プレゼンテーションの実施 

２．他に事例のプレゼンテーションの見学 

プレゼンテーション 

 

評価方法 ：グループ評価・・中間評価 30 点（紙面事例１～３）、プレゼンテーション 50 点 

      個人評価・・・・レポート 20 点（2 例の見学事例） 

教科書  ：各看護学で学習した看護技術の教科書全般 

参考文献 ：必要時、資料を配布 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門分野Ⅰ 

 

臨地実習 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 単位認定教員 

基礎看護学実習Ⅰ １ ４５ １年 前期 

斉藤 恭子        

実務経験あり(看護師) 

 

科目目的 病院の概要及び対象者の療養環境を理解し、対象者にとって必要な日常生活援助を学ぶ。 

 

科目目標 

  １．病院の概要を知り、地域における病院の役割を理解できる。 

２．対象者が生活している療養環境の特徴を理解できる。 

３．対象者および対象者を取り巻く人々と、よい人間関係を形成するための努力ができる。 

４．安全・安楽・自立を目指して、対象者に必要な日常生活援助を実施できる。 

  ５．看護学生としての姿勢、態度を身につけ、自己の向上に努めることができる。 

 

学習内容と方法 

学 習 内 容 学習方法 

基礎看護学実習Ⅰ 

１．病院内・病棟、各部門の見学 

２．病棟･病室の構造、設備、環境 

３．対象者とのコミュニケーションと関係形成 

４．対象者にとって安全・安楽な療養環境の調整 

５．対象者の安全・安楽に配慮した日常生活援助の実践 

６．感染予防行動 

７．看護学生として姿勢・態度 

 

病院実習 

 

評価方法 ：実習評価表 

教科書  ：基礎看護学で学習した教科書全般 

参考文献 ：必要時配付 

 

 

 

 

 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 単位認定教員 

基礎看護学実習Ⅱ ２ ９０ １年 後期 

中村 恵子          

実務経験あり(看護師) 

 

科目目的  

健康障害をもつ対象者を総合的に理解し、対象者に合わせて必要な看護を実践するための基礎とな 

る知識・技術・態度を学ぶ。 

     

科目目標  

  １．ヘンダーソンの看護理論に基づく看護過程を用いて、対象者に必要な日常生活の援助を実施できる。 

  ２．対象者及び対象者を取り巻く人々と、よい人間関係を形成しようと努力できる。 

  ３．看護学生としての姿勢、態度を身につけ、自己の向上に努めることができる。 

 

 

学習内容と方法 

学 習 内 容 学習方法 

１．ヘンダーソンの看護理論に基づく看護過程の展開 

１）基本的欲求に影響を与える常在条件、病理的状態 

２）基本的欲求の充足状況についてのアセスメント 

３）看護問題の明確化 

４）看護計画の立案 

５）実施・評価 

２．対象者とのよい人間関係の形成 

３．看護学生としての姿勢・態度 

病棟実習 

 

評価方法 ：実習評価表 

教科書  ：基礎看護学で学習した教科書全般 

参考文献 ：必要時配付 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

専門分野Ⅱ 

 

臨地実習 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 単位認定教員 

成人看護学実習Ⅰa ２ 90 ２年 後期 
千葉 祐子        

実務経験あり(看護師) 

 

科目目的 

   健康障害を持つ成人期の特徴を理解し、あらゆる健康レベルにある対象者とその家族に必要な 

看護を実践できる能力を養う。 

    

科目目標 

   １．成人期にある対象者を身体的・精神的・社会的側面から統合的に理解できる。 

   ２．成人期にある対象者の発達段階、発達課題を理解できる。 

   ３．成人期にある対象者の健康障害について理解できる。 

   ３．成人期にある対象者の健康障害の改善・回復に必要な援助について理解し実践できる。 

   ４．保健・医療・福祉チームの一員として看護の役割を学び、他職種と協働の必要性を考える 

ことができる。  

   ５．看護者としての姿勢、態度を身につけ積極的に自己の向上に努めることができる。 

 

学習内容と方法 

学 習 内 容 学習方法 

１．成人期の身体的・精神的・社会的特徴 

２．成人期の発達段階の特徴、発達課題をふまえた対象者の理解 

３．対象者が患った疾病とその治療、検査と看護 

４．対象者におこなわれている看護援助の目的、方法、留意点 

５．基本的な看護援助の適応と工夫 

６．対象者におこなった看護援助の評価と修正 

７．よい人間関係を築くためのコミュニケーション 

８．コミュニケーションの場の雰囲気づくりと受容的態度 

９．事実に基づいた簡潔・明瞭・正確な記録と報告 

10．他職種の専門性の理解と連携の必要性の理解 

病棟実習 

１．カンファレンスへの主体的な参加 

２．看護学生としての倫理的行動の実践 

３．自己の課題を認識し、それらを解決するための方法 

 

評価方法 ：実習評価表 

教科書  ：教科書全般 

参考文献 ：必要時配付 



科 目 単位 時間数 講義時期 単位認定教員 

成人看護学実習Ⅰb ２ 90 ２年 後期 
千葉 祐子        

実務経験あり(看護師) 

 

科目目的 

   健康障害を持つ成人期の特徴を理解し、あらゆる健康レベルにある対象者とその家族に必要な看護 

を実践できる能力を養う。 

    

科目目標 

   １．成人期にある対象者を身体的・精神的・社会的側面から統合的に理解できる。 

   ２．健康障害をもつ対象者に必要な看護を計画・実施・評価できる。 

   ３．成人期の特徴を踏まえ、経過別、治療・処置別、症状別看護を実践できる。 

   ４．保健・医療・福祉チームの一員として看護の役割を学び、他職種と協働の必要性を考える 

ことができる。  

   ５．看護者としての姿勢、態度を身につけ積極的に自己の向上に努めることができる。 

 

学習内容と方法 

学 習 内 容 学習方法 

１．成人期の身体的・精神的・社会的特徴 

２．成人期の発達段階の特徴をふまえた対象者の理解 

３．Ｖ．ヘンダーソンの看護理論に基づいたアセスメント 

４．対象者に必要な看護援助の具体化 

５．基本的な看護援助の適応と工夫 

６．実施した看護の評価と修正 

７．よい人間関係を築くためのコミュニケーション 

８．コミュニケーションの場の雰囲気づくりと受容的態度 

９．事実に基づいた簡潔・明瞭・正確な記録と報告 

病棟実習 

１．慢性期・回復期の疾病の経過と特徴 

２．慢性期・回復期の特徴に合わせた援助の実施と評価・修正 

３．他職種の専門性の理解と連携の必要性の理解 

１．カンファレンスへの主体的な参加 

２．看護学生としての倫理的行動の実践 

３．自己の課題を認識し、それらを解決するための方法 

評価方法 ：実習評価表 

教科書  ：教科書全般 

参考文献 ：必要時配付 



科 目 単位 時間数 講義時期 単位認定教員 

成人看護学実習Ⅱ ２ 90 2年 後期 
千葉 祐子        

実務経験あり(看護師) 

 

科目目的 

   健康障害を持つ成人各期の特徴を理解し、あらゆる健康レベルにある対象者とその家族に必要な看 

護を実践できる能力を養う。 

    

科目目標 

   １．成人期にある対象者を身体的・精神的・社会的側面から統合的に理解できる。 

   ２．健康障害をもつ対象者とその家族に必要な看護を計画・実施・評価できる。 

   ３．成人期の特徴を踏まえ、経過別・治療・処置別、症状別看護を実践できる。 

   ４．各経過別にある対象者の特徴を理解し、生命の維持、苦痛の緩和、回復に向けの援助を学ぶ。 

   ５．保健・医療・福祉チームの一員として看護の役割を学び、他職種との協働の必要性が理解でき 

る。  

   ６．看護者としての姿勢、態度を身につけ積極的に自己の向上に努めることができる。 

 

学習内容と方法 

学 習 内 容 学習方法 

１．成人期の身体的・精神的・社会的特徴 

２．成人期の発達段階の特徴をふまえた対象者の理解 

３．Ｖ．ヘンダーソンの看護理論に基づいたアセスメント 

４．対象者に必要な看護援助の具体化 

５．基本的な看護援助の適応と工夫 

６．実施した看護の評価と修正 

７．よい人間関係を築くためのコミュニケーション 

８．コミュニケーションの場の雰囲気づくりと受容的態度 

９．事実に基づいた簡潔・明瞭・正確な記録と報告 
病棟実習 

１．対象者の疾病の特徴や処置・治療の目的  

２．各経過別の特徴に合わせた援助の実施と評価・修正 

３．他職種の専門性の理解と連携の必要性の理解 

１．カンファレンスへの主体的な参加 

２．看護学生としての倫理的行動の実践 

３．自己の課題を認識し、それらを解決するための方法 

 

評価方法 ：実習評価表 

教科書  ：教科書全般 

参考文献 ：必要時配付 

 

 

 

 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 単位認定教員 

老年看護学実習Ⅰ ２ ９０ ３年 前期 
乗次 美弥子        

実務経験あり(看護師) 

 

科目目的   

老年期にある対象者の特徴を理解し、安全・安楽な療養環境を整えるための援助を実践できる 

基礎的能力を養う。 

 

科目目標 

１．老年期にある対象者の特徴を身体的・精神的・社会的側面から統合的に理解できる。  

  ２．加齢変化や健康障害をもつ対象者に必要な看護を立案し、実施・評価することができる。 

  ３．老年期にある対象者の特徴を理解し、必要な援助について安全・安楽を基本に実施することができる。 

  ４．保健・医療・福祉チ－ムの一員として看護の役割を学び、多職種と協働の必要性を理解できる。 

  ５．高齢者の地域における療養の場を知り、望む生活を支える看護師や他職種の役割が理解できる。 

６．対象の援助を実践するための基礎的な知識・技術の向上に努める姿勢をもつことができる。 

     

学習内容と方法 

学 習 内 容 学習方法 

１．加齢に伴う身体的・精神的・社会的側面の変化の理解 

２．老年期の発達段階の特徴をふまえた対象者の全体像把握 

３．対象者の生活行動上の課題に着目したアセスメント 

４．家族を含めたアセスメント 

５．対象者のもてる力を引き出す看護援助の具体化・実施 

６．対象者の安全・安楽に配慮した看護援助の工夫 

７．実施した看護の評価と修正 

８．高齢者の特徴や健康障害に応じたコミュニケーションの工夫 

９．コミュニケーションの場の雰囲気づくりと受容的態度 

10．事実に基づいた簡潔・明瞭・正確な記録と報告 

11．高齢者の地域療養の仕組みと機能の理解 

12．高齢者の生活を支える職種の種類とその役割の理解 

13. 地域で療養する高齢者への看護師の役割 

病棟実習 

 

１．対象者の疾病の特徴や処置・治療の目的の理解 

２．多職種の専門性の理解と連携の必要性の理解 

３．高齢者の社会参加の実際 

１．カンファレンスへの主体的な参加 

２．看護学生としての倫理的行動の実践 

３．自己の課題を受け入れ、それらを解決するための力 

評価方法 ：実習評価表 

教科書  ：教科書全般 

参考文献 ：必要時配付 

 

 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 単位認定教員 

老年看護学実習Ⅱ ２ ９０ ３年 前期 
乗次 美弥子       

実務経験あり(看護師) 

 

科目目的 

  老年期の特徴を理解し、高齢者の生命と人格を尊重する態度を養い、保健・医療・福祉の連携を 

理解し、対象者とその家族がよりよい生活を送るための援助を実践できる能力を養う。 

 

科目目標 

  １．老年期の特徴を踏まえ、経過別、治療・処置別、症状別の看護を実践できる。 

  ２．各経過別にある対象者の特徴を理解し、可能な限りの自立に向けた看護を安全・安楽に考慮し実践でき

る。 

  ３．対象者の意思を尊重する態度を養い、必要な援助を考えることができる。 

  ４．主体的に学習に臨み、自己の知識・技術の向上に努める姿勢をもつことができる。 

 

   

学習内容と方法 

学 習 内 容 学習方法 

１．加齢に伴う身体的・精神的・社会的側面の変化の統合的理解 

２．老年期の発達段階の特徴をふまえた対象者の理解 

３．Ｖ．ヘンダーソンの看護理論に基づいたアセスメント 

３．加齢変化・健康障害が及ぼす生活への影響（課題）の明確化 

４．対象者のもてる力に着目した目標設定 

５．対象者の可能な限りの自立に向けた看護援助の具体化・実施 

６．対象者の安全・安楽に配慮した看護援助の工夫 

７．実施した看護の評価と修正 

８．高齢者の特徴や健康障害に応じたコミュニケーションの工夫 

９．コミュニケーションの場の雰囲気づくりと受容的態度 

10．事実に基づいた簡潔・明瞭・正確な記録と報告 

病棟実習 

１．対象者の疾病の特徴や処置・治療の目的 

２．各経過別の特徴に合わせた援助の実施と評価・修正 

３．他職種の専門性の理解と連携の必要性の理解 

１．カンファレンスへの主体的な参加 

２．看護学生としての倫理的行動の実践 

３．自己の課題を受け入れ、それらを解決するための力 

評価方法 ：実習評価表 

教科書  ：教科書全般 

参考文献 ：必要時配付 

 

 

 

 

 

 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 単位認定教員 

小児看護学実習 ２ ９０ ３年 前期 
花井未帆          

実務経験あり(看護師) 

 

科目目的 

小児の特徴と発達段階を理解し、健康障害を持つ小児及びその家族に応じた看護を実践できる能力を養う 

 

科目目標 

 １．健康な小児の発達段階に応じた日常生活の実際を理解することができる。 

２．健康障害や入院が小児と家族に及ぼす影響を理解することができる。 

   ３．健康障害をもった小児と家族に必要な看護を立案、実施、評価することができる。 

   ４．小児各期の特徴を踏まえた経過別、治療・処置別、症状別看護を実践できる。 

５．保健・医療・福祉チームの一員として看護の役割を学び、他職種と協働することができる。 

   ６．看護者としての姿勢、態度を身につけ積極的に自己の向上に努めることができる。 

 

学習内容と方法 

学 習 内 容 学習方法 

１．乳幼児の身体的・精神的・社会的な成長・発達特徴 

２．遊びの重要性と安全な遊びの実際 

３．乳幼児の安全と健康管理 

４．健康障害を持つ小児の成長・発達の観察とアセスメント 

５．小児の健康障害が生活や家族に及ぼす影響 

６．対象者に必要な看護援助の具体化 

７．基本的な看護援助の適応と工夫 

８．実施した看護の評価と修正 

９．小児の成長発達や健康障害に応じたコミュニケーションの工夫 

10．コミュニケーションの場の雰囲気づくりと受容的態度  

病棟実習 

外来実習 

保育園実習 

 

１．発達に応じた保育のあり方 

２．各経過別の特徴に合わせた援助の実施と評価・修正 

３．保育士の役割と保育園の機能と役割 

１．カンファレンスへの主体的な参加 

２．看護学生としての倫理的行動の実践 

３．自己の課題を受け入れ、それらを解決するための力 

 

評価方法 ：実習評価表 

教科書  ：教科書全般 

参考文献 ：必要時配付 

 

 

 

 

 

 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 単位認定教員 

母性看護学実習 ２ ９０ ３年 前期 
小林 和子 実務経験あり 

(看護師/助産師/保健師) 

 

科目目的  

   母性及び新生児の生理的変化を理解し、妊娠・分娩・産褥期の母性とその家族である新生児及び父性がよ

り健康に過ごせるための援助を学ぶ。 

科目目標 

１．正常な妊娠経過を理解し、妊娠各期に必要な保健指導が理解できる。また妊娠中の異常な状態につい

て理解できる。 

２．正常な分娩経過を理解し、分娩各期に必要な援助を考えることができる。また分娩時の異常について

理解できる。 

３．正常な産褥経過を理解し、個々に応じた適切な援助ができる。また産褥時の異常について理解でき

る。 

４．新生児の生理的な特徴を理解し、母体外生活へ適応するための援助ができる。また、新生児の異常に

ついて理解できる。 

５．妊産褥婦を支える家族の心理を理解し、家族の果たす役割について考えることができる。 

６．看護者として母親の母性意識を高めることへの役割を理解できる。 

７．母性を取り巻く地域の医療、保健、福祉の機関との関係について理解ができる。 

８．看護者としての姿勢・態度を身につけ積極的に自己の向上に努めることができる。 

 

学習内容と方法 

学 習 内 容 学習方法 

１．妊娠経過に応じた身体的・精神的・社会的変化 

２．妊娠各期に必要な保健指導とその実際 

３．妊娠各期に起こりやすい異常 

４．正常な分娩経過と分娩時の異常 

５．正常な産褥経過と産褥時の異常 

６．個々に応じた適切な援助 

７．新生児の特徴と異常 

８．新生児への日常生活の援助 

９．実施した看護の評価と修正 

10．家族とのコミュニケーションと役割の理解 

11．コミュニケーションの場の雰囲気づくりと受容的態度  

病院実習 

 

助産院実習 

１．母親の母性意識を高めることへの役割 

２．母性を取り巻く地域の医療、保健、福祉の機関との関係 

１．カンファレンスへの主体的な参加 

２．看護学生としての倫理的行動の実践 

３．自己の課題を受け入れ、それらを解決するための力 

 

評価方法 ：実習評価表 

教科書  ：教科書全般 

参考文献 ：必要時配付 

 

 

 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 単位認定教員 

精神看護学実習 ２ ９０ ３年 前期 
千葉 弘恵        

実務経験あり(看護師)  

 

科目目的 

  メンタルヘルスに障害を抱える対象者の特徴と生活者としての側面を理解し、地域で生活し続けるための援

助を考える。 

科目目標 

１．メンタルヘルスに障害を抱え入院している対象者を理解する。 

   ２．対象者の生活とセルフケア向上の方法を理解し実践できる。 

   ３．対象者が地域で生活し続けるためのセルフケア能力とその援助を学び、必要な知識と社会資源を考え

ることができる。 

   ４．保健・医療・福祉チームの専門性を知り、看護の役割として何が必要なのか考えることができる。 

   ５．看護者としての姿勢、態度を身につけ自己の向上に努めることができる。 

 

 

学習内容と方法 

学 習 内 容 学習方法 

１．対象者の身体的・精神的・社会的特徴 

２．対象者のコミュニケーション能力や日常生活度行動の課題 

３．精神障害をもつ対象者に必要な看護の立案・実施・評価・修正 

４．看護者の態度・行動が対象者に及ぼす影響 

５．薬物治療・特殊治療・検査が効果的に行われるための看護  
病棟実習 

就労継続支援施設実習 
１．病棟における安全管理の特殊性 

２．医療チームの役割と相互連携  

３．地域における支援施設の役割 

１．カンファレンスへの主体的な参加 

２．看護学生としての倫理的行動の実践 

３．自己の課題を受け入れ、それらを解決するための力 

 

評価方法 ：実習評価表 

教科書  ：教科書全般 

参考文献 ：必要時配付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

統合分野 

 

臨地実習 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 単位認定教員 

在宅看護論実習 ２ ９０ ３年 前期 
小宮山 政枝       

実務経験あり(看護師) 

 

科目目的   

地域で療養する人々とその家族の課題を生活の課題として理解し、その人々が在宅で 

健康の維持、増進がはかられるよう援助できる能力を養う。 

 

科目目標 

  １．地域で療養している人々とその家族の療養上の課題を理解できる。 

２．地域で療養している人々が在宅で健康の維持増進を図り、在宅療養を継続するための看護の方法が理解

できる。 

 ３．地域で生活する人々の抱える健康上の課題に関わる様々な職種の機能、役割を理解し、看護のあり方を

理解できる。 

  ４．保健・医療・福祉チームの一員としての看護の役割を学び、他職種と協働することの必要性を理解できる。 

  ５．看護者としての姿勢、態度を身につけ積極的に自己の向上に努めることができる。 

 

学習内容と方法 

学 習 内 容 学習方法 

【訪問看護実習】 

１．対象者と家族の身体的・精神的・社会的特徴 

２．生活上の課題の把握と看護技術の提供方法の実際 

３．対象者に必要な看護の立案・実施・評価・修正 

４．看護者の態度・行動が対象者に及ぼす影響 

５．医療施設内看護と在宅看護の違い 

【通所リハ実習】 

１．利用者の生活史・生活環境 

２．生活支援のあり方 

訪問看護実習 

通所リハ実習 

１．通所リハの役割と機能 

２．生活を支える職種の役割と相互連携  

１．カンファレンスへの主体的な参加 

２．看護学生としての倫理的行動の実践 

３．自己の課題を受け入れ、それらを解決するための力 

 

評価方法 ：実習評価表 

教科書  ：教科書全般 

参考文献 ：必要時配付 

 

 

 

 

 

 



科 目 単位 時間数 講義時期 単位認定教員 

看護統合実習 ２ ９０ ３年 後期 
髙橋 久江        

実務経験あり(看護師) 

 

科目目的 

   医療チームにおける看護師の役割を理解し、専門職者として研鑽し続ける基本能力を修得する。 

  

科目目標 

   １．対象者の個別性・状況に応じて、優先度を考慮した看護実践ができる。 

   ２．病院組織における看護管理の実際を理解できる。 

   ３．外来看護の機能と役割、及び救急看護の実際を学ぶ。 

   ４．看護の専門性を自覚し、看護師としての心構えができる。 

 

 

学習内容と方法 

学 習 内 容 学習方法 

１．複数の対象者に対する優先度を考えた看護 

２．対象者に必要な看護の立案・実施・評価・修正 

３．病棟における看護管理の実際  

４．外来看護の機能と役割と救急看護の実際  

５．卒業時の技術到達目標に基づいた技術演習 

複数受持ち実習 

看護師同行実習 

看護管理実習 

救急看護実習 

先輩看護師インタビュー 

 

１．看護の専門性と役割 

２．自己の看護観 

１．カンファレンスへの主体的な参加 

２．看護学生としての倫理的行動の実践 

３．自己の課題を受け入れ、それらを解決するための力 

 

評価方法 ：実習評価表 

教科書  ：教科書全般 

参考文献 ：必要時配付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

科　　目 講　師　名 総時間数 時間数 配点表 学年

物理学 森山　隆則 30 30 100 1

論理学 林寺　正俊 30 30 100 2

日本語表現 小杉　直美 15 15 100 1

英語Ⅰ 鳴海　恭子 30 30 100 1

英語Ⅱ 鳴海　恭子 30 30 100 2

情報科学 平間　嘉 30 30 100 2

心理学 鈴木　珠世 30 30 100 1

人間関係論 鈴木　珠世 30 30 100 1

宗教哲学 谷川　靖郎 30 30 100 1

倫理学 阿部　秀男 30 30 100 1

生活科学 小野寺　典子 30 30 100 1

社会学 30 30 100 1

教育学 杉浦　勉 30 30 100 3

解剖生理学Ⅰ 渡辺　潤 15 15 100 1

解剖生理学Ⅱ 井上　貴一朗 30 30 100 1

解剖生理学Ⅲ 東城 庸介 30 30 100 1

解剖生理学Ⅳ 東城 庸介 30 30 100 1

解剖生理学実践 学内教員 30 30 100 2

生化学 今川　敏明 30 30 100 1

臨床栄養学 嶋田　祐子 15 15 100 1

病理学 森山　隆則 15 15 100 1

臨床薬理学Ⅰ 宇野　健一 30 30 100 1

臨床薬理学Ⅱ 宇野　健一 30 30 100 2

微生物学 澤田　幸治 30 30 100 1

運 田崎　悌史 10 30

循 加藤　法喜 10 30

呼 五十嵐　毅 6 25

血 石立　尚路 4 15

消 吉田　秀明 12 40

ｱﾚ膠 猪又　崇志 4 15

内 猪又　崇志 4 15

腎 河田　哲也 10 30

外 鎌田　理 6 30

女 金上　宣夫 10 35

救 非常勤講師 4 ―

放 鈴木　祐介 10 35

眼 加藤　雅史 6 20

耳 藤原　美秋 4 15

歯 千徳　敏克 4 15

皮 國分　一郎 6 20

脳 伊藤　和則 4 10

脳 石崎　努 6 20

2

複数教員が担当する科目の配点表  

・単位認定は学則第１１条において必要事項を定める

・同一科目で複数の講師の場合、合計で100点満点とし、１回の単位修得認定試験で実施する。

基
　
礎
　
分
　
野

1

専
　
門
　
基
　
礎
　
分
　
野

病態学Ⅲ 30

病態学Ⅳ 30

病態学Ⅰ 30

病態学Ⅱ 30 1

2



 

 
 

 

 

 

 

科　　目 講　師　名 総時間数 時間数 配点表 学年

丸山　淳士 14 50

日下　勝博 16 50

社会福祉　Ⅰ 澤　伊三男 15 15 100 2

社会福祉　Ⅱ 澤　伊三男 15 15 100 2

関係法規Ⅰ 小野田　充宏 15 15 100 2

関係法規Ⅱ 小野田　充宏 15 15 100 2

公衆衛生学 都築　俊文 15 15 100 1

看護学概論Ⅰ 斉藤　恭子 30 30 100 1

看護学概論Ⅱ 　 田中　恵美子 30 30 100 1

技術等 朝倉　あつ子 14 50

感染等 斉藤　恭子 16 50

日常生活行動援助技術 　 　 30 30 100 1

フィジカルアセスメント技術 　 中村　恵子 30 30 100 1

診療に伴う援助技術 　 学内教員 30 30 100 1

看護過程 斉藤　恭子 30 30 100 1

日常生活行動援助技術実践 中村　恵子 30 30 100 1

診療に伴う援助技術実践 中村　恵子 30 30 100 1

臨床看護総論 髙橋　久江 30 30 100 1

斉藤恭子 30 12 20 2

文献 福井堅一 4 ― 2

演習 学内教員 　 14 80 2

成人看護学総論Ⅰ 　 千葉　祐子 15 15 100 1

成人看護学総論Ⅱ 千葉　祐子 30 30 100 1

循 中上　紀子 6 25

消 田中　幸代 8 25

運 金井　加代 8 25

脳 高橋　利光 8 25
慢性

期
千葉 祐子 22 70

終末 上岡　晃 8 30
周術

侵襲
千葉　祐子 20 70

救急

集中
渡辺　静香 10 30

特別講義 ＭＥ 真下　　泰 4 ― ― 2

成人看護学方法論Ⅳ 　 千葉　祐子 30 12 80 2

老年看護学総論Ⅰ 乗次　美弥子 15 15 100 1

動向 沼田　環 12 40

演習 乗次　美弥子 18 60

若林　崇雄 4 30

山下いずみ 11 70

緑川　弥生 12 35

活動 乗次　美弥子 6

過程 乗次　美弥子 12 65

老年看護学方法論Ⅲ 身体 小原　菜穂 8 25

認知 疋田　健 8 25

コミュ 朝倉　あつ子 6 25

エンド 上岡　晃 8 25

30

1

2

30 1

2

専
門
基
礎
分
野

共通基本技術 30
専
　
　
門
　
　
分
　
　
野
　
　
Ⅰ

保健医療論

看護研究

専
　
門
　
分
　
野
　
Ⅱ

老年看護学総論Ⅱ 30

老年看護学方法論Ⅰ 15

30老年看護学方法論Ⅱ

30

成人看護学方法論Ⅰ 30

成人看護学方法論Ⅱ

30 2

1

2

2

2

成人看護学方法論Ⅲ



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科　　目 講　師　名 総時間数 時間数 配点表 学年

小児看護学総論Ⅰ 岡田　千佐子 15 15 100 1

小児看護学総論Ⅱ 岡田　千佐子 30 30 100 2

小児看護学方法論Ⅰ 佐藤　俊哉 30 30 100 2

佐藤　真紀子 22 70

花井　未帆 8 30

母性看護学総論Ⅰ 小林　和子 15 15 100 1

母性看護学総論Ⅱ 齊藤　麻木 30 30 100 2

齊藤　麻木 22 100

演習 齊藤　田中　小林　池田 8 ―

リプロ 6 20

異常 14 50

過程 小林　和子 10 30

精神看護学総論Ⅰ 千葉　弘恵 15 15 100 1

精神看護学総論Ⅱ 桒内　崇 30 30 100 2

清水祐輔　嶋岡修平　吉田隼輔　高柳瞬 16 50

鈴木　ゆき 14 50

齋藤　伸 10 30

千葉　弘恵 20 70

在宅看護論総論Ⅰ 小宮山　政枝 15 15 100 1

在宅看護論総論Ⅱ 柴田　ひとみ 30 30 100 2

技術 小宮山　政枝 10 30

展開 三宅　由佳 20 70

在宅看護論方法論Ⅱ 小宮山　政枝 30 30 100 2

看護管理 根本　香 30 30 30 3

安全教育 吉田　尚子 15 15 100 3

髙橋　久江 13 100

王子病院　ＤＭＡＴ 2 ―

看護技術統合実践 髙橋　久江 30 30 100 3

専
門
分
野
Ⅱ

30

統
合
分
野

災害看護 15

在宅看護論方法論Ⅰ

母性看護学方法論Ⅰ 30

30

精神看護学方法論Ⅱ 30

精神看護学方法論Ⅰ 30

佐藤　真紀子

小児看護学方法論Ⅱ 30

2

3

2

2

2

2母性看護学方法論Ⅱ

2


